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児童扶養手当法等の一部改正による児童扶養手当と労災保険の年金たる給付との

調整規定の見直しについて

「次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法等

の一部を改正する法律J（平成 26年法律第 28号。以下「次世代法等改正法」としづ 。）

（別添 1参照）、「次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支

援対策推進法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整備に関する政

令J（平成 26年政令第 313号。以下「次世代法等整備政令j という 。）（男lj添 2参照）

及び「次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次世代育成支援対策推進法

等の一 部を改正する法律の一部の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省

令J （平成 26年厚生労働省令第 115号。以下「次世代法等整備省令」としづ。）（別添

3参照）が、それぞれ平成 26年 4月 23日、 9月 25日、 9月 30日に公布されたとこ

ろである。

児童扶養手当法（昭和 36年法律第 238号）、同法施行令（昭和 36年政令第 405号）

及び同法施行規則（昭和 36年厚生省令第 51号）が、次世代法等改正法第 3条、次世

代法等整備政令第 3条及び次世代法等整備省令第 3条の規定によりそれぞれ一部改正

され、平成 26年 12月 1日から施行されることとなる。 これにより、児童扶養手当と

労災保険の年金たる保険給付が同時に支給されうる場合の調整規定が見直されること

となり、労働基準監督署において下記のとおり対応することとなるので、事務処理に

遺漏なきを期されたい。

なお、 2 (2）エのとおり、次世代法等改正法第 3条の規定の施行日である平成 26

年 12月 1日より前であっても、今般の見直し後の調整規定を踏まえて労働基準監督

署において照会等への対応が必要となる場合があるので、留意すること。

記



1 調整規定の見直しの趣旨について

従来、児童扶養手当の支給に当たっては、労働者災害補償保険法 （昭和 22年法

律第 50号）に基づく年金たる給付を含む公的年金給付（児童扶養手当法第 3条第

2項に規定する公的年金給付をいう。以下同じ。）を児童（児童扶養手当法第 3条

第 1項に規定する児童をいう 。以下同じ。）文はその母若しくは父若しくは養育者

（児童扶養手当法第 6条第 1項に規定する受給資格者に限る。）が受けることがで

きるときは、公的年金給付については支給額の調整を行わない一方、児童扶養手当

についてはその全額を支給しないこととする調整が行われてきたところである（次

世代法等改正法第 3条の規定による改正前の児童扶養手当法（以下「旧児童扶養手

当法Jという。）第 4条第 2項、第 3項）。

しかしながら、今般の児童扶養手当法の改正により、公的年金給付を受けること

ができるときでも、その額が児童扶養手当額に満たない場合には、公的年金給付（支

給額の調整は引き続き行わない。）に加えて、公的年金給付額と児童扶養手当額と

の差額を受給できる こと となった（次世代法等改正法第 3条の規定による改正後の

児童扶養手当法（以下「新児童扶養手当法j という。）第 13条の 2、次世代法等整

備政令第 3条の規定による改正後の児童扶養手当法施行令（以下「新児童扶養手当

令」という。）第 6条の 3、第6条の 4）。

2 都道府県知事等からの照会への対応に係る見直しについて

( 1 ）見直しの概要

児童扶養手当の受給資格者（児童の母、父又は養育者をいい、児童扶養手当法

第 6条第 1項に規定する受給資格者に限る。以下同 じ。）等に対する労災保険の

年金たる給付の支給状況については、これまでも都道府県知事等（旧児童扶養手

当法第4条第 1項各号列記以外の部分に規定する都道府県知事等をいう 。以下同

じ。）から資料の提供依頼等の照会が職権により行われてきたところである（旧

児童扶養手当法第 30条）。

1のとおり今般の児童扶養手当法改正により 、労災保険の年金たる給付の支給

の有無だけでなく、具体的な給付額等の情報も都道府県知事等は確認する必要が

生じることとなった。その照会については原則として児童扶養手当の受給資格者

が直接労働基準監督署長に対し所定の様式で証明の依頼を行うほか、必要に応じ

て都道府県知事等から労働基準監督署あて照会がなされることとなったものであ

る（新児童扶養手当法第 30条）。

( 2 ）児童扶養手当の受給資格者からの証明依頼又は都道府県知事等からの照会（以

下「証明依頼等」という 。）に対する証明機関及び対応方法等

ア証明機 関

証明依頼等の内容は、支給決定した労災年金の年額に係る情報が主であるこ

とから、労働基準監督署長名で証明を行うこと。

イ 児童扶養手当の支給調整対象となる労災保険の年金たる給付について

児童扶養手当の支給調整対象となる労災保険の年金たる保険給付は、今般の

児童扶養手当法の改正に関わらず引き続き下記のとおりである。



－障害補償年金

・遺族補償年金

．傷病補償年金

・障害年金

－遺族年金

・傷病年金

なお、前払一時金の支給による年金の支給停止期間については、児童扶養手

当との調整に当たっては、下記の年金について、その支給が停止されていない

ものとみなされるため留意すること（新児童扶養手当令第 6条の 3第 2項、第

6条の 4第 2項、次世代法等整備省令第 3条の規定による改正後の児童扶養手

当法施行規則（以下「新児童扶養手当法施行規則」とい う。）第 24条の 4）。

－障害補償年金

障害補償年金前払一時金の支給による同年金の支給停止期間

．遺族補償年金

遺族補償年金前払一時金の支給による同年金の支給停止期間

ウ 労働基準監督署長に対し証明依頼等を行う者

児童扶養手当の受給資格者は、支給要件を満たす児童の母、父文は養育者で

あり、これらの者が都道府県知事等に対し児童扶養手当の受給資格及び手当の

額について認定請求を行うこととなる。児童扶養手当の受給資格者は、児童又

は受給資格者自身が労災保険の年金たる給付を支給される場合に、児童文は受

給資格者自身が被災した事業場を所轄する労働基準監督署長に対し、受給して

いる労災保険の年金たる給付の額等について証明依頼を行うこととなる（新児

童扶養手当法施行規則第 1条第 9号イ、第 10号イ ほか）。

また、毎年 8月 1日付けの年金スライド率の改定による労災保険の年金たる

給付額の改定に伴う児童扶養手当支給額の改定に係る事務処理を地方公共団体

が行う場合等には、必要に応じて児童扶養手当の認定を行う都道府県知事等が

職権により労働基準監督署への照会を行うことがあるが、当該照会を行う都道

府県知事等とは具体的には下記のとおりである（新児童扶養手当法第4条第 1

項各号列記以外の部分、第 30条） 0 

・都道府県知事（福祉事務所を管理しない町村に係る照会を行う 。）

・市長（特別区の区長を含む。）

－福祉事務所を管理する町村長

エ 証明依頼等が開始される時期

前記のとおり、新児童扶養手当法は平成 26年 12月 1日から施行されること

となっているが、平成 26年 12月 1日において新児童扶養手当法の規定による

児童扶養手当の支給要件に該当すべき者は、同日前においても、同日に新支給

要件に該当する ことを条件として、当該新手当について都道府県知事等に対し

新児童扶養手当法第6条第 1項の規定による認定の請求の手続をとることがで

きるとされている （次世代法等改正法附則第 4条第 1項）。 このため、新児童

扶養手当法等の規定を踏まえた児童扶養手当支給事務の新たな取扱いについて



本省雇用均等 ・児童家庭局家庭福祉課が地方公共団体あて事務処理要領（平成

26年 10月 17日付け雇児福発 1017第 1号「公的年金給付又は遺族補償等の給

付が行われる場合の児童扶養手当支給事務の取扱いについて」。以下「事務処

理要領Jという。）を発出した後は、平成 26年 12月 1日より前であっても証

明依頼等が行われることとなるので、了知されたい。

オ 証明依頼等に対する対応方法

労働基準監督署長に対する児童扶養手当の受給資格者からの証明依頼は事務

処理要領別紙様式 1ー 2 （別添4参照）及び別紙様式 1-3 （別添 5参照）に

より、また都道府県知事等からの照会は事務処理要領別紙様式 2- 1 （別添6

参照）、別紙様式 2-2 （別添 7参照）及び別紙様式 2-3 （別添 8参照）に

より行われることとなる。労働基準監督署において証明依頼等に基づく証明を

行うに当たっては、当該各様式中の各欄の記載に際 し、以下の点に留意するこ

と。

（ア）児童扶養手当の受給資格者から事務処理要領別紙様式 1-2及び別紙様式

1 - 3により証明の依頼がされたときは、決議書類のほか、労災行政情報管

理システム（以下「システムJという 。）における年金 ・一時金検索等を参

照の上、証明を行うこと。

（イ）事務処理要領別紙様式 1ー 2及び別紙様式 1-3中 ［公的年金給付等の支

給機関記入欄］には「本人が公的年金給付等を受給」及び 「児童が公的年金

給付等を受給Jの 2つの欄があるが、これらの欄は、それぞれ児童扶養手当

の受給資格者本人が公的年金給付等を受給している場合及び児童（受給資格

者の子など）が公的年金給付等を受給している場合に記載する欄である。

いずれの欄を記載するかについては、 ［本人記入欄］中の右欄の記載内容

により判断すること。

（ウ）事務処理要領別紙様式 1-2及び別紙様式 1ー 3の各欄において記載すベ

き具体的な内容は、各様式裏面の注意事項によるほか、以下の表を参照する

こと。

なお事務処理要領別紙様式 1-2は、児童又は児童扶養手当の受給資格者

が労災保険の年金たる給付を支給される場合のうち、障害補償年金前払一時

金の支給による同年金の支給停止期間文は遺族補償年金前払一時金の支給に

よる同年金の支給停止期間を除き用いられる証明依頼様式である。

また、事務処理要領別紙様式 1-3は、児童又は児童扶養手当の受給資格

者が労災保険の年金たる給付を支給される場合のうち、障害補償年金前払一

時金の支給による同年金の支給停止期間又は遺族補償年金前払一時金の支給

による同年金の支給停止期間にあるときに用いられる証明依頼様式である。

事務処理要領別紙様式 1-2及び別紙様式 1ー 3の用途区分については、

これらの様式中にも明示されているほか、地方公共団体担当者からも児童扶

養手当の受給資格者に対し教示が行われるものであるが、誤った様式により

労働基準管署長に対し証明依頼が行われた場合は、適正な様式により再度証

明依頼を行うよう、児童扶養手当の受給資格者に対し求めること。



①事務処理要領別紙様式 1-2の各欄に記載すべき内容

項番｜ 項目名

1 ｜①氏名

2 ｜②受給者番号

3 ｜③公的年金給付等の種類

4 ｜④支給開始月

（受給権発生月）

5 ｜⑤証明日現在の給付ー額

（年額）

6 ｜⑤左記の対象期間

7 ｜⑦支給停止の状況

（有無及びその内容）

記入項目

労災年金の受給権者氏名を記入すること。

該当する年金証書番号を記入すること。

「レj と記入すること。

「支給開始月 Jについては、労災年金の

支給開始月（原則、支給事由発生年月の翌

月）であり、支払を開始した月ではないこ

とに注意すること。

また「受給権発生月 Jについては、支給

事由発生年月を記入すること。

証明日現在における労災年金の年額（支

給決定又は変更決定された年額）を記入す

ること 。ただし、支給停止又は支払差止の

場合は 0円となる。

なお、 一般的には、支給決定決議書に記

載された年金の支給決定額のほか、システ

ムの「年金額等計算検索Jにおける「年額J

がこれに該当するが、個別に事案を確認の

上、記入すること。

証明日現在の給付額（項番 5の年額）の

支給が開始された年月を記入すること。な

お、項番 4と同様、支払月でないので注意

する こと。

記入例：「平成 26年 8月～J

支給停止中であるかにより、「有 ・無j の

いずれかにOを付し、「有」の場合、その概

要を「（内容）」欄に記入すること。

なお、障害年金前払一時金の支給による

同年金の支給停止期間文は遺族年金前払一

時金の支給による同年金の支給停止期間に



あるときは、「有」にOを付し、「（内容） J 

欄に f障害年金前払一時金の支給による支

給停止J文は「遺族年金前払一時金の支給

による支給停止」 と記入すること。

また、支払差止中 の場合は、その旨を記

入すること。

記入例

：「第＝者から同一の事由について損害賠償・

を受けたことによる支給停止」

8 備考（欄外） 証明すべき事項について、該当する記入

欄がない場合は、備考欄に記入すること。

※上記表は、「本人が公的年金給付等を受給J欄を記載する場合の記入項目を示したも

のであり、「児童が公的年金給付等を受給J欄を記載する場合は、これに準じること。

②事務処理要領別紙様式 1-3の各欄に記載すべき内容

項番 項目名 記入項目

1 ①氏名 労災年金の受給権者氏名を記入すること。

2 ②受給者番号 該当する年金証書番号を記入すること。

3 ③公的年金給付等の種類 「ロ Jと記入すること。

4 ④支給開始月 「支給開始月 Jについては、労災年金の

（受給権発生月） 支給開始月（原則、支給事由発生年月の翌

月）であり、年金の支払を開始した月や、

前払一時金の支給月ではないことに注意す

ること。

また「受給権発生月 Jについては、支給

事由発生年月を記入すること。

5 ⑤証明日現在の給付額 証明日現在における労災年金の年額（支

（年額） 給決定又は変更決定された年額）を記入す

ること。ただし、障害補償年金前払一時金

の支給による同年金の支給停止期間又は遺

族補償年金前払一時金の支給による同年金



6 ｜⑥左記の対象期間

7 

8 

⑦前払一時金の支給状況

前払一時金の支給月

③⑦以外による支給停止の

状況

（有無及びその内容）

9 ｜備考（欄外）

の支給停止期間にあるときは、支給停止前

の労災年金の年額を記入すること。これら

の前払一時金の支給以外の原因による年金

の支給停止又は支払差止の場合、本項目は

O円となる。

なお、 一般的には、支給決定決議書に記

載された年金の支給決定額のほか、システ

ムの「年金額等計算検索Jにおける「年額J

がこれに該当するが、個別に事案を確認の

上、記入すること。

証明日現在の給付額（項番 5の年額）の

支給が開始された年月を記入すること 。な

お、項番 4と同様、支払月でないので注意

すること。

記入例：「平成 26年 8月～」

前払一時金の支給決定額、給付基礎日額

及び支払が行われた月を記入すること。

前払一時金以外に支給停止と なる原因が

あれば「有」にOを付し、その概要を「（内

容） J欄に記入すること。

なお、支払差止中の場合は、その旨を記

入すること。

記入例：「民事損害賠償受領のため」

証明すべき事項について、該当する記入

欄がない場合は、備考欄に記入すること。

※上記表は、「本人が公的年金給付等を受給J欄を記載する場合の記入項目を示したも

のであり、 「児童が公的年金給付等を受給J欄を記載する場合は、これに準じること。

（エ）都道府県知事等から照会される場合における事務処理要領別紙様式 2-2

及び別紙様式 2-3についても、（ウ）に準じて適宜証明を行うこと。



( 3 ）労働基準法（昭和 22年法律第 49号）の規定による遺族補償の取扱い

労働基準法の規定による遺族補償を児童又は児童扶養手当の受給資格者が受け

ることができる場合も、児童扶養手当の全部又は一部を支給しない形で調整が行

われることとなる（新児童扶養手当法第 13条の 2第 1項第4号、第 2項第 2号）。

この場合に、当該遺族補償の額等について証明を行うのは、当該遺族補償の給

付を行う者、すなわち被災事業場の使用者であり、労働基準監督署長ではないた

め、留意すること。なお、この点については、本省雇用均等 ・児童家庭局家庭福

祉課から地方公共団体あて周知済であるため、念のため申し添える。
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次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

一
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

= 巨ヨ

法
律
第
二
十
八
号

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律

（
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の

一
部
改
正
）

第

一
条

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
認
定
一
般
事
業
主
の
表
示
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、
「
次

項
」
の
下
に

「及
び
第
十
五
条
の
四
第

一
項
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
認
定
一
般
事
業
主
の
認
定
の
取
消
し
ご
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
三
条
に
規
定
す
る
基
一

様
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
、
そ
の
他

認
定
一
般
事
業
主
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
慾
当
す

る
と
き
は
、
第
十
三
条
」
に
改
め
、
問
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
十
三
条
に
規
定
す
る
廿
話
機
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

こ

こ
の
法
律
又
は
と
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
逃
反
し
た
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
認
定
一
般
事
業
主
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。



（号外第 91号）

第
十
五
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
基
準
に
適
合
す
る
認
定

一
般
事
業
主
の
認
定
）

第
十
五
条
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
認
定
一
般
事
業
主
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定

一
般
事
業
主
に
つ
い
て
、
雇
用
環
境
の
整
備
に
関
し
、
行
動
計
画
策
定
指
針
に
照
ら
し
適

切
な

一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
そ
の
計
画
期
間
の
末
臼
が
、
当
該
認
定

一
般
事
業
主
が
第
十
三
条
の
認
定
を
受
け

た
日
以
後
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）
を
策
定
し
た
こ
と
、
当
該
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
実
施
し
、
当
該
一
般
事
業

主
行
動
計
繭
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
、

当
該
認
定
一
般
事
業
主
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
の
状

況
が
優
良
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を

行
う
と
と
が
で
き
る
。

（
特
例
認
定
一
般
事
業
主
の
特
例
等
）

第
十
五
条
の
三

前
条
の
認
定
を
受
け
た
認
定

一
般
事
業
主
（
以
下

「特
例
認
定
一
般
事
業
主
」
と
い
う
。）
に
つ
い

て
は
、
第
十
二
条
第

一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

2

特
例
認
定

一
般
事
業
主
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も
一
回
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

特
例
認
定
一
般
事
業
主
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
な
い
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
当
該
特
例
認

定

一
般
事
業
主
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
当
該
公
表
を
す
べ
き
ζ
と
そ
勧
告
す
る
ζ
と
が
で
き
る
。

（
特
例
認
定

一
般
事
業
主
の
表
示
等
）

第
十
五
条
の
四

特
例
認
定
一
般
事
業
主
は
、
広
告
等
に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
表
示
を
付
す
る
と
と
が
で
き
る
。

2

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
表
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
例
認
定

一
般
事
業
主
の
認
定
の
取
消
し
）

第
十
五
条
の
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
例
認
定
一
般
事
業
主
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第

十
五
条
の
二
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
第
十
三
条
の
認
定
を
取
り
消
す
と
き
。

二

第
十
五
条
の
こ
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

三

第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
公
表
を
し
た
と
き
。

四
前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、

ζ

の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
特
例
認
定

一
般
事
業
主
と
し
て
適
当
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
。

第
二
十
六
条
第
一
号
中

「第
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
第
十
五
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。ご
を
加
え
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
中

「平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を

「平
成
三
十
七
年
三
月
三
十

一
日
」
に
改
め
る
。

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
二
条

母
子
及
、
ひ
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

日
次
中

「第
十
条
」
を

「第
十
条
の
二
」
に、
「第
三
傘
母
子
家
庭
等
に
対
す
る
福
祉
の
指
閉
山
（
第
十
三
条
｜
第

三
十
一
条）
」を

「耕
一配
開
設
品
鋒
…
純
一
村
一
錦
町
撚
一
勝
山
一
綿
計
七
宗
治
一
ゆ
だ
け
ι知
識
刊

frの
十
一
）
」
に、

「
第
四
章
」
を

「第
五
章
」
に、
「第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
五
条
の
二
」
に、
「第
五
章
」
を

「第
六
章
」
に
、
「
第

六
章
母
子
福
祉
施
設
」
を

「第
七
諒
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に、
「第
七
意
」
左

「第
八
章
」
に、
「第
八
章

「
第
九
意
雑
則
（
第
四
十
六
条

・
第
四
十
七
条
）

雑
則
（
第
四
十
六
条
・
第
四
十
七
条
ご
を
第
十
章
罰
則
（
第
四
十
八
条
）

一に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中

「す
べ
て
」
を

「全
て
」
に、
「母
等
」
を
「
母
子
家
庭
の
母
及
、
ひ
父
子
家
庭
の
父
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中

「母
子
家
庭
等
の
母
等
」
を

「母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
」
に
改
め
る
。

第
一二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
関
係
機
関
の
責
務
）

第
三
条
の
二

第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
母
子

・
父
子
自
立
支
援
員
、
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
そ
の
他
母
子
家
庭
の
福
祉
に

関
す
る
機
関
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
定
め
る
児
童
委
員
、
同
法
第
四
十
四
条

幸E官水曜日平成 26年 4月 23日15 

の
ニ
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
向
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
生
活
支
援
施
設
、
第

十
七
条
第

一
項
、
第
三
十
条
第
三
項
文
は
第
三
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
文
は
市
（
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
者
、
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、

母
子
・
父
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
母
子
家
庭
の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
は
、
母
子
家
庭
の
母
及

び
児
童
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
に
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
、
福
祉
事
務
所
そ
の
他
父
子
家
庭
の
福
祉
に
関
す
る
機

関
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

第
三
十
一
条
の
七
第

一
項
、
第
三
十

一
条
の
九
第
三
項
又
は
第
三
十

一
条
の
十

一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
又
は
市
町
村
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
者
、
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
、
母
子

・
父
子

福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
父
子
家
庭
の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
は
、
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
童
の
生

活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
に
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
、
福
祉
事
務
所
そ
の
他
界
婦
の
福
祉
に
関
す
る
機
関
、

第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
又
は
市
町

村
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
者
、
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
母
子

・
父
子
福
祉
施
設
、
母
子

・
父
子
福
祉
団
体、

公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
鉱
婦
の
支
援
を
行
う
関
係
機
関
は
、
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
に
相
互
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
中

「母
及
び
」
の
下
に

「父
子
家
庭
の
父
並
び
に
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
第
五
項
そ
削
り
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一

項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
」
と
は
、
配
偶
者
と
死
別
し
た
男
子
で
あ
っ
て
、

現
に
婚
姻
を
し

て
い
な
い
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
次
に
掲
げ
る
男
子
を
い
う
。

一

離
婚
し
た
男
子
で
あ
っ
て
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の

ニ

配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
男
子

三
配
偶
者
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
男
子

四
配
偶
者
が
海
外
に
あ
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
と
と
が
で
き
な
い
男
子

五
配
偶
者
が
精
神
又
は
身
体
の
陣
容
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
男
子

六
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
男
子
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

第
六
条
第
六
項
中

「母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
「
と
は
じ
の
下
に

「記
偶
者
の
な

い
者
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
（
」
を
加
え
、
「
の
福
祉
若
し
く
は
」
を
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
あ

っ
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
児
蛮
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
（
以
下

「配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
も
の
」
と
い
う
。）
を
い
う
。
第
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
福
祉
又
は
」
に
、
「
社
会
福
祉
法
人
文
は
一

般
社
団
法
人
若
し
く
は

一
般
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
事
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
で
あ
っ
て
当
該
各

号
に
定
め
る
そ
の
役
員
」
に
改
め
、
「過
半
数
が
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
の
下
に

「又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
」
を
加

え
、
向
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

社
会
福
祉
法
人
理
事

二

前
田
守
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
役
員

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
等
の
権
限
〉

第
七
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
機
関
は
、
母
子
家
庭
等
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
、
調
査
審
議
す
る
ほ
か
、
当

該
各
号
に
定
め
る
者
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
関
係
行
政
機
聞
に
意
見
を
具
申
す
る
と
と
が
で
き
る
。

一
児
童
福
祉
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
（
同
条
第
一
項
た
だ
し
容
に
規
定
す

る
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
、
社
会
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
）
都
道
府
県

知
事
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二
児
誌
福
祉
法
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
市
町
村
児
市
福
祉
審
議
会

以
下
問
じ
。）

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子

・
父
子
自
立
支
援
貝
）」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「（
社
会
稲
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。ご
を
削
り
、
「母
子
自
立
支
援
員
」
を

「母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
」
に
改
め
、
向
条
第
二
項
中
「
母
子
自
立
支
援
員
」
を
「
母
子

・
父
子
自
立
支
援
員
」

に
改
め
、
同
項
各
ロ
守
中

「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
援
し
て
い
る
も
の
」
を
「
配
偶
者
の
な
い
者
で
現

に
児
盗
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「母
子
自
立
支
援
貝
」
を
「
母
子
・
父
子
自
立
支
援
貝
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

4

都
道
府
県
、
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
鮫
慢
す
る
町
村

（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）は
、
母
子
・
父
子
自

立
支
援
口
の
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
に
よ
り
、
母
子

・
父
子
自
立
支
援
口
そ
の
他
の
母
子
家

庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
並
び
に
寡
婦
の
自
立
の
支
援
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向

上
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
号
中

「母
子
家
庭
」
を

「母
子
家
庭
等
」
に
改
め
、
「関
し
、
」
の
下
に

「母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
並
び

に
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
の
実
情
そ
の
他
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中

「母
子
家
庭
」
を

「厨
子
家
庭
等
」
に
改
め

る
。第

十
条
中
「
母
子
自
立
支
援
貝
」
を

「母
子
・
父
子
自
立
支
援
民
」
に
改
め
る
。

第
一
車
中
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
搭
慣
の
積
極
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
等
）

第
十
条
の
二
都
道
府
県
等
は
、
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
が
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め

に
n取
も
適
切
な
支
援
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
母
子
家
庭
等
及
び
寡

婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
の
積
短
的
か
つ
計
画
的
な
実
施
及
び
周
知
並
び
に
殴
子
家
庭
等
及
び
寡

婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
支
援
を
行
う
者
の
活
動
の
述
携
及
び
調
整
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

第
十
一
条
第

一
項
中

「母
子
家
庭
」
を

「母
子
家
庭
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
中

「母
子

家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
、
問
項
第
三
号
中

「都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。）
及
び
箔
祉
事
務
所
を

殺
置
す
る
町
村
（
以
下

「総
道
府
県
等
」
と
い
う
。）」
を
「
都
道
府
県
等
」
に、
「次
条
第

一
柄引
」
を
「次
条
」
に、
「策

定
す
る
母
子
家
庭
」
を

「策
定
す
る
母
子
家
庭
等
」
に
、
「
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
」
を

「自
立
促
進
計

画
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
自
立
促
進
計
画
）
」
に
改
め
、
同
条
中

「母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
」
を

「自

立
促
進
計
画
」
に
、
「
あ
ら
か
じ
め
、
母
子
福
祉
他
団
体
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
慣
を
諮
ず
る
も
の
と

す
る
」
を

「法
律
の
相
続
定
に
よ
る
計
画
で
あ
っ
て
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
悦
取
を
定
め
る
も
の
と

の
調
和
を
保
つ
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
に
改
め
、
同
条
各
国
守
中

「母
子
家
庭
」
を
『
母
子
家
庭
等
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

2
m道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
簡
を
策
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
母
子
家
庭

等
及
び
寡
婦
の
置
か
れ
て
い
る
環
段
、
母
子
家
庭
等
真
ひ
寡
婦
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
の
利
用
に
関
す
る
母
子
家

庭
等
及
び
寡
婦
の
意
向
そ
の
他
の
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
官
官
慨
を
勘
案
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

郎
道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
、
文
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
七
条
各

号
に
掲
げ
る
機
関
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
七
十
七
条
第

一
項
文
は

第
四
項
に
規
定
す
る
機
関
そ
の
他
の
母
子
家
庭
等
及
び
寡
婦
の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
合
議
制
の

機
関
の
意
見
を
聴
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

郷
道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
、
文
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
，
母
子

・父

子
福
祉
団
体
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

5

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
岡
山
道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
闘
を
策
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
広
く
母
子
家
庭

等
及
び
寡
婦
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
袈
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
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第
三
傘
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

母
子
家
嵯
に
対
す
る
徳
祉
の
措
位

第
十
三
条
第

一
項
中

「又
は
そ
の
挟
湿
し
て
い
る
児
直
」
の
下
に
「（
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
麓
を
扶
益
し

て
い
る
も
の
が
悶
時
に
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ

2
芋
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を

扶
養
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
と
れ
に
準
ず
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び

第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中

「当
該
」
の
下
に
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
民
法
第
八
百
七

十
七
条
の
規
定
に
よ
り
扶
益
し
て
い
る
全
て
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

「修
学
、」
を

「修
学
文
は
」
に
、
「習
得

怖さ

を

「習
得
」
に
改
め
、
「児
童
（
」
の
下
に
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子

・
父
子
箔
祉
団
体
に
対
す
る
貸
付
け
ど
に
改
め
、
同
条
中
「
母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子

・
父
子
祷
祉
団
体
」
に、
「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
割
引
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
も
の
文
は
そ
の」

を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
も
の
又
は
第
一
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加

え
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
者
真
ひ
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
蛮
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

三

第

一
号
に
掲
げ
る
者
及
び
寡
婦

四

第

二
号
に
掲
げ
る
者
及
び
寡
婦

第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
（
特
別
区
を
含
む
。以
下
同
じ。）
」

及
び

「又
は
配
偶
者
と
死
別
し
た
男
子
で
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定

め
る
も
の
で
あ
っ
て
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
児
窓
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下

「配
偶
者
の

な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
」
と
総
称
す
る
。ど

を
削
り
、
「そ
れ
ら
の
」
を

「そ
の
」
に
、「
日
常
生

活
等
」
を

「日
常
生
活
」
に
改
め
、
向
条
に
次
の

一一
頃
を
加
え
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
文
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

－

第
十
八
条
中

「前
条
」
を

「前
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中

『第
十
七
条
」
を

「第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中

「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
（
第
十
七
条
」
を

「母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業

（第
十
七

条
第

一
項
」
に
、
「
同
条
」
を

「同
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
等
の
」
を

『母
子
家
庭
の
」
に
、「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」を
「母

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中

「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家
庭
白
山

2－活
支
援
事
業
」
に
、「第
十
七
条
」

を

「第
十
七
条
第

一
項
」
に
、
「配
偶
者
の
な
い
者
で
現
に
児
蛍
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
を

「配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中

「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に、
「第
十
七
条
」

を

「第
十
七
条
第
一
項
」
に、
「な
い
限
り
」
を

「な
く
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中

「母
子
補
社
団
体
」
を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中

「入
所
」
を

「入
所
等
」
に
改
め
、
同
条
中

「母
子
家
庭
等
」
を

「母
子
家
庭
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

2

市
町
村
は
、

児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
そ
の
他
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
母
子
家
庭
の
福
祉
が
泊
進
さ
れ
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「（
雇
用
の
促
進
）」を
付
し
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
等
）
」を
付
し
、
同
条
第
二
項
中

「母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「雇
用
情
報
」
の
下
に
「及
ひ
就
職
の
支
援
に
関
す
る
情
報
」

を
加
え
、

同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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3

都
道
府
県
は
、
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
文
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
廷
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
一
号
中
「
の
求
職
活
動
の
促
進
と
そ
の
駿
業
生
活
の
安
定
と
を
図
る
た
め
の
」
を

「が
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
を
受
け
、
当
該
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
に
支
給
す
る
」
に
改
め
、
「給

付
金
」
の
下
に
「
（
以
下
『
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
の
知

識
及
び
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
」
を
「
が
、
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
を
容
易
に
す
る
た
め
必
要
な

資
格
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
取
得
す
る
た
め
益
成
機
関
に
お
い
て
修
業
す
る
場
合
に
、
そ
の
修
業

と
生
活
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
そ
の
者
に
支
給
す
る
」
に
改
め
、
「
給
付
金
」
の
下
に
「
（
以
下
「
母
子
家
庭
高
等

駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
い
う
。ご

を
加
え
る
。

第
三
章
中
第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
三
十

一
条
の
二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と

き
は
、
都
道
府
県
知
事
等
は
、
受
給
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
受
給
権
の
保
護
）

第
三
十

一
条
の
三

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
審
問
訓
練
給
付
金
又
は
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
え
る
ζ
と
が
で
き
な
い
。

（公
課
の
禁
止
）

第
三
十
一

条
の
四

租
税
そ
の
他
の
公
潔
は
、
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
又
は
母
子
家
庭
高
等
臓
業
訓

練
促
進
給
付
金
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
惨
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
）

第
三
十
一
条
の
五

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
母
子

・

父
子
稿
批
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
業
務

（
以
下
「
母
子
家
庭
生
活
向
上
家
業
」
と
い
う
。）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
箆
に
対
し
、
家
庭
生
活
呉
ひ
駿
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
母
子

・
父
子

福
批
団
体
に
よ
る
支
援
そ
の
他
の
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
す
る
支
援
に
係
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ

と
。

二
母
子
家
庭
の
児
設
に
対
し
、
生
活
に
関
す
る
栂
談
に
応
じ
、
文
は
学
習
に
関
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
謹
に
対
し
、
母
子
家
庭
相
互
の
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
ζ

と
そ
の
他
の
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

2

郎
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
訟
を
第
九
章
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
号
中

「第
十
七
条
」
を

「第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」を
「母

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
向
条
第
三
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加

え
る
。

三

第

三
十
一
条
の
五
第

一
明
の
線
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
尖
施
に
要
す
る
賞
用

問

第

三
十
一
条
の
七
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る

肉
用
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五
第
三
十
一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

六
第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
賀

用
第
四
十
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
寡
婦
生
活
向
上
寝
業
の
実
施
に
要
す
る
賞
用

第
四
十
三
条
第
一
号
中
「
第
十
七
条
」
を

「第
十
七
条
第

一
項
」
に、
「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を
「
母

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
中
第
五
ロ
ザ
を
第
十
号
と
し
、
第
四
回
守
を
第
九
号
と
し
、
第
三
号
の
次

に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

四
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
母
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
質

周
五
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す

る
費
用

六
第
三
十
一
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
質

用
七
第
三
十

一
条
の
十
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

八

第
三
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
婆
す
る

質
用

第
四
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
寡
婦
生
活
向
上
事
業
の
実
施
に
要
す
る
質
用

第
四
十
四
条
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中

「及
び
第
三
号
」

を
「
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
「同

条
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

「及
び
第
五
号
」
を
「
、

第
五
号
、
第
六
号
及
び

第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
同
条
第
三
号
」
の
下
に

「及
び
第
七
号
」
を
加
え
る
。

第
七
草
を
第
八
章
と
す
る
。

第
六
章
の
章
名
中
「
母
子
福
祉
施
般
」
を

「
母
子

・
父
子
福
祉
施
綬
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子

・
父
子
福
祉
施
設
ど
に
改
め
、
悶
条
中

「及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
の
父
並

び
に
」
を
加
え
、
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中

「母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
、
問
項
各
国
守
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

一
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

二

母

子

・
父
子
休
養
ホ
1
ム

第
三
十
九
条
第
二
項
中
「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
母
子
家
庭
」
を
「
母

子
家
庭
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「母
子
休
援
ホ
！
ム
」
を
「
母
子
・
父
子
休
養
ホ
l
ム
」
に
、
「
母
子
家
庭
」

を

「母
子
家
庭
等
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
母
子
福
祉
施
般
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
絞
」
に
改
め
る
。

第
四
十

一
条
中

「母
子
福
祉
施
般
」
を
『
母
子
・
父
子
福
祉
施
般
」
に、
「母
子
家
庭
」
を

「母
子
家
庭
等
」
に
改

め
る
。

第
六
章
を
第
七
意
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に

「、

父
子
箱
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。
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第
三
十
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

廊
道
府
県
は
、
背
骨
門
知
又
は
涼
婦
が
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
で
あ
る

子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下
ζ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て

「寡
婦
の
被
扶
養
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
寡

婦
の
経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
怠
欲
の
助
長
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
寡
婦
の
被
扶
護
者
の
初
祉
を
鳩
進
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

事
撲
を
開
始
し
、
又
は
継
続
す
る
の
に
必
要
な
資
金

二

以

ωの
被
扶
養
者
の
修
学
に
必
袈
な
資
金

三
深
川
則
又
は
寡
婦
の
被
扶
養
者
が
事
業
を
開
始
し
、
文
は
就
験
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
妓
能
を
習
得
す
る
の

に
必
前
置
な
資
金

四
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
募
妨
真
ひ
寡
婦
の
被
扶
益
者
の
福
祉
の
た
め
に
必
裂
な
資
金
で
あ
っ
て
政

令
で
定
め
る
も
の

第
三
十
二
条
第
五
項
を
削
り
、
問
条
第
四
項
中
「
、
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」

を

「、
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
後
段
宇
佐
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「第
十

四
条
」
の
下
に
「
（
各
号
を
除
く
。）
」
そ
加
え
、
「同
条
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
「母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子

福
祉
団
体
」
に
改
め
、
「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
及
び
」
を
削
り
、
「並
び
に
」
を
「又

は
」
に
改
め
、
「
に
掲
げ
る
資
金
」
を
削
り
、
「第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」

を

「第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
問
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
十
三
条
第
一
項
」
を

「第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

2

郷
道
府
県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
資
金
の
う
ち
、
そ
の
貸
付
け
の
目
的
が
寡
婦
の
被
扶
答
者
の
修
学
又
は
知
議

技
能
の
習
得
に
係
る
資
金
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
寡
婦
に
貸
し
付
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
寡

婦
の
被
扶
養
者
の
修
学
文
は
知
様
技
能
の
習
得
の
中
途
に
お
い
て
当
該
寡
婦
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
寡
婦
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
が
修
学
又
は
知
識
技
能
の
習
得
を
終
了
す
る
ま
で
の
問
、

当
該
D
Mの
被
扶
護
者
で
あ
っ
た
者
に
対
し
て
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
二
条
第
六
項
中

「も
の
」
を

「寡
婦
文
は
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
若
し
く
は
父
子
稲
祉
資
金
貸
付
金
の
貸

付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に、
「寡
姉
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
「
第

一
項
及
び
第
二
項

並
び
に
第
四
項
に
お
い
て
読
み
縫
え
て
懲
用
す
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
（
以
下

「滋
姉
箔
祉
資
金
貸
付

金
」
と
い
う
。ど

に
、
「
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
行
わ
な
い
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

7

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
四
条
、
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
五
条
第
一
項
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

am姉
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
、
貸
付
方

法
、
償
還
そ
の
他
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中

「日
常
生
活
等
」
を

「日
常
生
活
一
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「第
二
十
二
条
第
二
項
中

「
前
項
一
と
あ
り
、
及
ひ
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二
十
二
条
第
二
ぎ
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
の
」
と
あ
る
の
は

「寡
婦
の
」
に
、
「
第
十
七
条
」
を

「第
十
七
条
第

一
項
」
に
改
め
、
向
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」

を
「
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
問
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「前
項
」
を

「第

一

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
慌
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
文
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

薮
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
、
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中

「
文
は
母
子
福
祉
団
体
」
と
あ
る
の
は

「寡
婦
」
と
、
」
ム
を
「
又
は
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」

と
あ
り
、
及
び
」
に
、「
及
び
母
子
福
祉
団
体
」
を

「及
び
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
、
「「n
m
m」
と
、
第
二
十
六

条
中

「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
麓
を
扶
柚
賞
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は

「寡
婦
」
を

「、
「界
姉
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中

「母
子
徳
祉
間
体
」
を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「母
子
稿
祉
団
体
」
そ
「母
子

・

父
子
稿
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
明
第
三
号
中

「庖
用
情
報
」
の
下
に

「及
び
就
織
の
支
援
に
闘
す
る
情
報
」を
加
え
、

同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。
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3

都
道
府
県
は
、
寡
婦
就
業
支
援
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

4

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
意
中
第
三
十
五
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
募
締
生
活
向
上
事
業
）

第
三
十
五
条
の
二
郎
道
府
県
及
ひ
市
町
村
は
、
募
仰
の
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
母
子
・
父
子
楕
祉
団
体
と
緊

密
な
連
幽
慨
を
図
り
つ
つ
、

sU姉
に
対
し
、
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
母
子
・
父
子

稲
祉
団
体
に
よ
る
支
援
に
係
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
婆
な
支
援
を
行
う
ζ

と
が
で
き
る
。

2

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下

「寡
婦
生
活
向
上
唄
業
」
と
い
う
。
〉
に
係
る
事
務

の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
従
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

議
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

（
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
）

第
三
十

一
条
の
六
都
道
府
県
は
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
文
は
そ
の
扶
養
し
て

い
る
児
貧
（
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
設
し
て
い
る
も
の
が
同
時
に
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定

に
よ
り
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
と
れ
に
準
ず
る
者
を
扶
養
し
て
い
る
泌
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で

あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
部
ず
る
者
を
含
む
。
以
下
ζ
の
項
品
川
ひ
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
、
配
偶
者
の
な

い
男
子
の
経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意
欲
の
助
長
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
そ
の
扶
益
し
て
い
る
児
童
の
福
祉
を

m

進
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
資
金
を
貸
し
付
け
る
と
と
が
で
き
る
。

一

事
業
を
開
始
し
、
又
は
継
続
す
る
の
に
必
裂
な
資
金

二
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
修
学
に
必
要
な
資
金

三

配
偶
者
の
な
い
男
子
又
は
そ
の
者
が
挟
捕
食
し
て
い
る
児
賓
が
事
業
を
開
始
し
、
文
は
就
職
す
る
た
め
に
必
袈

な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
の
に
必
要
な
資
金

四

前

三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
異
ひ
そ
の
者
が
扶
議
し
て
い
る
児
童
の
福
祉
の
た
め

に
必
要
な
資
金
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

2

都
道
府
県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
資
金
の
う
ち
、
そ
の
貸
付
け
の
目
的
を
述
成
す
る
た
め
に
一
定
の
期
間
継
続

し
て
貸
し
付
け
る
必
要
が
あ
る
資
金
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
貸
付
け
の
期
間
中
に
当
該
配
偶

者
の
な
い
男
子
が
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
扶
養
し
て
い
る
全
て
の
児
童
が
二
十
歳
に
達
し
た
後
で

も
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
な
お
継
続
し
て
そ
の
貸
付
け
を
行
う
と
と
が
で
き
る
。

3

都
道
府
県
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
資
金
の
う
ち
、
そ
の
貸
付
け
の
目
的
が
児
童
の
修
学
又
は
知
識
技
能
の
習

得
に
係
る
資
金
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
章
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
に
食

し
付
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
修
学
文
は
知
識
技
能
の
習
得
の
中
途
に
お
い
て
当
該
配
偶
者
の
な
い
男
子

が
死
亡
し
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
児
童
（
訪
問
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
二
十

歳
以
上
で
あ
る
者
を
合
む
。
）
が
そ
の
修
学
又
は
知
識
技
能
の
習
得
を
終
了
す
る
ま
で
の
問
、
当
該
児
童
に
対
し
て
、

当
該
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

4

第
十
四
条

（各
号
を
除
く
。）
の
規
定
は
、
政
令
で
定
め
る
事
業
を
行
う
母
子

・
父
子
福
粧
団
体
で
あ
っ
て
そ
の

都
築
に
使
用
さ
れ
る
者
が
主
と
し
て
次
の
各
号
に
鈎
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
も
の
文
は
第
一
号
に
掲
げ
る
者

の
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
に
つ
い
て
単
用

す
る
。
こ
の
湯
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
各
号
」
と
、
「
又

は
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
『
又
は
同
項
第
一
号
」
と、
「前
条
第
一
項
第

一
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
一
項
第
一

号
」
と
読
み
答
え
る
も
の
と
す
る
。
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一

配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
設
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

二
前
号
に
掲
げ
る
者
及
び
拡
姉

5

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
は
第
二
掛
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
つ
い

て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
は
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
資
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
貸
付
け
を
受
け
た
者

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

6

忽
道
府
県
は
、
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
母
子

・
父
子
祈
祉
団
体
に
つ
い
て

は
、
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項
に
お
い
て
読
み
答
え
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金

〈
以
下
「
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
付
け
を
行
わ
な
い
。

7

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
四
項
に
お
い
て
読
み
答
え
て
準
用
す
る
第
十
四
条
、
第
五
柄
引
に
お
い
て
準
用
す

る
第
十
五
条
及
び
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
金
額
の
限
度
、
貸
付
方
法
、
償

還
そ
の
他
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
閲
し
て
必
裂
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
）

第
三
十
一
条
の
七
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
が
そ
の

者
の
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
、
そ
の
者
に
つ
き
、
そ
の
者
の
居
宅
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
に
お
い
て
、
乳
幼
児
の
保
育
若

し
く
は
食
事
の
世
話
若
し
く
は
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
行
う
生
活
及
び
生
業
に
関
す
る
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
日

常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
供
与
し
、
文
は
当
該
都
道
府
県
若

し
く
は
市
町
村
以
外
の
者
に
当
該
使
宣
を
供
与
す
る
こ
と
を
受
託
す
る
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
文
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

3

第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
錯
置
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

4

第
二
十
条
の
規
定
は
父
子
家
雌
日
常
生
活
支
援
事
業
（
第

一
項
の
措
置
に
係
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
に
つ
き
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
一
項
中

「母
子
家
庭
の
」
と
あ
る
の
は
「
父

子
家
庭
の
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」
と
、
「
配
偶

者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
も
の
」
と
、
第
二
十
四
条
中
「
第
十
七
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

一
条
の
七
第

一
項
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
公
営
住
宅
の
供
給
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
等
）

第
三
十
一
条
の
八

第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
の
規
定
は
父
子
家
庭
に
つ
い
て
、
第
二
十
九
条
第

一
項
の
規
定

は
父
子
家
庭
の
父
及
ひ
児
童
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
は
父
子
家
庭
の
父
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す

る。（
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
等
）

第
三
十

一
条
の
九

国
は
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
共
職
業
安
定
所
が

講
ず
る
措
置
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
盗
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

父

子
家
庭
の
父
及
び
児
盗
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
研
修

を
行
う
こ
と
。

三
郎
道
府
県
が
行
う
次
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
に
対
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

2

岡
山
道
府
県
は
、
就
職
を
希
望
す
る
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
車
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子

・
父
子
福
祉

団
体
と
緊
密
な
連
携
を
悶
り
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
総
合
的
か
っ

一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
議
に
対
し
、
就
駿
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。

二
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
蛍
に
対
し
、
職
業
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
喝
事
る
こ
と
。
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三
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
童
並
び
に
事
業
主
に
対
し
、
雇
用
情
報
真
ひ
就
職
の
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ

の
他
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
貨
の
就
駿
に
関
し
必
裂
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

3

都
道
府
県
は
、
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
文
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
総
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
）

第
三
十
一
条
の
十

第
三
十

一
条
か
ら
第
三
十

一
条
の
阻
ま
で
の
規
定
は
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を
扶

益
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
と
の
嶋
合
に
お
い
て
、
第
三
十
一

条
中
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」

と
あ
る
の
は

「
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と
、
同
条
第

一
号
中

「母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」

と
あ
る
の
は

「父
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と
、
同
条
第
二
号
中

「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
一
と
あ
る
の
は

「父
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
、
第
三
十
一
条
の
二
中

「
母
子
家
庭
自
立

支
援
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と
、
第
三
十
一
条
の
三
及
び
第
三
十
一
条
の
四
中

「母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
文
は
母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
あ
る
の
は
「
父
子
家

庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
又
は
父
子
家
庭
高
等
磁
業
訓
練
促
進
給
付
金
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
）

第
三
十
一
条
の
十

一

都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
童
の
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
母
子
・

父
子
福
祉
団
体
と
緊
密
な
述
携
を
図
り
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
業
務

（
以
下
「
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
」
と
い
う
。
）

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
童
に
対
し
、
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
母
子
・
父
子

短
祉
団
体
に
よ
る
支
援
そ
の
他
の
父
子
家
庭
の
父
及
び
児
単
に
対
す
る
支
援
に
係
る
情
報
の
提
供
を
行
う
こ

と
。

二
父
子
家
庭
の
児
滋
に
対
し
、
生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
又
は
学
留
に
関
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
父
子
家
庭
の
父
呉
ひ
児
童
に
対
し
、
父
子
家
庭
相
互
の
芦
流
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

2

都
道
府
県
真
ひ
市
町
村
は
、
父
子
家
庭
生
活
向
上
事
業
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
者
に
委
駐
す
る
ζ
と
が
で
き
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当

該
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

本
則
に
次
の

一
準
を
加
え
る
。

第
十
章

罰
則

第
四
十
八
条

第
十
七
条
第
二
項
、
第
一
二
十
条
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
三
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項
、

第
三
十
一
条
の
九
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
十
一
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条
第
四
項
又
は
第

三
十
五
条
の
ニ
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中

「除
く
」
の
下
に

「。

以
下
ζ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女

子
」
と
い
う
」
を
加
え
、
「
悶
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
問

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

事
業
を
開
始
し
、
又
は
継
続
す
る
の
に
必
裂
な
資
金

二

四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
緋
ず
る
者
（
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
「
被
扶
後
者
」
と
い
う
。
）
の
修
学
に
必
袈

な
資
金

三
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
又
は
被
挟
後
者
が
事
業
を
開
始
し
、
文
は
就
織
す
る
た
め
に
必
要
な
知

策
技
能
を
習
得
す
る
の
に
必
要
な
資
金
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四
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
及
び
被
扶
益
者
の
福
祉
の
た
め
に
必

要
な
資
金
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

附
別
第
六
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
及
ひ
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
二
項
中

「に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
及
び
第
二
項
」
に、
「第
三

十
二
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
四
柄
引
」
に
改
め
る
。

（
児
滋
挟
益
手
当
法
の
一
部
改
正
）

三
条

児
滋
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

「母
」
を

「
母
文
は
盤
育
者
」
に、
「第
八
号
」
を

「第
四
号
」
に
、
「
か

ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
、

第
五
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
「、

袋
詰
同
者

に
対
す
る
手
当
に
あ
っ
て
は
児
茂
が
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
第
九
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
」
を
削

り
、
問
項
中
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二
号
と
し
、
第
五
号
を
削
り
、
第
六
回
与
を
第
三
号
と
し
、

第
七
号
を
第
四
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
五
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
六
号
と

し
、
第
十
三
号
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
を
「
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

な
い
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
一
を
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中

「所
得
税
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
こ
を
第
十
三
条
の
三
と
す
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二

手
当
は
、
母
文
は
養
育
者
に
対
す
る
手
当
に
あ
っ
て
は
児
童
が
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
、
父
に
対
す
る
手
当
に
あ
っ
て
は
児
童
が
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
支

給
し
な
い
。

一
父
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。
た
だ
し
、
そ
の

金
額
に
つ
き
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。

二
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
。

三
母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
。

四
父
文
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
よ
る
こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「遺
族
補
償
等
」
と
い

う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
巡
族
補
償
等
の
給
付
事
由
が
発
生
し
た
白
か
ら
六
年
を

経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

2

手
当
は
、
受
給
資
格
者
が
次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
そ
の
全
部
文
は
一
部
を
支
給
し
な
い
。

一
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老

齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。
た
だ
し
、
そ
の
金
額
に
つ
き
そ
の
支
給

が
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
を
除
く
。

二
遺
族
補
償
等
（
父
文
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
遺
族
補
償
等
の
給
付
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
中

「就
業
支
援
」
を
「
生
活
及
び
就
業
の
支
援
（
当
該
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
ご
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
就
業
支
援
」
を
「
生
活
及
び
就
業
の
支
援
」
に
改
め

る
。

ー
墜
に
什
操
仲
h
憧
松
田
ト
め
作
ド

h
h体
梓
陰
械
情
ト
怜
伽
抗
出
い

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

附

則

〈
施
行
期
日
）

第
一
条

こ

の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
固
か
ら
施
行
す
る
。

一
第
一
条
中
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
附
則
第
二
条
第
一
一
項
の
改
正
規
定
援
び
に
附
則
第
四
条
第

一
項
及
び

第
二
項
、
第
十
四
条
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
公
布
の
日
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二
第
二
条
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
二
条
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の

規
定
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日

三
第
三
条
並
び
に
附
則
第
四
条
第
三
項
真
ひ
第
四
項
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
十
一
条
並
び
に
第
十
三
条
の
規
定

｜
』
械
に
什
停
什
仁
戸
ト
恒

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i－
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

（
検
討
）

第
二
条
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規

定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
材
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
鴻
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
出
）

第
三
条
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
悶
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
s以
紛
福
祉
法
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て

「旧
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
餐
嘱
さ
れ
て
い
る
母
子
自
立
支
援
貝
は
、
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
母
子
及
び
寡
婦
福
松
法
（
以
下
乙
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

2

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
た
旧
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
で
あ
っ
て
次
の

各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
相
当
す
る
も
の
を
行
い
、
又
は
休
止
し
て
い
る
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
の
う
ち
、
同
条

文
は
旧
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
も
の
は
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
に
当
該
各
号
に
定

め
る
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

一
新
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
同
条
又
は
新
法
第
二
十
一
条

二
新
法
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
向
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法

第
二
十
条
又
は
第
二
十

一
条

4

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
二
十
三
条
（
旧
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
均
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
文
は
寡
姉
日
常
生
活
支
援
事
業
の
制
限
又
は

停
止
の
命
令
は
、
新
法
第
二
十
三
条
（
新
法
第
三
十

一
条
の
七
第
四
項
又
は
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
説
み
轡

え
て
準
用
す
る
煽
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
、
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
又

は
募
締
日
常
生
活
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
処
分
と
み
な
す
。

5

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
旧
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
幣
用
す
る
旧
法
第
十
三
条
第

一
項

文
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
（
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
が

同
時
に
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
扶
議
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
稿

祉
を
僧
進
す
る
た
め
の
資
金
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

6

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
い
、
文

は
休
止
し
て
い
る
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
同
項
文
は
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
佃
法
第
二

十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
も
の
は
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
に
新
法
第
三
十
三
条
第
四
項
又
は

同
条
第
五
項
に
お
い
て
港
周
す
る
新
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
児
蜜
扶
接
手
当
司
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
B
に
お
い
て
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
競
扶
養
手
当
法
（
以
下
と
の
条

に
お
い
て

「新
法
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
る
児
滋
扶
益
手
当
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「新
手
当
」
と
い
う
。）の

支
給
要
件
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
支
給
要
件
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
べ
き
者
（
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
児
重
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
児
麓
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
支
給
要
件
」
と

い
う
。）
に
該
当
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。）
は
、
問
白
前
に
お
い
て
も
、
岡
田
に
新
支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
条

件
と
し
て
、
当
該
新
手
当
に
つ
い
て
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
訪
求
の
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
。



（号外第 91号）

2

前
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
が
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
に
お
い
て
、
新
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
す
る
新
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
か
ら
始
め
る
。

3

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
問
に
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

定
の
詩
求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
新
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
月
か
ら
始
め
る
。

一
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
に
お
い
て
現
に
新
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者
（
旧
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い

な
い
者
に
限
り
、
第
一
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
を
除
く
。
）
同
月

二

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
新
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に

至
っ
た
者
（
旧
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。）

そ
の
者
が
新
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
歪
っ
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月

4

第
一
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
及
び
前
項
第

一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
新
手
当
の
支
給
に
闘
し
、
新
法
第
十
一一一
条

の
三
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第

一
項
中

「手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
変
っ
た
日
の
属

す
る
月
の
初
日
」
と
あ
る
の
は
、
「平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
」
と
す
る
。

（
船
員
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
九
項
中

「第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
魯
」
を

「第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
密
」

に
改
め
、
同
条
第
十
項
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
怨
及
び
第
一一
一
環
第
二
号
た
だ
し
合
」
を

「第
十
三
条
の

二
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
醤
及
び
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
冊
目
」
に
改
め
る
。

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の

一
部
改
正
）

第
六
条

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
十
九
条
第
六
項
中

「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
窃
」
を

「第
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
た
だ
し

怨」

に
改
め
る
。

附
則
第
六
十
条
第
七
項
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
怨
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
部
」
を
「
第
十
三
条

i
仰
仁
陣
ト
回
開
店
円
杭
杭
札
回
限
灯
悌
仁
同
開
ト
持
杭
杭
札
拍
ト

k
倣
抽
出
ド

1
1
1
1
1
1
l
l
i－
－

－

（
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
第
六
号
中
「
及
び
」
の
下
に

「父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
六
の
項
中

「母
子
及
び
努
祖
師
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
「
母
子

家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
の
下
に
「
文
は
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
加
え
る
。

（
社
会
福
祉
法
の

一
部
改
正
）

第
九
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
ニ
号
中

「母
子
及
、
ひ
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
紛
福
祉
法
」
に、
「母
子
家

庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
、
父
子
家
庭
白
常
生
活
支
援
事
業
」
に、
「母
子
福

祉
施
設
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
条
並
び
に
第
二
十
一
条
中

「母
子
及

び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

前
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
三
十
八
条
に
規

定
す
る
母
子
福
祉
施
設
を
経
営
し
て
い
る
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

社
会
福
祉
法
（
次
項
に
お
い
て

「旧
法
」
と
い
う
。）
第
六
十
九
条
第

一
項
文
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て

い
る
も
の
は
、
前
条
の
規
定
の
施
行
の
自
に
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
法

（次
項
に
お
い
て

「新

法
」
と
い
う
。）第
六
十
九
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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2

前
項
に
規
定
す
る
者
に
対
し
、
前
条
の
規
定
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
旧
法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
経
営
の
制

限
又
は
停
止
を
命
ず
る
処
分
は
、
新
法
第
七
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
経
営
の
制
限
文
は
停
止
を
命
ず
る
処
分
と
み
な

す
。（

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の

一
部
改
正
）

第
十
一
条
国
家
公
務
員
災
密
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
一
項
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
脅
」
を
「
第
十
一二
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
冊
目
」
に
改

め
る
。

附
則
第
十
五
項
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
合
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
書
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第
一
号
た
だ
し
曾
及
び
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
窃
」
に
改
め
る
。

（
激
猷
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
改
正
）

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に

改
め
る
。

一

激
猷
災
密
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第

二
十
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
三
明
明
か
ら
第
五
項
ま
で

二

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
一ニ
号
）
別
表
第
三

三

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
八

条
の
三

四
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
附
則
第
六
条
第
二
項

（
地
方
公
務
員
災
筈
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
地
方
公
務
員
災
窃
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
の
三
第
四
項
中

「第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
醤
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し

市町
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
四
項
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
回
ち
た
だ
し
密
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
密
」
を
「
第
十
三
条
の

ニ
第

一
項
第
一
号
た
だ
し
冊
目及
び
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
魯
」
に
改
め
る
。

（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
筋
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
十
四
条

子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
閲
す
る
教
育
、
保
谷
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律

第
六
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
う
ち
、
児
童
禍
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
八
条
の
改
正
規
定
中

「及
び
」」
の
下

に

「を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
第
三
十
三
条
の
十
五
」
の
下
に
「
、
第
三
十
五
条
第
六
項
」」
を
加
え
、
同
法
第
三

十
四
条
の
十
五
及
び
第
三
十
四
条
の
十
六
の
改
正
規
定
（
同
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
四
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

中
「
児
童
福
祉
審
議
会
」
を

「市
町
村
児
童
福
祉
審
議
会
」
に
改
め
、
同
法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
次
に
五
項
を
加

え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
六
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉
中
「
児
童
福
祉
審
議
会
」
を
「都
道
府
股
児
童
福
祉
務
議
会
」

に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）
中

「母
子
及
、
ひ
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
、
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に

改
め
、
同
条
の
う
ち
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
二
十
八
条
の
改
正
焼
定
中

「同
条
中
」
を
「
同
条
第
一
項
中
」
に

改
め
、
同
条
に

一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中

「同
条
に
」
を

「同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の

次
に
」
に、
「母
子
家
庭
等
」
を

「母
子
家
庭
」
に
改
め
る
。
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第
三
十
五
条
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
別
表
第
二
中
一
の
三
の
項
を
一

の
四
の
演
と
し
、
一
の
二
の
項
を
一
の
三
の
項
と
し
、
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中

「
一
の
三

の
項
を
一
の
四
の
項
と
し
、
一
の
こ
の
項
を
一
の
三
の
項
と
し
、
一
の
項
」
を
「
一
の
四
の
柄
引
を
一
の
五
の
項
と
し
、

一
の
三
の
項
を

一の
四
の
項
と
し
、
一
の
こ
の
項
」
に
、
ご
の
二
市
町
村
長
」
を
ご
の
三
市
町
村
長
」
に
改

め
、
同
法
別
表
第
四
中
一
の
四
の
項
そ

一
の
五
の
項
と
し
、
一
の
三
の
項
を
一
の
四
の
項
と
し
、
一
の
二
の
項
を
一

の
三
の
項
と
し
、
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
中

ご

の
四
の
項
を

一
の
五
の
項
と
し
、

一
の
三

の
項
を
一
の
四
の
項
と
し
、
一
の
こ
の
頃
を

一
の
三
の
項
と
し
、

一
の
項
」
を
ご

の
五
の
羽
そ

一
の
六
の
項
と
し
、

一
の
四
の
項
を
一
の
五
の
項
と
し
、
一
の
三
の
項
が
こ
の
四
の
柄
引
と
し
、
一
の
二
の
項
」に
、
ご
の
二

市
町
村
長
」

を
「
一
の
三
市
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
う
ち
、
次
世
代
官
成
支
援
対
策
推
進
法
第
七
条
第
四
項
の
改
正
規
定
中

「聴
き
、
か
っ
、
内
閣
総

理
大
臣
に
協
議
す
る
」
を
「
聴
く
」
に
改
め
、
同
法
第
九
条
の
改
正
競
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
主
務
大
臣
ご
に
改
め
、
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
中

「国
家
公
安
委
員
会
」
を
「
内

閣
総
理
大
臣
、
国
家
公
安
委
民
会
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

（
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

母
子
家
庭
の
母
及
、
ひ
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
錯
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
九

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
基
本
方
針
一
を
「
母
子
真
ひ
父
子
並
び
に
匁
印
福
祉
法
（
昭
和
三
十

九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
次
項
真
ひ
第
三
項
に
お
い
て
「基
本
方
針
－

と
い
う
。）」

に
改
め
、
同
項
を
問
条
第
一
項
と
し
、
向
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同

条
第
五
項
中

「前
項
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
自
立
促
進

計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「自
立
促
進
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
商
号
」
に
改
め
、
向
項
を
同
条
第
三
項

と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中

「母
子
稲
祉
関
体
等
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「母
子
福
祉
団
体
そ
の
他
」
を

「針
子
・
父
子
福
祉
団

体
そ
の
他
」
に
、
「
母
子
福
祉
問
体
等
」
を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
等
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
議
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
閲
す
る
法
律
の

一
部
改
正
）

第
十
六
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
倒
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
閲
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年

法
律
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
四
十
三
の
項
及
び
四
十
四
の
項
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福

祉
法
」
に
改
め
、
同
表
の
四
十
五
の
項
中

「
母
子
及
び
寡
婦
福
叫祉
法
に
よ
る
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を

「母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
に
よ
る
給
付
金
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
十
六
の
項
及
び
三
十
の
項
中

「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
」
に、
「母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
給
付
金
」
に
改
め
、
同
表
の
六
十
三
の
項
及
び
六
十
四
の
項
中

「母

子
及
び
拡
財
福
祉
法
」
を

「傍
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
表
の
六
十
五
の
項
及
、
ひ
八
十
七
の

項
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
尻
町
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に、
「母
子
家
庭
自
立
支
媛
給
付
金
一

を

「給
付
金
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
倒
人
を
議
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
郎
改
正
）

第
十
七
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
倒
人
を
識
別
す
る
た
め
の
蕎
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
盤
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第

一
の
七
十
三
の
項
の
改
正
規
定
中

「被
保
険
者
に
係
る
届
出
、
」を
削

る
。

（号外第 91号）幸R官水曜日平成 26年 4月23日

第
十
九
条
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
二
の
五
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
五

の
七
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
中
「
母
子
及
び
界
姉
福
祉
法
」
を
「
母
子
異
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
第

十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
（
向
表
の
五
の
八
の
項
に

係
る
部
分
に
限
る
。）中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
匁
如
福
祉
法
」
に
、
「
の
母
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
（
向
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
給
付
金
」
に
改
め
、
同
改

正
規
定
（
同
表
の
五
の
九
の
柄引
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に

募
締
福
祉
法
」
に
、
「
（商
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
湯
合
を
含
む
。）
文
は
同
法
」
を

「、
第
三
十

一
条
の
六
第

一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第

一
項
文
は
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
三
の
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
の
七
の

六
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
中
『
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
異
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
（
同

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
若

し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
」
に
、
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」

に
、
「
の
母
子
家
庭
自
立
支
媛
給
付
金
」を
「
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。〉
の
給
付
金
」

に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
四
の
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

（
同
表
の
四

の
七
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
第

十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
改
正
規
定
（
同
表
の
四
の
八
の
項
に

係
る
部
分
に
限
る
。）
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
の
母
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
給
付
金
」
に
改
め
、
同
改

正
規
定
（
同
表
の
四
の
九
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に

寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「〈
同
法
第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
〉
又
は
同
法
」
を
「
、
第
三
十

一
条
の
六
第
一

項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
文
は
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
五
第
九
号
の
次
に
六
号
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
表
第
九
号
の
三
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「（
同
法
第
三

十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
帥
時
期
す
る
編
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
」
を
「
、
第
三
十

一
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は

第
三
十
二
条
第
一
項
砕
石
し
く
は
」
に
、
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十

一
条
の
七
第
一
項
」
に、
「の

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
（
同
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
場
用
す
る
切
合
を
含
む
。）
の
給
付
金
」
に
改

め
る
。

（
厚
生
労
働
省
設
鐙
法
の

一
部
改
正
）

第
十
八
条

厚
生
労
働
省
殴
白
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
七
十
八
号
中

「
及
ひ
」
の
下
に
「
父
子
並
び
に
」
を
加
え
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
九
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
安
倍

晋

三

総
務
大
臣
新
藤

義

孝

財
務
大
豆
麻
生
太
郎

厚
生
労
働
大
臣

閉
村

憲
久
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次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
盤
備
に
関
す
る
政
令
を
と
こ
に
公
布
す
る
。
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平成 26年 9月25日

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣
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時
代
理

国

務

大

臣

麻

生

太

郎

政
令
第
三
百
十
三
号

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の

一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
閲
す
る
政
令

内
阪
は
、
次
代
の
社
会
を
狙
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

母
子
及
び
寡
婦
徳
祉
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
国
立
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。題

名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

尽
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

B
次
中

「
・
第
二
条
」
を
「
1
第
二
条
」
に
、
「
第
二
章

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
三
条
｜
第
三

十
一
条
ご
を

「鯨一
一語
録
紘
一
蹴
印
刷
村
日
欄
制
仰
雌
幽
…
耕
一
石
市
叶
符
軒
珠
山
l

一
条
の
十
ご
に
、
「
第
一
一一
き

を

「第
四
章
」
に
、
「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、
「
第
五
諸
」
を
「
第
六
翁
」
に、
「第
六
章
」
を
「
第
七
意
」
に
改

め
る
。

第
一
条
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
」
を

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法

（昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百

二
十
九
号
。
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
男
子
）

第

一
条
の
二
法
第
六
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
男
子
は
、
次
に
掲
げ
る
男
子
と
す
る
。

一

配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
柿
制
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
男

子
ニ
婚
婚
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
っ
た
男
子
で
あ
っ
て
、

現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

母
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
位

第
三
条
第
二
号
中
「
そ
の
者
」
を

「配
偶
者
の
な
い
女
子
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「又
は
配
偶
者
の
な
い
女

子
が
医
療
若
し
く
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
」
を
削
り
、
同
条
第
九
号
中

「児
童
」
の
下
に
「
文
は
配
偶
者
の
な

い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
の
高
等
学
校
」
を

「
若
し
く
は
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に

「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
麓
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。）
が
同
時
に
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第

八
十
九
号
）
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
を
扶
養
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
〈
以
下

「記
偶
者
の
な
い
女
子
の
ニ
十
歳
以

上
で
あ
る
子
等
」
と
い
う
。）
の
高
等
学
校
」
に
改
め
、
「
も
の
（
以
下
」
の
下
に
「
と
の
箪
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同

号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
間
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
含
む
」
の
下
に

「。

以
下
問
じ
」

を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
国
可
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同

条
第
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
医
療
文
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

第
五
条
の
見
出
し
を
「（
児
虫
及
ひ
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
に
対
す
る
母
子
福
祉
資
金
の

貸
付
け
と
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中

「規
定
す
る
資
金
」
を

「掲
げ
る
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
児
蛍
」

の
下
に
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、
「
二
十
歳
」
を
「
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
二
十
歳
」
に
改
め
、
「
場
合
（
」
の
下
に

「生
存
し
て
い
る
父
の
う
ち
に
次
の
各
号
の
事
情
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
」を
加
え
、
同
項
第

一
号
中
「
（
実
父
及
ひ
養
父
を
含
む
。
以
下
と

の
市
引
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
削
り
、
問
項
第
七
号
を
削
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
の
事
業
ど
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「配

偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
挟
獲
し
て
い
る
も
の
の
」
を
「
同
条
第
一

号
に
掲
げ
る
者
の
」
に
、
「
配
偶
者
の
な

い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
を
」
を
「
同
号
に
掲
げ
る
者
を
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中

「そ
れ
ぞ
れ
当
該
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

「ζ
の
な
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
事
業
開

始
資
金
」
を

「母
子
事
業
開
始
資
金
」
に
、
「
母
子
福
祉
也
団
体
二
ゼ
「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中

「
こ
の
章
に
お
い
て
「
事
業
継
続
資
金
」
を
「
「
母
子
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
、
伺
条
第
三
号
中

「
こ
の
む
に

お
い
て
「
修
学
資
金
」
を「
「母
子
修
学
資
金
」
に
、
「
修
学
資
金
の
」
を
「
母
子
修
学
資
金
の
」
に
改
め
、
同
号
た
だ

し
3
中
「
給
付
（
第
五
号
に
お
い
て
」
を
「
給
付
（
以
下
」
に
、
「
修
学
資
金
」
を

「母
子
修
学
資
金
」
に
、
「
と
す
る
。

第
五
号
に
お
い
て
」
を

つ

以
下
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「
就
学
す
る
児
蛮
」
の
下
に
「
（
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二

十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）」
を
加
え
、
「
修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」

に
、「
以
下
」
を
『
ロ
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中

「修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
同

条
第
四
号
中

「
こ
の
皐
に
お
い
て
『
技
能
習
得
資
金
」
を
「「
母
子
技
能
習
得
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「が

悶
号
」
を
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
が
同
号
」
に
、
「
こ
の
箪
に
お
い
て
『
修
業
資
金
」

を
「「
母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「
と
の
章
に
お
い
て
「
就
職
支
度
資
金
」
を
「「
母
子
就
職
支
度
資
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金
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中

「
と
の
阜
に
お
い
て
「
医
療
介
護
資
金
」
を
「
「
母
子
医
療
介
護
資
金
」
に
、
「
医
療
介

護
資
金
の
」
を
「
母
子
医
療
介
謎
資
金
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中

「そ
の
者
」
を

「配
偶
者
の
な
い
女
子
」
に、
「医

療
介
護
資
金
」
を

「母
子
医
療
介
護
資
金
」
に
改
め
、
向
田
守
口
中
「
医
療
介
護
資
金
」
を
「
母
子
医
療
介
護
資
金
」

に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
第
五
号
」
を

「第
六
号
」
に
改
め
、
「ζ
の
意
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
生
活
資
金
」
を
「母

子
生
活
資
金
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
、
岡
田吋
ニ
中

「次
条
第

一

項
に
お
い
て
」
を

「以
下
」
に
改
め
、
間
条
第
九
号
中

「第
三
条
第
六
号
」
を

「第
三
条
第
七
号
」
に、
「
こ
の
寧
に

お
い
て

「住
宅
資
金
」
を
コ
母
子
住
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
第
三
条
第
七
号」

を
「第
三
条
第
八
号
」

に
、「以
下
こ
の
議
に
お
い
て

「伝
宅
資
金
」
を

「次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
母
子
転
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
号
中
「
第
三
条
第
八
号
」
を
「
第
三
条
第
九
号
」
に
、
「
ζ

の
読
に
お
い
て
「
就
学
支
度
資
金
」
を
「
「
母
子
就
学
支

度
資
金
」
に
、
「
就
学
支
度
資
金
の
」
を

「母
子
就
学
支
度
資
金
の
」
に
改
め
、
岡
田
号
イ
中
「
、
中
学
校
」
を

「若
し

く
は
中
学
校
ヘ
入
学
す
る
児
童
」
に
、
「児
重
文
は
」
を
「
児
認
（
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
級
以
上
で
あ
る
子
等

を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
」
に、
「就
学
支
度
資
金
」
を
「
母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中

「就
学
支
度
資
金
」
を
「
母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中

「第一一
一条
第
九
号
」
そ

『第

三
条
第
十
号
」
に
、
「
以
下
こ
の
訟
に
お
い
て
「
結
婚
資
金
」
を

「
次
条
第
一
項
に
お
い
て

「
母
子
結
婚
資
金
」
に
改

め
る
。

第
八
条
第
一
項
の
表
事
業
開
始
資
金
の
項
中
「
事
業
開
始
資
金
」
を

「
母
子
事
業
開
始
資
金
」
に
改
め
、
問
表
事

業
継
続
資
金
の
項
中
「
事
業
継
続
資
金
」
を
「
母
子
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
、
同
表
修
学
資
金
の
項
中

「修
学
資

金
」
及
び
「
当
該
資
金
」
を

「母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
「
児
蛮
」
の
下
に
「
文
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳

以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、
向
表
技
能
習
得
資
金
の
項
中

「技
能
習
得
資
金
」
を
「
母
子
技
能
習
得
資
金
」
に
改

め
、
同
表
修
業
資
金
の
項
中

「修
業
資
金
」
を

「母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
表
就
際
支
度
資
金
の
項
中

「就
聡

支
度
資
金
」
を
「
母
子
就
戦
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同
表
医
療
介
捧
資
金
の
項
中

「
医
療
介
護
資
金
」
を

「母
子
医

療
介
護
資
金
」
に
改
め
、
同
表
生
活
資
金
の
項
中

「生
活
資
金
」
を

「母
子
生
活
資
金
」
に
改
め
、
同
表
住
宅
資
金

の
項
中
「
住
宅
資
金
」
を
「
母
子
住
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
表
転
宅
資
金
の
項
中
「
転
宅
資
金
」
を
「
母
子
転
宅
資

金
」
に
改
め
、
同
表
就
学
支
度
資
金
の
羽
中

「就
学
支
度
資
金
」
及
び
「
当
該
資
金
」
を

「母
子
就
学
支
度
資
金
」

に
改
め
、「
児
麓
」
の
下
に

「文
は
舵
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
加
え
、
同
表
結
婚
資
金
の

項
中

「結
婚
資
金
」
を
「
母
子
結
納
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
修
学
資
金
、
修
業
資
金
、
就
職
支
度
資
金
」

を
「
母
子
修
学
資
金
、
母
子
修
業
資
金
、
母
子
就
駿
支
度
資
金
」
に
、
「
就
学
支
度
資
金
」
を
「
惇
子
就
学
支
度
資
金
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「事
業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資
金
又
は
住
宅
資
金
」
を

「母
子
引
業
開
始
資
金
、
母
子

事
業
継
続
資
金
又
は
母
子
住
宅
資
金
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中

「修
学
資
金
、
修
業
資
金
、
就
職
支
度
資
金
又
は
就
学
支
度
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
、
母

子
修
業
資
金
、
母
子
就
世
相
支
度
資
金
又
は
母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「の
修
学
資
金
、
修
業

資
金
、
就
職
支
度
資
金
又
は
就
学
支
度
資
金
」
を
「
に
係
る
母
子
修
学
資
金
、
母
子
修
業
資
金
、
母
子
就
聡
支
度
資

金
又
は
母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
、
向
条
第
四
項
中

「母
子
福
祉
団
体
－
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」に、
「事

業
開
始
資
金
文
は
事
業
継
続
資
金
」
を
「
母
子
事
業
開
始
資
金
又
は
母
子
事
業
継
続
資
金
」

に
、「
理
事
」
そ

「役
員

（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
役
員
に
限
る
。
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
修
学
資
金
、
技
能
習
得
資
金
、
修
業
資
金
及
び
生
活
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
、
母
子
技
能
習
得

資
金
、
母
子
修
業
資
金
及
び
母
子
生
活
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中

「線
以
チ
資
金
」
を

「母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
同
条
中

「は
、
修
学
資
金
」
そ

「は、

母
子
修
学
資
金
」
に、
「修
学
資
金
の
貸
付
金
」
を

「当
該
母
子
修
学
資
金
の
貸
付
金
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第

一
項
中

「修
妥
’
資
金
の
貸
付
け
は
」
を

「母
子
修
学
資
金
の
貸
付
け
は
」
に、
「に
掲
げ
る
」
を
「
の

各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
及
び

「各
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、問
項
第

一
号
中
「修

学
資
金
」
を

「母
子
修
学
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「修
学
資
金
」
及
び
「
当
骸
資
金
」
を

「母
子
修
学
資

金
」
に
改
め
、
問
項
第
三
号
中

「修
学
資
金
」
を

「法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
母
子
修
学
資
金
」
に
、
「
児

童
（
」
を

「児
童
文
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等

（同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に

係
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「技
能
習
得
資
金
真
ひ
生
活
資
金
｝
宇佐

「母
子
技
能
習
仰
資
金
及
び
母
子
生
活
資

金
」
に
、
『
に
掲
げ
る
」
を
「
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
」
に
改
め
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
及
び
「
各
号
に
規
定
す
る
」
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を
削
り
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
貸
付
金
」
を
「
当
該
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
五回守
中

「貸

付
金
」
を

「当
該
資
金
」
に、
「技
能
回
目
得
資
金
」
を
「
母
子
技
能
習
得
資
金
」
に
改
め
、
問
項
第
六
号
中
「
貸
付
金
」

を

「当
該
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
修
業
資
金
の
貸
付
け
は
」
を
「母
子
修
業
資
金
の
貸
付
け
は
」
に、
「に

掲
げ
る
」
を

「の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
」
に
改
め
、
「そ
れ
ぞ
れ
」
及
び

「各
号
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、

同
項
第

一
号
中

「修
業
資
金
一
を
「
母
子
修
業
資
金
一
に
改
め
、
問
項
第
三
号
中
「
修
業
資
金
」
民
ひ
「当
該
資
金
」

を

「尽
子
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
修
来
資
金
」
を
「
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
母
子
修

業
資
金
」
に
、
「
児
童
（
」
を

「児
盤
又
は
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
（
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中

「問
項
た
だ
し
密
」
を
「
社
会
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
当
該
資
金
」
を
「
当
該
母
子
補
祉
資

金
貸
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
母
子
福
祉
資
金
」
を
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中

「修
学
資
金
」
を
「
母
子
修
学
資
金
」
に
、
「技
能
習
得
資
金
」
を
「
母
子
技
能
習
得
資
金
」
に、
「修

業
資
金
」
を
「
母
子
修
業
資
金
」
に、
「生
活
資
金
」
を
「
母
子
生
活
資
金
」
に
、
「貸
付
金
」
を

「当
該
資
金
」
に
改

め
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
に
対
す
る
監
督
等
ど
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
り
貸
付

金
」
を
「
に
よ
り
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金」

に
、
「
母
子
福
祉
団
体
は
」
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
は
」
に
改
め
、

伺
項
第
二
号
中

「母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
、
「
及
び
乙
の
政
令
」
を

「
に
規
定
す
る
要
件

及
び
」
に
、
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
」
を

「法
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
者
」
に

改
め
、
問
項
第
三
号
中
「
貸
付
金
」
を

「母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
一
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
母
子
福
祉
団
体
に
」

を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
に」

に
、
「
は
、
そ
の
」
を
「
は
、
当
該
」
に
改
め
、
問
項
第
一
号
中
「
母
子
福
祉
団
体
」

を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
そ
の
」

を

「
当
該
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
母
子

情
聞
社
団
体
」
を
「
母
子

・
父
子
福
松
団
体
」
に
、
「
理
事
」
を
「
役
員
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中

「第
八
条
」
を

「第
八
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
国
守
中
「
母
子
福
祉
団
体
」
を

「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
、
「
そ
の
団
体
」
を
「
当
該
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「母

子
稿
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
、
「恒
例
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
讃
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
を

「法
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
、
同
条
第
六
回可
中

「母
子
短
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」

に
、「
そ
の
団
体
」
を

「当
該
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第

一
項
中

「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中

「修
学
資
金
文
は
就
学
支
度
資
金
」
を
「母
子
修
学
資
金
又
は
母
子
就
学
支
度
資
金
」

に、
『修
業
資
金
」
を

「母
子
修
業
資
金
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
こ
の
章
」
を
「
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条

削

除

第
二
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
に
係
る
居
宅
等
に
お
け
る

使
宜
の
供
与
等
に
閲
す
る
措
置
の
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
配
偶
者

の
な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
を
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」

に、
「
日
常
生
活
等
」
を

「日
常
生
活
」
に
、
「
同
条
」
を

「同
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
及
ひ
第
二
十
八
条
を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
ご
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中

「自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
は
」
を
「
法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
（
以
下
単
に

「母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
と
い
う
。）
は
」
に
改
め
、
「
と
し
て
都
道
府
県
知
事
、
市
長
（
特
別
区
の

区
長
を
含
む
。）
及
び
福
祉
事
務
所
（
社
会
領
批
法
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。）
を
管
理
す
る
町
村
長

（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。）
が
指
定
す
る
も
の
」
を
削
り
、
岡
市制第

一
号
中

「自
立
支
般
教
育
訓
練
給

付
金
」
を

「母
子
家
庭
自
立
支
援
教
管
訓
練
給
付
金
」
に、
「扶
懇
親
族
鴨
川
ひ
」
を

「所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律

第
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
扶
養
親
膝
（
以
下
「
扶
縫
親
族
」
と
い
う
。
）
及
ひ
」
に
改
め
、「
児
読
扶
養
手
当
法
施
行

令
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）』
を
加
え
、
岡
市
明
第
二
号
中

「泌
用
保
険
法
」
の
下
に
「（
昭
和
四

十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
を
「
母
子
家

庭
自
立
支
媛
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
改
め
、
問
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。
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第
三
十
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
高
等
戦
業
訓
練
促
進
絵
付
金
）
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中

「高
等
駿
業
訓
練

促
進
給
付
金
は
」
を

「法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
（
以
下
単
に
「
母

子
家
庭
高
等
級
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
と
い
う
。）は
」
に
、「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
」
を

「母
子
家
庭
高
等

駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
」
に
改
め
、
「と
し
て
都
道
府
県
知
事
等
が
定
め
る
も
の
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「高

等
臓
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
額
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
額
」
に
改
め
、
伺
項
第

一
号
中
「高

等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を

「節
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に、
「次
条
第
三
項
」
を
「
次
条
第
四
項

第

一号」

に
改
め
、
「免
除
さ
れ
た
者
及
び
」
の
下
に

「法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
「同
項
」
を
「悶
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
高
等
時
開
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
〉
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「高
等

駿
業
訓
練
修
了
支
媛
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
高
等
総
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し、

同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第

一
項
中

「高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭

高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
に
、「（
第
三
項
」
を
「
（
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第

一
号
中

「第
三
項
」
を
「第

四
項
第

一
号
」
に
改
め
、
問
項
を
悶
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第

一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
三
十

一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
給
付
金
は
、
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

と
す
る
。

第
三
十
条
の
こ
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十

一
条
中
「
第
二
十
七
条
か
ら
前
条
ま
で
」
を

「前
三
条
」
に、
「常
用
雇
用
転
換
奨
励
給
付
金
、
自
立
支
媛

教
育
訓
練
給
付
金
、
高
等
際
業
訓
練
促
進
給
付
金
及
び
高
等
際
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
、
母
子
家
庭
高
等
戦
業
訓
練
促
進
給
付
金
及
び
母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」

に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
見
出
し
を
削
る
。

第
六
訟
を
第
七
章
と
す
る
。

第
四
十
五
条
の
見
出
し
を
削
り
、
問
条
第

一
項
中

「又
は
第
三
号
」
を
『
、

第
三
号
、
第
四
回
げ
又
は
第
六
号
か
ら

第
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第

一
号
中

「若
し
く
は
第
三
号
」

を

「、

第
三
号
、

第
四
号
若
し
く
は
第
六

号
か
ら
第
八
回
ち
ま
で
」
に
、「
若
し
く
は
第
五
号」

を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
若
し
く
は
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
」

に
改
め
、
問
項
第
二
号
中

「又
は
第
四
十
三
条
第
三
号
」
を

「若
し
く
は
第
五
号
又
は
第
四
十
三
条
第
三
号
若
し
く

は
第
七回弓」

に、
「
（常
用．
口
服
用
転
換
奨
励
給
付
金
を
除
く
。）」

を

「又
は
法
第
三
十

一
条
の
十
に
お
い
て
継
用
す
る

法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
郎
道
府
県
等
が
行
う
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
す
る
。

第
四
十
条
中

「第
三
十
八
条
」
を

「第
三
十

一
条
の
七
及
び
第
三
十
八
条
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第

一
項
中

「の
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に

「、

父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
、
問
項
第

一
号
中
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
の
下
に

「、

父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
を
加
え
、
問
項
第
二
号
中
「
貸
付
金
の

財
源
」
を

「福
祉
資
金
貸
付
金
の
財
源
」
に
改
め
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
を
「（
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
ど
に
改
め
、
同
条

中

「第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
諜
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
四
号
」
を

「第
三
十
二
条
第

一
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
条
第

一
号
中

「第
六
条
第
三
項
」
を

「第
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三口守
中

「第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
三
号
」
を

「第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
口
互

に
改
め
、「
又
は
寡
婦

が
医
療
若
し
く
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
」
を
削
り
、
同
条
第
八回守
中

「寡
婦
等
が
挟
錯
し
て
い
る
二
十
歳
以
上

で
あ
る
子
等
」
を

「寡
婦
の
被
扶
必
者
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
六

号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

八

法
第
三
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
寡
婦
の
被
扶
養
老
（
以
下
単
に

「寡
婦
の
被
挟
催
者
」
と
い
う
。）の
高

等
学
校
、
大
学、

高
等
専
門
学
校
ぷ
し
く
は
専
修
学
校
へ
の
入
学
文
は
法
第
三
十
二
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定

す
る
知
識
技
能
を
管
得
さ
せ
る
施
設
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
使
が
定
め
る
も
の

（以
下
「修
業
施
絞」
と
い
う
。）

へ
の
入
所
に
際
し
必
要
な
資
金
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第
三
十
二
条
第
五
号
中
「
（
住
宅
を
建
設
し
、
又
は
購
入
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
住
宅
の
用
に
供
す
る
土
地

又
は
借
地
権
を
取
得
す
る
の
に
必
要
な
資
金
を
含
む
。）」
を
削
り
、
岡
田
守
を
同
条
第
六
号
と
し
、
伺
条
第
四
号
を
同

条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
寡
婦
が
医
療
又
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

第
三
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
寡
姉
の
被
扶
養
者
に
対
す
る
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
け
ど
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
三
項
」
を

「第
三
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
問
項
第

一回守
中

「第
三
十
二
条
第

一
柄
引
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
第
二
回
さ

を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二

号」

に
改
め
、
問
項
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
三
号
」
を

「第

三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」

に
、
「
寡
婦
等
が
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等」

を

「寡
婦
の
被
扶
益
者
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
寡
婦
の
被
扶
後
者
に
前
項
に
規
定
す
る
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
た
寡
婦
の
死
亡
の
際
当
該
寡
婦
の
被
扶
養
者
が
次
の
各
国
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
（
生
存
し
て
い
る
父
の
う
ち
に
次
の
各
号
の
事
情
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
が
あ
る

綜
合
を
除
き
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
第
三
十
七
条
第
四
項
の
保
証
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
同

窓
が
あ
っ
た
と
き
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

父
と
死
別
し
て
い
る
こ
と
。

二

父

の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

三

父

か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
と
と
。

四

父
が
海
外
に
あ
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
ζ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

五

父
が
精
神
又
は
身
体
の
陣
容
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
盤
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

六

父

が
法
令
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
と
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
を
「（
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
制
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
等
）
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中

「第
三
十
二
条
第
二
項
」
を

「第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
当
該
寡
婦
の
収
入
が
」
及
び
「
を
超

え
る
場
合
」
を
削
り
、「
所
得
と
す
る
。
」
を

「所
得
」
に、
「鰍
が
」
を

「額
に
つ
い
て
」
に
改
め
、
問
条
第
四
項
中
「第

三
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
位
」
を

「第
三
十
二
条
第
三
項
た
だ
し
密
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
を
「（
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
母
子
・

父
子
福
祉
団
体
の
事
業
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
六

条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第

一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
事
業
に
つ
い
て
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
「
つ
い
て
」
の
下

に

で

そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
」
を
「同
号
に
掲
げ
る
者
」

に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中

「第
三
十
二
条
第
五
項
」
を

「第
三
十
二
条
第
六
項
」
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
」
を

「当
該
」
に
改

め
、
同
条
第
一
号
中

「第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
一
号
」
を

「第
三
十
二
条

第
一
項
第

一
号
」
に、
「事
業
開
始
資
金
」
を
「
寡
婦
事
業
開
始
資
金
」
に、
「母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子

・
父
子
稿

位
団
体
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を

「第
三
十
二
条
第

一
項
第
一号」

に、
「事
業
継
続
資
金
」
を
「
寡
婦
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「第

三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
」
に、
「「
修

学
資
金
」
を
「「
寡
婦
修
学
資
金
」
に、
「修
学
資
金
の
」
を

「寡
婦
修
学
資
金
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
『
二
十
歳
以

上
で
あ
る
子
等
」
を

『寡
婦
の
被
扶
養
者
」
に
、「
修
学
資
金
」
を

「寡
婦
修
学
資
金
」
に
、「
寡
姉
等
」
を

「
n
M」

に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中

コ一
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」

を

「寡
婦
の
被
扶
益
者」

に、
「修
学
資
金
」
を

「鉱山州

修
学
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中

「第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
」

を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
に、
「技
能
習
得
資
金
」
を

「寡
婦
技
能
習
得
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「第
三
十
二
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第

一
項
第
三
号
」
を

「第
三
十
二
条
第

一
項
第
三
号
」
に、
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「寡
婦
等
が
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を

「寡
婦
の
被
扶
養
者
」
に
、
「
修
業
資
金
」
を

「寡
婦
修

業
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「以
下

「就
職
支
度
資
金
」
を

「次
条
第
一
項
に
お
い
て

「寡
婦
就
職
支
度
資

金
」
に
改
め
、

同
条
第
七
号
中

「医
療
介
護
資
金
」
を

「寡
婦
医
療
介
護
資
金
」
に
改
め
、

同
条
第
八
回
守
中

「及
び

第
四
号
L

を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に、
「生
活
資
金
」
そ

「寡
婦
生
活
資
金
」
に
改
め
、

同
号
ハ
中

「失
業
し
て
い

る
期
間
中
般
職
の
白
か
ら

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
（
以
下

「失
業
貸
付
期
間
」
と
い
う
。ど

を
「
失
業
貸

付
期
間
」
に
改
め
、
向
条
第
九
号
中

「第
三
十
二
条
第
五
号
」
を

「第
三
十
二
条
第
六
号」

に、
「住
宅
資
金
一を
「寡

婦
住
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
第
三
十
二
条
第
六
号」

を

「第
三
十
二
条
第
七
号」

に
、「以
下

「転
宅

資
金
」
を

「次
条
第

一
項
に
お
い
て

「寡
婦
転
宅
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十

一
号
中

「第
三
十
二
条
第
七
号
」
を

「第
三
十
二
条
第
八
号」

に、
「「
就
学
支
度
資
金
」
を
「「
寡
婦
就
学
支
度
資
金
」
に、
「就
学
支
度
資
金
の
」
を

「寡

婦
就
学
支
度
資
金
の
」
に
改
め
、
向
号
イ
及
び
ロ
中

「二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
「
寡
婦
の
被
扶
養
者
」
に、
「就

学
支
度
資
金
」
を

「寡
婦
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中

「第
三
十
二
条
第
八
号
」

を

「第
三
十
二

条
第
九
号」

に、
「以
下
「
結
婚
資
金
」
を

「次
条
第
一
項
に
お
い
て

「寡
婦
結
婚
資
金
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第

一
項
の
表
事
業
開
始
資
金
の
項
中

「事
業
開
始
資
金
」
を

「寡
婦
事
業
開
始
資
金
」
に
改
め
、
向

車
衣
事
業
継
続
資
金
の
項
中

「事
業
継
続
資
金
」
を

「寡
婦
事
業
継
続
資
金
」
に
改
め
、
同
表
修
学
資
金
の
項
中

「修

学
資
金
」
及
び

「当
該
資
金
」
を
「
寡
婦
修
学
資
金
」
に、
「二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
を
「
寡
婦
の
被
扶
養
者
」

に
改
め
、
同
表
技
能
習
得
資
金
の
項
中

「技
能
習
得
資
金
」
を

「寡
婦
技
能
留
得
資
金
」
に
改
め
、
同
表
修
業
資
金

の
項
中

「修
業
資
金
」
を

「寡
婦
修
業
資
金
」
に
改
め
、
同
表
就
職
支
度
資
金
の
項
中

「就
職
支
度
資
金
」
を

「寡

婦
就
職
支
度
資
金
」
に
改
め
、
間
表
医
療
介
護
資
金
の
項
中

「医
療
介
護
資
金
」
を

「寡
婦
医
療
介
護
資
金
」
に
改

め
、
同
表
生
活
資
金
の
項
中

「生
活
資
金
」
を
「
寡
婦
生
活
資
金
」
に
改
め
、
同
表
住
宅
資
金
の
項
中
「住
宅
資
金
」

を

「寡
婦
住
宅
資
金
」
に
改
め
、
問
表
転
宅
資
金
の
項
中
「
転
宅
資
金
」
を
「
寡
婦
転
宅
資
金
」
に
改
め
、
向
表
就

学
支
度
資
金
の
項
中

「就
学
支
度
資
金
」
及
び

「当
該
資
金
」
を

「骨静
岡姉
就
学
支
度
資
金
」
に、
「二
十
歳
以
上
で
あ

る
子
等
」
を

「寡
婦
の
被
扶
養
者
」
に
改
め
、
同
表
結
婚
資
金
の
項
中

「結
婚
資
金
」
を

「寡
婦
結
婚
資
金」

に
改

め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

2

刊抑
制
州
稿
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還
は
、
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
に
次
の
士一
項
を
加
え
る
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
る
寡
婦
福
松
資
金
貸
付
金
の
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
又
は
月
賦
償
還
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
利

均
等
償
還
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
募
締
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
は
、

い
つ
で
も
繰
上
償
還
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

嘉
日
開
修
学
資
金
、
寡
婦
修
業
資
金
及
び
寡
婦
就
学
支
度
資
金
の
貸
付
金
は
、
無
利
子
と
し
、
そ
の
他
の
寡
婦
福

祉
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
、
無
利
子
と
し
、
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
は
、
据
置

期
間
中
は
無
利
子
と
し
、
据
置
期
間
経
過
後
は
そ
の
利
率
を
年

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

5

深川州
事
業
開
始
資
金
、
寡
れ州
事
業
継
続
資
金
文
は
寡
婦
住
宅
資
金
の
貸
付
金
で
あ
っ
て
、
災
害
に
よ
り
全
境
、

流
失
、
半
崎
明
、
床
上
浸
水
文
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
住
宅
に
当
該
災
筈
の
当
時
居
住
し
て
い
た
者
に

対
し
、
当
該
災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
臼
か
ら

一
年
以
内
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第

二
墳
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
据
置
期
間
を
、
貸
付
け
の
日
か
ら
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
者
が

受
け
た
被
害
の
種
類
及
、
ひ
程
度
に
応
じ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
期
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
中

「寡
婦
福
祉
資
金
」
を

「寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金」

に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

官木曜日平成 26年 9月25日ア

第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第九

重
第九

一 条
条第 条第

条第 条第 条第 第条 条第 条第 条第 条第 条第 条第 条
四

項一 項 項

項第 項第
項 項第 項第 項 項第 項第 項第 項

五
ーZ弓コ 号 号 号 号 号 号

配偶者

空襲資金
撃母

母子技能 偶配者 活資金母子技能
第

立十綾以上議の規定に以上あで配f者は向
事修学資金

第十 偶配者
母 母

母子修学

母 生資母 業母 就 学母母 い配 第 ー円凶日

集
五

子修字 子学修
子

活資金、子修学
継子 駿 支子子 者る偶者 十七 条第

条第 条 修学 続資事業 し 度資就職修学
の の の

金雪藍資

の 条 四
な 金資

習得資金

な 第 な 資金 資金 資金 資金 金始開 文 な 項
し、 し、

害 項

し、 は し、

子女
イの貸け寸

女子 女子
の 資 女

口巧 でよるの
貸付 金 子

言！語？向車主
又 カt

け L主 扶養
は

母子生
は

母子事母子得習 し
て

話 婦寡 第 話 第 震
詰修室金 警

又

韓謹
震条第 第

十 十
は

十 十

襲警 襲警条第
条八 七

得金資習
条第 条第

に
の の

資金 お 四

付貸け
項

貸付け 詩集
し、 項

又は て
τ日ヨ 準

は は

詰霊続継
用す

資金

又寡は 第十七る
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第

重第十九
草九重

第十
第－十L. 

書翠項草第

第十 第十 第十 第十

条十 五条第
五 四条 一

条第 条 条第 条第

項第 項 項 τロ'> 士ロ'> 
項第 項第 項

項第

号 喜d3. 号 下口玉

第条第八

貯金金修学資

第 第十 第法十 第十 八第 第十
第法ー卜

笠 第十 第十

車生活資金 車整金資
子母技能

壁修金学資

H‘u 町

五第

0~韓~：~議i 
第十八

条第
条第

条第 四 条
条四 条四 条 条第

条第
条

各予条四三F

条

号条各四四 に の

還金資 各号項
項 項 項 規定

項た 又は
下ロ王 項

に に に

草合である貨1よにる1子等両粂る事のなのい
だ

章就学支
掲げ 掲げ よ

し り
岱

者る 者る

第

事皇賞金
草壁

第 条第
婦寡

喜司望条
第

法第十第三十 震第
法第十第三十 より法第十第三十

書差金修

く条第 第 意 第

十主第
十 十 第 十 十

及υプ条十八

襲警
八条 条四二 五条 条四二 条四二

条第 条第
一条第五 に に 条第 に 条第

通
前条項第に

四 又 お お お
毒自 ーおrn 耳た1唄に

話就喜金

1民 し、 し、 項 し、 言守い

f 号ト

項

準用すて 準用すて

て
及J』だお 柳川 J除くおいて訟ししで、
び用

） 搬用すて
す長条

）て 塑す
t1島

第十る 第十る
に準

規定の準用す 号をゑ十用す 用す

る る る lこる 除二

（号外第 211号）木曜日平成 26年 9月 25日

第

十

条

第

究条第条
か

前条ら 項

襲←5総二耳第干E長ま警Aにお－か葺第

第第

項八条十

bこ
お
し、

十条三号で、註い三条
て
準

用す
を除く第十こ周すま

第九条るJ及び条（第第九る並でび

第
三
車
を
第
四
怒
と
し
、
第
二
識
の
次
に
次
の

一
訟
を
加
え
る
。

第
三
章
父
子
家
庭
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

（
法
第
一
二
十
一
条
の
六
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
）

第
三
十

一
条

法
第
三
十
一
条
の
六
第

一
項
第
四
号
に
制
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る
資
金
と
す

る
。

一

法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
（
以
下
単
に

「配
偶
者
の
な
い
男
子
」
と
い
う
。）
又
は

配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
就
職
に
際
し
必
要
な
資
金

二
配
偶
者
の
な
い
男
子
若
し
く
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
医
療
を
受
け
る
の
に
必
要
な

資
金
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
介
護
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
金

三

配
偶
者
の
な
い
男
子
が
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
に
楠
規
定
す
る
知
識
技
能
を
割
自
得
し
て
い
る
期
間

中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

四
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
医
療
文
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

五
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
当
該
配
偶
者
の
な
い
男
子
と
な
っ
た
事
由
の
生
じ
た
と
き
か
ら
七
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
裂
な
資
金

六
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
失
業
し
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

七
住
宅
を
建
絞
し
、
隣
人
し
、
補
修
し
、
保
全
し
、
改
築
し
、
又
は
僧
築
す
る
の
に
必
要
な
資
金

八
住
居
を
移
転
す
る
た
め
に
必
嬰
な
住
宅
の
貸
借
に
際
し
必
要
な
資
金

九
位
付
に
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
あ
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
獲
し
て
い
る
児
童
の
小
学
校
若
し
く
は
中
学

校
へ
の
入
学
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
援
し
て
い
る
児
童
若
し
く
は
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
配
偶

者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
麓
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
（
以
下
単
に
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
麓
を
扶
益

し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。
）
が
問
時
に
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
者
を
扶
益
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
と
れ
に
準
ず
る
者

（
以
下
「
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
と
い
う
。）
の
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学

校
若
し
く
は
専
修
学
校
へ
の
入
学
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
知
識
技
能
を
習

得
さ
せ
る
施
設
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
怠
に
お
い
て

「修
業
施
設
」
と
い
う
。）

へ
の
入
所
に
際
し
必
要
な
資
金

十
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
聾
し
て
い
る
児
麓
文
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
の
婚
姻

に
際
し
必
要
な
資
金

（
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
の
継
続
）

第
三
十
一
条
の
二

法
第
三
十

一
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る
資
金
と
す
る
。

一

法
第
三
十

一
条
の
六
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
資
金

二

法

第
三
十
一

条
の
六
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
獲
し
て
い
る

児
麓
が
同
号
に
規
定
す
る
知
識
技
能
を
習
得
す
る
の
に
必
要
な
も
の

（
児
童
及
び
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
に
対
す
る
父
子
稲
祉
資
金
の
貸
付
け
〉

第
三
十

一
条
の
三

法
第
三
十

一
条
の
六
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
資
金

と
す
る
。



（号外第 21 1号）

2

法
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
児
童
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
銭
以
上
で
あ
る
子
等
（
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
二
十
歳
以
上
で
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
乙
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
前

項
に
規
定
す
る
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
資
金
の
黛
付
け
を
受
け
て
い
た
配
偶
者
の
な
い

男
子
の
死
亡
の
際
当
該
児
童
文
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

怒
当
す
る
場
合
（
生
存
し
て
い
る
母
の
う
ち
に
次
の
各
号
の
事
仰
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
当
該
資
金
の
貸
付
け
に
係
る
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
の
保
証
人
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
同
意

が
あ
っ
た
と
き
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

母
と
死
別
し
て
い
る
こ
と
。

ニ
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
。

三

母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
郎
叫
が
海
外
に
あ
る
た
め
そ
の
扶
益
を
受
け
る
と
と
が
で
き
な
い
と
と
。

五
円
叫
が
精
神
文
は
身
体
の
的
告
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

六
母
が
法
令
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

（
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
の
事
業
）

第
三
十
一

条
の
四

第
六
条
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
業
に
つ

い
て
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
同
項
第

一
号
に
掲
げ
る
者
の
自
立
の

促
進
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
六
条
第
二
項
中
「
同
号
」
と
あ
る
の
は
、
「法
第
三
十

一
条
の
六
第
四
項
第

一
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
貸
付
金
額
の
限
度
）

第
三
十

一
条
の
五

法
第
三
十
一
条
の
六
第
七
項
に
規
定
す
る
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
（
以
下
単
に

「
父
子
福
祉
資

金
貸
付
金
」
と
い
う
。）
の
貸
付
金
制
の
限
度
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
金
の
種
別
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十

一
条
の
六
第

一
玖
第

一
号
に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、事
業
を
開
始
す
る
の
に
必
要
な
も
の
（
以

下
「
父
子
事
業
開
始
資
金
」
と
い
う
。
）
二
百
八
十
三
万
円
（
母
子

・
父
子
福
紙
団
体
に
対
し
て
貸
し
付
け
る

父
子
事
業
開
始
資
金
に
つ
い
て
は
、
四
百
二
十
六
万
円
）

二

法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
刻
第

一
号
に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
事
業
を
継
続
す
る
の
に
必
要
な
も
の
（
以

下
「
父
子
事
業
継
続
資
金
」
と
い
う
。
）
一
回
に
つ
き
宵
四
十
二
万
円

三
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

「父
子
修
学
資
金
」
と
い
う
。）

イ
か
ら
ハ

ま
で
に
掲
げ
る
父
子
修
学
資
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
傾
。
た
だ
し
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
童
に
つ
い
て
十
八
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三

十
一
日
が
終
了
し
た
乙
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
等
を
受
け
る
と
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
舵
偶
者
の
な
い
男
子

が
扶
養
し
て
い
る
当
該
児
置
に
係
る
父
子
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
就
学
期
間
中
そ
の
額
に
児
麓
扶
獲
手

当
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
相
聞
を
加
算
し
た
額

イ
高
等
学
校
又
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
童
（
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
を
含
む
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
専
修
学
校
に
あ
っ
て
は
、
高
等
課
程
を
履
修
す
る
児
設
に
限
る
。
）
に
係
る

父
子
修
学
資
金

就
学
期
間
中
月
額
四
万
五
千
円

（
当
該
配
偶
者
の
な
い
男
子
と
同
居
す
る
児
童
及
ひ
こ
れ

に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
児
澄
以
外
の
児
童
（
ロ
に
お
い
て

「自
宅
外
通
学
の
児
盤
」
と
い
う
。）
に
あ
っ
て

は
、
五
万
二
千
五
百
円
）

ロ

大

学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
車
（
専
修
学
校
に
あ
っ
て
は
、
専
門
課
程
を
履
修

す
る
児
童
に
限
る
。）
に
係
る
父
子
修
学
資
金
就
学
期
間
中
月
額
八
万
千
円
（
自
宅
外
通
学
の
児
童
に
あ
っ

て
は
、
九
万
六
千
円
）

ハ
専
修
学
校
に
就
学
す
る
児
必
で
あ
っ
て
、
一
般
課
程
を
履
修
す
る
も
の
に
係
る
父
子
修
学
資
金
就
学
期

間
中
月
額
四
万
六
千
五
百
円

四

法

第
三
十
一
条
の
六
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
同
号
に
規
定
す

る
知
議
技
能
を
習
得
す
る
の
に
必
袈
な
も
の
（
以
下
『
父
子
技
能
習
得
資
金
」
と
い
う
。
）
知
識
技
能
を
習
得

す
る
期
間
中
五
年
を
超
え
な
い
問
問
内
に
お
い
て
月
額
六
万
八
千
円

報官木曜日平成 26年 9月 25日9 

五
法
第
三
十
一
条
の
六
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
金
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る

児
童
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
が
同
号
に
規
定
す
る
知
識
技
能
を
習
得
す
る
の
に

必
要
な
も
の
（
以
下

「
父
子
修
業
資
金
」
と
い
う
。）

知
識
技
能
を
習
得
す
る
期
間
中
五
年
を
超
え
な
い
純
間

内
に
お
い
て
月
額
六
万
八
千
円
（
修
業
施
設
に
お
い
て
知
識
技
能
を
習
得
す
る
児
童
に
つ
い
て
十
八
歳
に
述
し

た
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十

一
日
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
児
盤
扶
養
手
当
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
配
偶
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
当
該
児
童
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
六
万
八
千
円
に
児
蛍
扶

養
手
当
法
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
績
を
加
算
し
た
額
）

ム
ハ
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

『
父
子
就
職
支
度
資
金
」
と
い
う
。
）
十
万
円

（
通
勤
の
た

め
に
自
動
車
を
購
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
二
万
円
）

七

第

三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

「
父
子
医
療
介
護
資
金
」
と
い
う
。
）
イ
文
は
ロ
に
掲
げ
る

父
子
医
療
介
護
資
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ
医
療
を
受
け
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
又
は
配
仙
者
の
な
い
男
子
が
扶
養
し
て
い
る
児
童
に
係
る
父
子
医
療

介
護
資
金
三
十
四
万
円

（
特
に
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
十

八
万
円
）

ロ
介
護
を
受
け
る
配
偶
者
の
な
い
男
子
に
係
る
父
子
医
療
介
護
資
金
五
十
万
円

八

第
三
十
一
条
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

「父
子
生
活
資
金
」
と
い
う
。
）

イ
か
ら

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
。
た
だ
し
、
ハ
に
掲
げ
る
期

間
中
の
父
子
生
活
資
金
の
貸
付
金
額
の
合
計
額
は
、
二
百
四
十
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

イ
知
識
技
能
を
習
得
し
て
い
る
期
間

月
額
十
四
万
千
円

ロ
医
療
文
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
月
額
十
万
三
千
円

ハ
第
三
十

一
条
第
五
号
に
規
定
す
る
期
間
（
次
条
第

一
項
に
お
い
て
「
生
活
安
定
貸
付
期
間
」
と
い
う
。）

月
額
十
万
三
千
円

ニ
失
業
貸
付
期
間

月
額
十
万
三
千
円

九

第

三
十

一
条
第
七
号
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

「父
子
住
宅
資
金
」
と
い
う
。
）
一

回
に
つ
き
二
百
万
円

十
第
三
十
一
条
第
八
号
に
規
定
す
る
資
金
（
次
条
第

一
項
に
お
い
て
「
父
子
転
宅
資
金
」
と
い
う
。
）
一
回
に

っ
き
二
十
六
万
円

十
一

第
三
十
一

条
第
九
号
に
規
定
す
る
資
金
（
以
下

「
父
子
就
学
支
度
資
金
」
と
い
う
。）
イ
又
は
ロ
に
掲
げ

る
父
子
就
学
支
度
資
金
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額

イ
小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
ヘ
入
学
す
る
児
誼
、
高
等
学
校
若
し
く
は
専
修
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
（
配
偶

者
の
な
い
男
子
の
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
を
含
む
。
以
下
乙
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）
又
は
修
業
施
設
へ
入

所
す
る
児
童
に
係
る
父
子
就
学
支
度
資
金
十
六
万
円
（
私
立
の
高
等
学
校
文
は
専
修
学
校
の
高
等
課
程
へ

入
学
す
る
児
童
に
あ
っ
て
は
、
四
十
二
万
円
）

ロ
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専
修
妥

4

校
へ
入
学
す
る
児
童
（
専
修
学
校
に
あ
っ
て
は
、
専
門
課
程
へ
入
学

す
る
児
童
に
限
る
。
）
に
係
る
父
子
就
学
支
度
資
金
三
十
八
万
円

（
私
立
の
大
学
、
高
等
専
門
学
校
又
は
専

修
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
専
修
学
校
に
あ
っ
て
は
、
専
門
課
程
へ
入
学
す
る
児
童
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、

五
十
九
万
円
）

十
二
第
三
十
一
条
第
十
号
に
規
定
す
る
資
金
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
父
子
結
婚
資
金
」
と
い
う
。
）

万
円

（
貸
付
方
法
及
び
利
率
）

第
三
十

一
条
の
六

父
子
稲
祉
資
金
貸
付
金
の
据
限
期
間
及
び
償
還
期
限
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

資

金

の

種

別

償

限

選

期

据

限

j倒

関

父
子
事
業
開
始
資
金

父
子
事
業
継
続
資
金

掘
削
期
間
経
過
後
七
年
以
内

貸
付
け
の
日
か
ら
一
年
間

貸
付
け
の
日
か
ら
六
箇
月
間

鍛

m期
間
経
過
後
七
年
以
内

十
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父 父 父 父 父

子 子 子 子

結 転 ｛主 生

婚 宅 宅 活

資 資 資 資

金 金 金 金

貸付け 付貸 貸付 過生
る失詰

すまる安活定け け
の の の
日 日 日

で貸期間付か か か
聞が満~ －ら.... ／ら、

箇 箇 箇 が満 了

月間 月間 月間 し
了 て
し 後
て ，、

毒過き意おり

後 箇

月を

同空」け護施設
箇
月 経過

すそし霊る を
るの を死た又 経 す

据置期 据期置 据期置

主理
年

以内 以内 以内 以内 以内

第十 第十 第十 第十 第十条 第九 第九

条第 条第 条第 条 第条 条第

四

一 項 項 項

項第 項第 項

号 ロ守

配イ者問

草壁資金 事修金学資 望金修学資 金事修
配｛者向 第十d条七 前条第 配偶者

の の 四 の
な な 項 な
し、 し、 し、

子女
付の貸け

子女 女子

又
4ま

は 母

子事

者配偶

父子修学資金 子資金父修学
資金子父霊 配｛者尚 十七条第三十

第
配偶者

十
の の の
な

始開資金

な 条 条 な
し、 し、 の の し、

子男
の貸付け

及ひ 、 男子 七 －ノ4、目．
子男

父子生父子技能

Lこ 第

文は お
四項し、

』ま

準用すて

墾 る
第

るを

でま受け

期間がる

r~亀
了
し

後ーてムー
／、

究条第

項

（号外第 21 1号） 10 

父
子

疲金介護

経月を知識技
笛医
月療
を文

過能 経は
すを 過す介護る習

でま得す るを
ま受

期る でけ

期る関
カt 間
満 が
ア t必
し 了
て し

！き て
後

箇
....... ，、

据
鋸期置

期経置間
縫｜凶

過後 後i必

五年

十年以内 以内

第三十一条の七第九条から第二十条まで及び第二十二条から第二十四条までの規定は、父子福祉

資金貸付金の貸付けについて準用する。との渇合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の

中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

（準用規定）

父 父 父

子革支喜金

子 子

修 修

業 学

資 資

金 金

付貸 を知 を知 まが父

経過す識技能 経過す識技能
で当子

l:T 該筆
の
日 るを るを 修学資

か ま習 ま習
終を了金貸のら で得す で得

す
年 期る 期る し付
間 てけ

満間が
間 後に
が 六よ
満 箇り

了 了 月修
し し を宅f.
て て 経を
後 後 過し

年 年
すた
る者

鋸 年以内いので十文（据

期置間

てに議関韓； は係

経

理主以字
過後年

過後

十年以内以内 過後金lこるあの児意る年以内
五つもつニ

5父子事業開始資金、父子事業継続資金文は父子住宅資金の貸付金であって、災害により全綾、
流失、半崎明、床上浸水又はこれらに準ずる被告を受けた住宅に当該災害の当時居住していた者に

対し、当該災害による被容を受けた白から一年以内に貸し付けられるものについては、第一項の

規定にかかわらず、その据間期間を、貸付けの白から二年を超えない範囲内において、その省が

受けた被害の種類及び程度に応じて厚生労働大臣が定める期間延長することができる。

4父子修学資金、父子修業資金、父子就総支度資金（阻偶者のない男子が扶養している児・蛍に係

るものに限る。）及び父子就学支度資金の貸付金は、無利子とし、その他の父子福祉資金貸付金に

ついては、保証人を立てる場合は、無利子とし、保証人を立てない場合は、据置期間中は無利子

とし、据置期間経過後はその利率を年一・五パーセントとする。

2父子福祉資金貸付金の償還は、年賦償還、半年賦償還文は月賦償還の方法によるものとする。

3前項の規定による父子福祉資金貸付金の年賦償還、半年賦償還文は月賦償還は、それぞれ元利
均等償還の方法によることを原則とする。ただし、父子福祉資金貸付金の貸付けを受けた者は、

いつでも繰上償還をすることができる。



幸侵官 （号外第 21 1号）

翠項善幸第
第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十 第十

五 五 四

条第 条第 条 条第 条第 条第 条第 条第 条第 条第 条第

項第 項第 項 項第 項第 項第 項 項第 項第 項
項第

五
τEヨコ τロ'5 守Eコ 号 号 号 号 号

第十 第十 及び 第十 第十
母子技能

母 m 上配 母 第十 者配偶
母 母 母 配

資金活母子技能
第 上配 母 第

子修学資金

五 であ者｛問

子重金 皇室

子 産子 者偶 五 で偶 子 十
四

条各τ四三F
笠条

四 条四 条第
条第

集 条 あ者
壁条条 ． 条 るの の の 第 るの

に
規の定

得資金習

子な な 資 習 な 習 子な 資 第
項 等い し、 金 得 し、 f専

項各号
等い 金

各号 女子 項 女子
貸付のけ

金資 女子 資金及
（女 項

に 同子
よ の 条の
り び 第二

十歳以
は

母子生 二項十歳以

くい第 第 くい第 くい第

父童資金 父子修学資金

第
子等る配偶者

父 第 配偶 父

主童資金 父霊資
父 配 父 第 三あるる配 父 第

）てニ
十

）てニ ）てニ
十 十

重金

子 偶者 子
十

十る配子偶 子
十~十 に司書十

の規定準用十一
者

技能
技能習

修

用す条ー 用一 の の の 学
条 す条 す条 条 な 条 な 習 な 条 資 条

第十法る第の六四

の 十

法第十るの六第四

Lこるの の し、 の し、 金 f与 し、 f与 の 金 の
t-、

より法第十第六四 第 子男
t; 

子男 の 資
男子 資金 第

t、－ 

第 条 第
貸付 金 第

喜号

の 。コ 及
項

条四項及び
四

条四項き 条四項及び 害 項 ft び 項
に Lま 父 各
お 下白'5 子 号

害需E主
し、

各項同 各項問
生活資金

ザL 

準用
下を7に 下l:に で
除お 除お あ 第ですあ

木曜日平成 26年9月 25日1 1 

第 第 第

第十九重軍九重 第十重 第十条
十 十 十条

条 条
五

項第 項 項 号 号

ロ号

第 第十
第九条第 第八条第

第十 望
喜金章修室金 第八条第 第条十

第十 第十
第条第

条か 条五第 五条第 条各号四 条第

条前まら

四
項 項 項 項

項 項た 又は 号

で だ 母
し

子就モ支、、子，： 
魯

条i九条か第？三十？一条か

九条第第十三
第

父草資金

第
条士璽十

第 十第 第

十 十 十
条第十一

十

項条 条 条 条 条 一条 条
の

のt、v・ 五条第六第の
の の の 号の の

第らー条第ら 七 又 －ノL、 七 t; 七
第』こ 第 L主 第 に 第 に

二の三 二五 お 四 一五

就父学支~ 金子

一 お お

十条ま七に十ー
項項 し、 項 項た項に 項 し、 し、 項

に て て て
お条 お

準用す
だお 準

準用すでいの し、 しし、
用す

及び前準用て六でま
て 魯て

準用 第る
主事 第る 第る用

（配偶者のない男子で現に児麓を扶養しているものに係る居宅等における便宜の供与等に関する

措置の基準）

第三十一条の八法第三十一条の七第一項の措置は、当該配偶者のない男子で現に児童を扶養して

いるものの現に日常生活に支障が生じている状況に応じて適切な問項に規定する便宜を供与し、

文は当該便宜を供与することを委挺して行うものとする。

（父子家庭自立支援教育訓練絵付金等）

第三十一条の九法第三十一条の十において準用する法第三十一条第三号に規定する政令で定める

給付金は、父子家庭高等喰業訓練修了支援給付金とする。

2第二十七条、第二十八条及び第二十九条第二項から第四項までの規定は、父子家庭自立支援給
付金について準用する。この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中間表の中榔に掲げる字

句は、それぞれ同表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

第

条十七第

項

扶護を配偶者
第

十
しの
てな 条
し、し、 第

るも子女 一
－号E司L

ので
現
L乙

児童

Si事0i
第第

十十

条第条の

一十
号』こ

もな三で お
のい十現 し、

J理下うで児事事窮に員童長益 訓書付金
て
準

周す

る
法
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第 号第 第 第 号第 第 第 第第
四二

十九条第 条第十九 十九条第

十

A 条第 A 条璽

十

項七条第十
八条第 ー 八条第

四 四
項 項第 項 項 項第 項 項

受

扶3を護側者lie 
第

扶益を配イ者同・
第

十 十
しの しの
てな 条 てな

条第し、b、 し、し、

るも女子 るも女子
号

ので ので
現 現
に に

児盗 児!ii 

ていし偶配者
第第

ていし配偶者
父 第第

十十 十十
るの るものなもな 条条

条第条ののい の のい

子男
十

男子 二十
lζ 号』こ

で お で お
現 し、 現 し、
Lこ て に て

準用 準
用

す す

法る
の 法る

（号外第 21 1号）幸R官

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
一

条
の
十

前
条
第

一
羽
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
郁
用
す
る
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
及
び
第
二

十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
ん
た
め
る
も
の
の
ほ
か
、

父
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
、
父
子
家
庭

高
等
隙
業
訓
練
促
進
給
付
金
及
び
父
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
緩
給
付
金
の
支
給
の
手
続
そ
の
他
の
必
要
な

事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

附
則
第
三
条
中

「修
学
資
金
」
を

「母
子
修
学
資
金
」
に
、「
修
業
資
金
」
を
「
母
子
修
業
資
金
」
に
、
「就
聡
支
度

資
金
」
を

「母
子
就
磯
支
度
資
金
」
に
、
「就
学
支
度
資
金
」
を

「母
子
就
学
支
度
資
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
見
出
し
中

「高
等
帥
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
戦
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改

め
、
同
条
中
「
ま
で
に
」
の
下
に
「
懲
備
政
令
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
、
「同
項
に
」
を

「第
二

十
八
条
第

一
項
に
」
に
、
「
高
等
聡
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
高
等
際
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
、

同
条
を
附
則
第
六
条
と
す
る
。

附
則
第
四
条
の
見
出
し
中

「高
等
帥
刷
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改

め
、
同
条
中
「
現
に
」
の
下
に
「
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
耐
震
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年

政
令
第
三
百
十
三
号
。
次
条
に
お
い
て

「艶
備
政
令
」
と
い
う
。
）第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
、
「向

令
」
を

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
に
、「
問
項
に
」
を
「第
二
十
八
条
第
一
項
に
」

に
、「
高
等
級
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
高
等
戦
決
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
を
附
則
第
五
条

と
し
、
鮒
則
第
三
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（法
附
則
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
）

第
四
条

法
附
則
第
六
条
第

一
羽
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
次
に
掲
げ
る
資
金
と
す
る
。

一
法
附
則
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
（以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「四

十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
と
い
う
。）
の
就
駿
に
際
し
必
要
な
資
金

木曜日平成 26年 9月 25日

二

四
十
歳
以
上
の
毘
偶
者
の
な
い
女
子
が
医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
の
に
必
要
な
資
金

三
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
法
附
則
第
六
条
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
知
識
技
能
を
習
得
し
て

い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

四
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
医
療
文
は
介
護
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必

要
な
資
金

五
四
十
歳
以
上
の
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
失
業
し
て
い
る
期
間
中
の
生
活
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
資
金

六
住
宅
を
建
鮫
し
、
購
入
し
、
補
修
し
、
保
全
し
、
改
築
し
、
文
は
泡
築
す
る
の
に
必
要
な
資
金

七
住
居
を
移
転
す
る
た
め
に
必
要
な
住
宅
の
貸
借
に
際
し
必
要
な
資
金

八
法
附
則
第
六
条
第
一
刻
第
二
号
に
規
定
す
る
被
挟
益
者
（
次
号
に
お
い
て
単
に

「被
扶
養
者
」
と
い
う
。
）
の

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
若
し
く
は
専
修
学
校
へ
の
入
学
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
知
識
技
能

を
習
得
さ
せ
る
施
設
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
へ
の
入
所
に
際
し
必
要
な
資
金

九
被
扶
養
者
の
婚
姻
に
際
し
必
要
な
資
金

（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
児
童
狭
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
母
子
高品
1
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二

十
四
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
及
び
同
令
第
三
十
一
条
の

九
第
一
項
に
規
定
す
る
父
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
に
、
「
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
「
母

子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
等
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
該
当
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
、
「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
者

に
つ
い
て
は
、
当
該
」
を
「
者
当
該
」
に
改
め
、
問
項
第
二
号
中
「
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
」
を
「
者
そ
の
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
益
育
者
に
限
る
。）
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円
」
を
「
母
及
び
父
を
除
く
。）

二
十
七

万
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
者
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円
」
を

「者

二
十
七
万
円
」
に
改
め
、
問
項
第

恒
降
巨
匠
伝
陀
快
恒
骸
巨
情
』
骸
↑
k
皆同ドー
l
i
l
i－
－

i
l
i
l
i－
－

（
児
蛍
扶
養
手
当
法
施
行
令
の

一
部
改
正
）

三
条

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
り
、
第
一
条
の
三
を
第
二
条
と
す
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
法
令
）

第
六
条
の
二
法
第
十
三
条
の
二
第
一

項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
令
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）

二

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）

三
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）

四
労
働
基
準
法
等
の
施
行
に
伴
う
政
府
職
員
に
係
る
給
与
の
応
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
七
号
）

五
警
察
官
の
職
務
に
協
力
援
助
し
た
者
の
災
密
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）

六
海
上
保
安
官
に
協
力
援
助
し
た
者
等
の
災
笹
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
三
号
）

七
証
人
等
の
被
密
に
つ
い
て
の
給
付
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）

（
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
の
制
限
）

第
六
条
の
三

法
第
十
三
条
の
こ
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
母
又
は
養
育
者

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「母
等
」
と
い

ぅ
。）
に
対
す
る
手
当
の
支
給
の
制
限
は
、
月
を
単
位
と
し
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
（
法
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
を
い
う
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
公
的
年
金
給
付
等
合

算
額

（法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
鎖
、
岡
市
引
第
二
号
に
規
定
す
る
公
的
年

金
給
付
（
同
号
に
規
・
起
す
る
加
算
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
額
及
び
問
項
第
四
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
の
傾

を
合
算
し
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
が
当
該
各
号
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
と
き
は
手



（号外第 21 1号）

当
の
う
ち
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
が
第

一
号
に
定
め

る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
手
当
の
う
ち
悶
号
に
定
め
る
額
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
が
第
二
号
に
定

め
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
手
当
の
全
部
に
つ
い
て
、
行
う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
九
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
手
当
の

一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
母
等
（
法
第
十
条
又

は
第
十

一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
母
等
を
除
く
。）
手
当
（
法
第
九
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
そ

の
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。）
の
額

二

法
第
九
条
第

一
項
又
は
第
九
条
の
こ
か
ら
第
十

一
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
母
等
以
外
の
母
等
手

当
の
額

2

前
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
は
、
次
の
各
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

一

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
に
加
算
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
加

算
さ
れ
た
後
の
額
に
よ
る
。

二

次
の
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
た
当
該
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
定
め
る
給
付

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
つ
い
て
、
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て

い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

イ
船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
五
条
第
四
項
同
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金

口
船
員
保
険
法
附
則
第
五
条
第
四
項
同
項
に
規
定
す
る
遺
族
年
金

ハ
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
附
則
第
五
十
九
条
第
三
項
同
項
に
規
定

す
る
障
害
補
償
年
金

ニ
労
働
者
災
答
補
償
保
険
法
附
則
第
六
十
条
第
三
項
問
項
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

ホ
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一

号
）
附
則
第
十
項
同
項
に
規
定
す
る
障

害
補
償
年
金

へ
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
十
四
項
同
項
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

ト
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一号〉

附
則
第
五
条
の
三
第
三
項
同
項
に

規
定
す
る
障
害
補
償
年
金

チ
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
六
条
第
三
項
問
項
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

リ

公

立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令

〈昭
和

三
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
）
附
則
第

一
条
の
三
第
五
項
同
項
に
規
定
す
る
防
答
補
償
年
金

ヌ
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
儲
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
附
則
第

二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
附
則
第

一
条
の
三
第
五
項
同
項
に
規
定
す
る
巡
族
繍
償
年
金

＝一

法
第
十
三
条
の
ニ
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
的
年

金
給
付
（
同
号
に
規
定
す
る
加
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
績
が
年
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
給
付
の
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額

（そ
の
績
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り

捨
て
て
得
た
額
）
に
よ
る
。

四

二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
文
は
同
項
第
四

号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
給
付
の
額
を
受
給
権
者
の
数
で
除

し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に

一
円
朱
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

ζ

れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
傾
〉
に
よ
る
。

五
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第
一

号
若
し
く
は
第
二
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
又
は
同
項
第
四
号
に
規
定

す
る
遺
族
補
償
等
の
全
額
に
つ
き
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
給
付
の
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
零
と
す
る
。

一

六
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
遺
族
補
償
等
の
額
を
七
十
一

二
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
に
よ
る
。一

七
法
第
四
条
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
児
童
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「支
給
要
件
該
当
児
童
」
と
い
う
。）

が
復
数
あ
る
場
合
に
お
け
る
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
は
、
前
各
国
守
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま

で
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

イ
公
的
年
金
給
付
等
合
口
怖
酬
は
、
全
て
の
支
給
要
件
該
当
児
童
の
児
童
別
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
を
合
算

し
て
計
算
す
る
。
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ロ
イ
に
規
定
す
る
児
童
別
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
は
、
支
給
要
件
該
当
児
盗
ご
と
の
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
鎖
、
岡
市
明
第
二
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
（
同
号
に
規
定

す
る
加
算
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
額
及
び
問
項
第
四
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
の
額
を
合
算
し
て
計
算

す
る
。

ハ
次
の
川
又
は
聞
に
掲
げ
る
支
給
要
件
該
当
児
童
の
児
童
別
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
に
つ
い
て
は
、
ロ
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
川
文
は
凶
に
定
め
る
額
を
上
限
と
す
る
。

山

第

一
順
位
児
箆
（
支
給
要
件
該
当
児
童
の
う
ち
ロ
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
児
童
別
公
的
年
金
給
付

等
合
算
額
が
最
も
低
い
額
で
あ
る
者

（二
人
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
）
を
い
う
。

凶
に
お
い
て
同
じ
。）
以
外
の
支
給
要
件
該
当
児
援
の
う
ち
ロ
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
児
童
別
公
的
年

金
給
付
等
合
算
額
が
最
も
低
い
額
で
あ
る
者
（
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
。

凶
に
お
い
て
「
第
二
順
位
児
童
」
と
い
う
。）
五
千
円

問

第
一
順
位
児
童
真
ひ
第
二
順
位
児
震
以
外
の
支
給
要
件
該
当
児
童

三
千
円

八

前
各
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
と
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

3

法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
父
に
対
す
る
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
を
準
用
す

る
。
と
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
項
中

「同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は

「同
項
第
三
号
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「母

等
」
と
あ
る
の
は

「父
」
と、
「第
十
条
又
は
第
十

一
条
」
と
あ
る
の
は

「第
十
条
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「第
九

条
の
こ
か
ら
第
十

一
条
ま
で
一
と
あ
る
の
は

「第
十
条
」
と、
「母
等
」
と
あ
る
の
は

「父
」
と
、
前
項
第
三
号
中

「同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は

「同
項
第
三
号
」
と
、
問
項
第
五
号
中

「第
二
号
」

と
あ
る
の
は

「第
三
号
」
と、

向
項
第
七
号
ロ
中

「問
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は

「同
項
第
三
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
十
三
条
の
ニ
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
の
制
限
）

第
六
条
の
四

法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
の
制
限
は
、
月
を
単
位
と
し
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
の
区
分
に
応
じ
、
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
（
同
項
第
一

号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付

の
額
及
び
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
の
績
を
合
算
し
て
得
た
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
向

じ
。）が
当
該
各
国
守
に
定
め
る
額
未
満
で
あ
る
と
き
は
手
当
の
う
ち
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
に
相
当
す
る
郎
分
に

つ
い
て
、
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
が
第

一
号
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
手
当
の
う
ち
同
号
に
定
め
る
額

に
つ
い
て
、
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
が
第
二
号
に
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
手
当
の
全
部
に
つ
い
て
、
行

う
も
の
と
す
る
。

一

法
第
九
条
第

一
項
又
は
第
十
三
条
の
ニ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
当
の

一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る

受
給
資
格
者
（
法
第
九
条
第

一
項
、
第
九
条
の
こ
か
ら
第
十

一
条
ま
で
文
は
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の

適
用
に
よ
り
手
当
の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
受
給
資
格
者
を
除
く
。）
手
当
（
法
第
九
条
第

一
項

又
は
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
そ
の

一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。）

の
額

二

法
第
九
条
第

一
項
、
第
九
条
の
こ
か
ら
第
十

一
条
ま
で
又
は
第
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
よ
り

手
当
の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
受
給
資
格
者
及
び
前
号
に
掲
げ
る
受
給
資
格
者
以
外
の
受
給
資
格

者

手

当
の
額

2

前
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
等
合
算
額
は
、
次
の
各
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

一

法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
に
加
算
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
加

算
さ
れ
た
後
の
額
に
よ
る
。

二

次
の
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
た
当
該
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
定
め
る
給
付

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
つ
い
て
、
そ
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て

い
な
い
も
の
と
み
な
す
。

イ
船
員
保
険
法
附
則
第
五
条
第
四
項
問
項
に
規
定
す
る
障
害
年
金

ロ
船
員
保
険
法
附
則
第
五
条
第
四
項
同
項
に
規
定
す
る
遺
族
年
金

ハ
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
附
則
第
五
十
九
条
第
三
項
問
項
に
規
定
す
る
隙
害
補
償
年
金

ニ

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
附
則
第
六
十
条
第
三
項
同
項
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

ホ

国

家
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
十
項
問
項
に
規
定
す
る
障
害
補
償
年
金



14 

へ
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
十
四
項
問
項
に
附
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

ト
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
五
条
の
三
第
二
風
間
項
に
規
定
す
る
障
害
補
償
年
金

チ
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
附
則
第
六
条
第
三
項
同
項
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

リ
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
離
を
定
め
る
政
令
附
則
第

一
条
の
三
第
五
項
同
項
に
規
定
す
る
障
害
補
償
年
金

ヌ
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
附
剣
第

二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
附
則
第
一
条
の
一
一一
第
五
項
問
項
に
・規
定
す
る
遺
族
補
償
年
金

三

法
第
十
三
条
の
ニ
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
が
年
を
単
位
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

と
き
は
、
当
該
公
的
年
金
給
付
の
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
傾
（
そ
の
額
に

一
円
未
満
の
峨
数
が
あ
る
と
き
は
、

と
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
に
よ
る
。

四

二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
文
は
同
項
第
二

号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
給
付
の
師
酬
を
受
給
権
者
の
数
で
除

し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
に
よ
る
。

五
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等

の
全
額
に
つ
き
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
給
付
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
零
と
す
る
。

六
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
遺
族
補
償
等
の
額
を
七
十

二
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に

一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
得
た
額
）
に
よ
る
。

七
前
各
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
、
五
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
と
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と

し
、
五
円
以
上
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
十
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
法
第
十
三
条
の
＝一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
な
い
手
当
の
額
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「第

十
三
条
の
ニ
第
一
項
」
を

「第
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に、
「第
十
三
条
の
二
の
」
を

「第
十
三
条
の
三
の
」

に
改
め

る
。第

八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中

「第
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地

方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

に
、
「
母
子
福
祉
団
体
若
し
く
は
」
を

「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
お
し
く
は
」
に、
「母
子
福
祉
団
体
等
」
を

「母
子

・

父
子
福
祉
団
体
等
」
に、
「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
震
を
扶
益
し
て
い
る
も
の
」
を
「
配
偶
者
の
な
い
者
で
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
に、
「同
条
第
三
項
」
を

「同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
四
条
の
三
十
一
の
見
出
し
中

「及
び
」
の
下
に

「父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第

一
項
中

「母

子
家
庭
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
、
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
及
び
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行

令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
及
び
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に、
「母
子
家
庭

等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に、
「以
下
こ
の
条
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九

の
九
」
を
「
第
三
項
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
九
第

一
項
」
に、
「に
係
る
同
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る

質
問
等
及
。
ひ
司
法
第
二
十
一
二
条
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止
の
命
令
並
び
に
指
定
都
市
が
行
う
同
法
第
三
十
三
条

町第
三
項
」
を

「、
同
法
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業

（
第
三
項
及
び
第
百

七
十
四
条
の
四
十
九
の
九
第

一一
墳
に
お
い
て
「
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
文
は
同
法
第
三
十
三
条

第
四
項
一
に、
「第
三
十
三一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
同
法
第
二

十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条

（同
法
第
三
十

一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
質
問
等
及
び
同
法
第
二
十
三
条
（
同
法
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
母
子
其
ひ
寡
婦
福
祉
法
第
二
十
条
」
を

「母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
二
十
条
」
に
改
め
、
「母
子
家
庭
等
臼
常
生
活
支
援
事
業
を
」
を
削
り
、
「第
三
十

三
条
第
四
項
」
を

「第
士一
十
一
条
の
七
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
か
ら
第
一

一十
四
条
ま
で
の
規
定
は
父
子
家
庭
日
常

生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事

業
を
行
う
者
に
つ
い
て
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
父
子
家
庭
臼
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
（
都

道
府
県
を
除
く
。）」
と
、
同
法
第
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、
「、

寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
」
の
下
に
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「に
つ
い
て
一
を、
「寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。
）」
の
下
に
「
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
」
を
加
え
、
「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
諒
綿
一
稲
祉
法
施
行
令
」
に
改
め
、
「
伺

令
」
の
下
に

「第
三
十
一
条
の
七
及
び
」
を
加
え
、
「
に
あ
っ
て
は
、
同
項
た
だ
し
告
に
規
定
す
る
地
方
社
会
福
祉
審

議
会
ご
を
削
り
、
「地
方
自
治
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
ご
を
加
え
、
「
に
あ
っ
て
は
、
地

方
社
会
福
祉
審
議
会
（
社
会
福
祉
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
を
い
う
。））
」
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中

「母
子
及
。ひ
寡
婦
福
祉
法
！一
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
母
子
家
庭
等
日
常
生

活
支
援
事
業
」
を

「母
子
家

J

挺
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に、
「並
び
に
」
を

「、
同
法
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知

事
の
質
問
等
に
関
す
る
規
定
及
び
同
法
第
三
十

一
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に

よ
る
父
子
家
庭
白
常
生
活
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
の
命
令
に
関
す
る
規
定
並
び

に
」
に、
「第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
九
の
見
出
し
中

「及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中

「
母
子
家
庭
及
び
」
の
下
に
「
父
子
家
庭
並
び
に
」

を
加
え
、
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
及
ひ
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

施
行
令
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
及
び
母
子
及
び
父
子
並
び
に
み
姉
福
祉
法
施
行
令
」
に
、
「母
子

家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」

を

「
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
、
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
文
は
寡
婦
日

常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
「に
係
る
同
法
第
二
十
二
条
」
及
び

「及
ひ
同
法
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
（
同
法
第
三

十
一
条
の
七
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。〉」
を
加
え
、
「
並
び
に
中
核
市
が

行
う
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
に
係
る
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に

よ
る
質
問
等
及
び
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
向
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
制
限
又
は
停
止

の
命
令
」
を
削
り
、
悶
条
第
二
項
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
二
十
条
」
を
「
母
子
及
ひ
父
子
並
び
に
寡
矧
福
祉

法
第
二
十
条
」
に
改
め
、
「母
子
家
庭
等
B
常
生
活
支
援
事
業
を
」
を
削
り
、
「第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十一

条
の
七
第
四
項
中

「第
二
十

一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
」
と

あ
る
の
は

「第
二
十

一
条
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
は
父
子
家
庭
臼
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て
、
第
二

十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
の
規
定
は
父
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。
）
」
と
、
間
法

第
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、
「、
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
」
の
下
に

「に
つ
い
て
」
を
、
「
寡
鮒
日
常

生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。）
」
の
下
に

「に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
「
母
子
及
、
ひ
寡
婦

稿
祉
法
施
行
令
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
改
め
、
「
同
令
」
の
下
に
「
第
三
十
一
条
の

七
及
び
」
を
加
え
、
「問
項
た
だ
し
密
」
を
「
社
会
福
祉
法
第
七
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条
地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
号
〉
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
十
四
第

一
項
第
三
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
箔
祉
法
」

に、
「母
子
福
祉
団
体
若
し
く
は
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
若
し
く
は
」
に
、
「母
子
福
祉
団
体
等
」
を

「母
子

・

父
子
福
祉
団
体
等
」
に、
「配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
認
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
を

「配
偶
者
の
な
い
者
で
現

に
児
盆
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を

「同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
及
び
国
民
年
金
法
施
行
令
の

一
部
改
正
〉

第
六
条
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
普
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
容
」
を

「第

十
三
条
の
二
第
一

項
第

一
号
た
だ
し
密
及
び
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

一

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
十
号
）
第
三
条
の
三
第
二
号

二

国
民
年
金
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
八
十
四
号
）
第
四
条
の
四
の
二
第
一
項
第
五
号

（非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
七
条
非
常
勤
消
防
回
目
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十

一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
第
七
項
第

一
号
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
十
号
若
し
く
は
第
三
項
第
二
号
」

そ

「第
十
三
条
の
二
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
一

号」

に
改
め
、
問
項
第
二
号
中

「第

四
条
第
二
項
第
三
号
、
第
八
号
、
第
九
号
又
は
第
十
三
号
」
を
「
第
十
三一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
文
は
第
二
項
第
一
一

号
」
に
改
め
る
。
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（
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
術
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
術
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三

十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
の
三
第
七
項
中

「第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
古
」
を

「第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し

曾
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
第
五
項
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
也
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
ぢ
」
を
「
第
十
三
条
の

ニ
第
一
項
第

一
号
た
だ
し
窃
及
び
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
魯
」
に
改
め
る
。

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の

一
部
改
正
）

第
九
条
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十

一
条
の
七
の
二
第
二
号
中
「
第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
密
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
岱
」
を
「
第
十

三
条
の
ニ
第
一
項
第

一
号
た
だ
し
砂
及
び
第
二
項
第

一
号
た
だ
し

8
」
に
改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
二
第
一
号
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
mど
を
「
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号
た
だ
し

曾
」
に
改
め
る
。

（地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令

（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
二
号
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
岱
及
び
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
密
」
を
「
第
十
三

条
の
二
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
部
及
び
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
岱
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
十
三
条
の
十
二
の
三
第
一
号
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
冊
目
」
を
「
第
十
三
条
の
ニ
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
密
」
に
改
め
る
。

（
指
定
郎
市
、
中
核
市
又
は
特
例
市
の
指
定
が
あ
っ
た
結
合
に
お
け
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
十

一
条
指
定
都
市
、
中
核
市
文
は
特
例
市
の
指
定
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
事
項
を
定
め
る
政
令
（
昭
和

三
十
八
年
政
令
第
十

一号）

の
一
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中

「母
子
稲
祉
資
金
」
の
下
に

で
父
子
福
祉
資
金
」
を
加
え
、
同
条
第

一
項
中

「母
子
及
び

寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
る
。

（
法
人
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正）

第
十
二
条
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
二
号
へ
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
秘
法
」
を

『母
子
及
び
父
子
並
び
に
鉱
山
則
福
祉
法
」
に
、
「
第
六

条
第
二
項
」
を

「第
六
条
第
三
項
」
に、
「同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
寡
婦
」
を
「
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
寡
婦
（
次

号
ロ
に
お
い
て
「
募
締
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
三
M
g中
「
母
子
異
ひ
寡
婦
福
枇
法
第
六
条
第
六
項
」
を
「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
錦
福
祉
法
第
六
条
第
六
項
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
が
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
が
」
に
、

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
の
」

を
「
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
一
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
に
」
を

「母
子

・
父
子
福
祉
団
体
に
」
に
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項

（
母
子
福
祉
団

体
」
を

「第一
一一
十
一
条
の
六
第
四
項
（
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
で
父
子
家
庭
の
父
を
使
用
す
る
も
の
に
対
す
る
準
用
）

又
は
第
三
十
二
条
第
四
項
（
母
子

・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「母
子
及
び
寡
婦
稲
祉
法
」
を
「
母
子

真
ひ
父
子
並
び
に
寡
mm福
祉
法
」
に
改
め
、
「
に
お
い
て
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
の
規
定
に
従
っ
て
」
を、
「事
業
」

の
下
に
「
（
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
（
売
店
等
の
設
置
の
許
可
等
）
の
規
定
に
よ
り
寡
婦
を
そ
の
業
務
に
従
事
志
せ

て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。）」

を
加
え
る
。

（沖
縦
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
凶
等
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
十
三
条

沖

縄
の
復
帰
に
伴
う
厚
生
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
飽
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第

百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
を
「
〈
母
子
真
ひ
父
子
並
び
に
寡
口
抑
制
祉
法
関
係
）」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
母
子
及
び

寡
婦
椋
祉
法

（」

を
「
母
子
及
、ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
拡
紛
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
が
母
子
及
び
広
州
福
祉
法
」
を

「が
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母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
姉
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
が
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
が
母
子
及
び

父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行

令
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
が
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「が
母
子
及
び
父
子
並
び
に
骨
仲
間
開
稿
祉
法
」
に
改

め
る
。

（
同
家
公
務
員
等
共
済
総
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
緒
的
に
関
す
る
政
令
真
ひ
地
方
公

務
口
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
十
四
条
次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
禽
」
を
「
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
一
号

た
だ
し
笹
」
に
改
め
る
。

一

国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
留
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六

十
一
年
政
令
第
五
十
六
回
可
）
第
七
条
第
一
号

二

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
錯
慣
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
六

十
一
年
政
令
第
五
十
八
号
）

第
七
条
第

一
号

（土
砂
災
密
箸
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
）

第
十
五
条

土
砂
災
答
箸
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
密
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政

令
第
八
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
号
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
施
綬
」
に
改
め
る
。

（
平
成
十
六
年
度
、
平
成
十
七
年
度
、
平
成
十
九
年
度
及
び
平
成
二
十
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年
金
保
険

制
度
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
制
度
の
改
正
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
法
令
に
関
す
る
経
過
指
置
に
関
す
る
政

令
の

一
部
改
正
）

第
十
六
条
平
成
十
六
年
度
、
平
成
十
七
年
度
、
平
成
十
九
年
度
及
び
平
成
二
十
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年

金
保
険
制
度
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
制
度
の
改
正
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
法
令
に
関
す
る
経
過
措
慣
に
関

す
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
第

一
号
中

「第
四
条
第
三
項
第
二
号
た
だ
し
稽
」
を
「
第

十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
た
だ
し
曾
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第

一
号
中

「第
四
条
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
魯
及
び
第
三
柄引第
二
号
た
だ
し
総
」
を

「第
十

三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
轡
及
び
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
茜
」
に
改
め
る
。

（地
岡
県
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
指
凶
法
施
行
令
の
一
部
改

正）
第
十
七
条
地
綬
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
勘
定
備
等
に
閲
す
る
特
別
措
也
法
施
行
令
（
平

成
十
七
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
界
的
則
稲
祉
法
」
に
、
「
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
を

「
母
子

・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に、
「母
子
休
謎
ホ
ー
ム
」
を
「
母
子

・
父
子
休
養
ホ
l
ム
」
に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の

手
当
金
等
に
つ
い
て
の
母
子
及
。
ひ
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
〉

第
十
八
条

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令

第
百
六
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
及
び
本
則
中
『
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
改

め
る
。

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の

一
部
改
正
）

第
十
九
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
語
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
十
一
号
中
「
母
子
及
び
寡
姉
福
祉
法
」
を

「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
矯
祉
法
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
十
九
号
及
び
第
二
十
三
号
、
第
九
十
二
条
第
八
号
並
び
に
第
九
十
六
条
第
九
号
中

「母
子
及
び
」
の
下

に
「
父
子
並
び
に
」
を
加
え
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
、
第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第

十
四
条
及
、
ひ
第
十
六
条
の
規
定
は
、
間
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
位
）

2

平
成
二
十
七
年
七
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
に
係
る
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法

施
行
令
（
以
下
こ
の
項
及
ひ
次
項
に
お
い
て

「新
令
」
と
い
う
。）第
三
条
第

一
項
及
び
第
四
条
第

一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
三
条
第

一
項
中
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令

〈昭
和
三
十
九
年
政
令
第

二
百
二
十
四
号
）
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
及
び
同
令
第
三
十

一
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
父
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
と
あ
る
の
は

「次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
六

年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

（昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と、
「母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金

等
」
と
あ
る
の
は

「母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と
、
新
令
第
四
条
第

一
項
中

「母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了

支
媛
給
付
金
等
」
と
あ
る
の
は

「母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と
す
る
。

3

平
成
二
十
七
年
八
月
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
ま
で
の
月
分
の
児
蛮
扶
養
手
当
に
係
る
新
令
第
三
条
第

一
項
及
び

第
四
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
三
条
第

一
項
中

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行

令
」
と
あ
る
の
は

「次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦

福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
十

一
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
・
自
立
支
援
給
付
金
並
び
に
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
と、
「母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
等
」と
あ
る
の
は
「母

子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
等
」
と
、
新
令
第
四
条
第

一
項
中

「母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
等
」
と

あ
る
の
は

「母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
等
」
と
す
る
。

（号外第 211号）

内
閣
総
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大
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麻
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郎

総
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大
臣

山
本

早

苗

財

務

大

臣

麻

生

太
郎

文
部
科
学
大
臣
下
村
博
文

厚
生
労
働
大
臣
塩
崎
恭
久

国
土
交
通
大
臣
太
田
昭
宏
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4 （号外第 217号）幸E

O
厚
生
努
働
省
令
第
百
十
五
号

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
位
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

六

年

九

月

三

十

日

厚

生

労

働

大

臣

塩

崎

恭

久

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
耐
震
備
等
に
関
す
る
省
令

（母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第

一
条
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
規
則

（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

母
子
及
び
父
子
並
び
に
界
的
知
福
祉
法
施
行
規
制

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中

「第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

（
昭
和
一
二
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。）
第
十
七
条
」
を
「
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
中

「第
十
七
条
」
を

「第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
四
と
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
令
」
を
「
厨
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十

四
日
写
。
以
下

「
令
」
と
い
う
。）
」
に
、
「貸
付
金
」
を

「母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
三
と

し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
法
人
等
）

第
一
条

母

子
及
び
父
子
並
び
に
雰
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。）第

六
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
隊
生
労
働
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
と
し
、
同
項
第

二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
役
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
役
員
と
す
る
。

一
公
益
社
団
法
人
文
は
公
益
財
団
法
人
理
事

二
一
般
社
団
法
人
文
は
一
般
財
防
法
人
（
公
益
社
団
法
人
又
は
公
益
財
団
法
人
を
除
く
。）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
も
の
理
事

イ
そ
の
行
う
事
業
に
よ
り
利
益
を
得
る
こ
と
文
は
そ
の
得
た
利
益
を
分
配
す
る
ζ

と
を
目
的
と
せ
ず
、
か
っ
、

そ
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
組
織
が
適
正
で
あ
る
法
人
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の

（
浴
算
中
に
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
を
除
く
。
）

川

そ
の
定
款
に
剰
余
金
の
分
配
を
行
わ
な
い
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

ω
そ
の
定
款
に
解
散
し
た
と
き
は
そ
の
残
余
財
産
が
図
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
次
に
掲
げ
る
法
人

に
叫
附
属
す
る
回
目
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

川
公
益
社
団
法
人
文
は
公
益
財
団
法
人

川
公
益
社
団
法
人
及
。
ひ
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
閲
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
九
号
）

第
五
条
第
十
七
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
法
人
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閉
山
及
ひ
聞
の
定
款
の
定
め
に
反
す
る
行
為
（
山
、
山
及
び
凶
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
し
て
い
た

期
聞
に
お
い
て
、
剰
余
金
の
分
配
文
は
残
余
財
産
の
分
配
若
し
く
は
引
波
し
以
外
の
方
法
（
合
併
に
よ
る

資
産
の
移
転
を
含
む
。
）
に
よ
り
特
定
の
個
人
又
は
団
体
に
特
別
の
利
益
そ
与
え
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
、
又
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

凶
各
理
事
（
清
算
人
を
含
む
。
以
下
こ
の
凶
及
び
ロ
仰
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
理
事
及
び
当

該
理
事
の
配
偶
者
文
は
一
一
一
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
の
当
該
理
事
と
次
に
掲
げ
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者

で
あ
る
理
事
の
合
計
数
の
理
事
の
総
数
の
う
ち
に
占
め
る
割
合
が
、

一
一
一
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

川
当
該
理
事
の
配
偶
者

川
当
該
理
事
の
三
親
等
以
内
の
親
族

川
当
該
理
事
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者

側
当
該
理
事
の
使
用
人

川
川
か
ら
刷
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
当
該
理
事
か
ら
受
け
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
る
も
の

同
捌
か
ら
川
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
生
計
を
－
に
す
る
こ
れ
ら
の
者
の
配
偶
者
文
は
三
親
等
以
内
の
親
族

ロ
そ
の
会
員
か
ら
受
け
入
れ
る
会
費
に
よ
り
当
該
会
員
に
共
通
す
る
利
益
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
か

っ
、
そ
の
事
業
を
運
営
す
る
た
め
の
組
織
が
適
正
で
あ
る
法
人
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す

も
の
（
清
算
中
に
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
ζ
と
と
な
っ
た
も
の
を
除
く
。
）

川

そ
の
会
員
の
相
互
の
支
援
、
交
流
、
連
絡
そ
の
他
の
当
該
会
員
に
共
通
す
る
利
益
を
図
る
活
動
を
行
う

こ
と
を
そ
の
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
。

山

そ
の
定
款
（
定
款
に
基
づ
く
約
款
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
）
に
、
そ
の
会
員
が
会
資
と
し

て
負
担
す
べ
き
金
銭
の
額
の
定
め
文
は
当
該
金
銭
の
額
を
社
員
総
会
若
し
く
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り

定
め
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

閉
そ
の
主
た
る
事
業
と
し
て
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

凶
そ
の
定
款
に
特
定
の
個
人
又
は
団
体
に
剰
余
金
の
分
配
を
受
け
る
権
利
を
与
え
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ

少」
。

悶
そ
の
定
款
に
解
散
し
た
と
き
は
そ
の
残
余
財
産
が
特
定
の
個
人
文
は
団
体
（
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団

体
、
イ
山
川
若
し
く
は
川
に
掲
げ
る
法
人
又
は
そ
の
目
的
と
類
似
の
目
的
を
有
す
る
他
の
一
般
社
団
法
人

若
し
く
は
一
般
財
間
法
人
を
除
く
。）
に
削
附
属
す
る
旨
の
定
め
が
な
い
こ
と
。

附
川
か
ら
悶
ま
で
及
び
的
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
し
て
い
た
期
間
に
お
い
て
、
特
定
の
個
人
文
は

団
体
に
剰
余
金
の
分
配
そ
の
他
の
方
法
（
合
併
に
よ
る
資
産
の
移
転
を
含
む
。
）
に
よ
り
特
別
の
利
益
を
与

え
る
こ
と
を
決
定
し
、
又
は
与
え
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

間
各
理
事
に
つ
い
て
、
当
該
理
事
異
ひ
当
該
理
事
の
配
偶
者
文
は
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
の
当
該
理

事
と
イ
凶
刊
か
ら
M
ま
で
に
掲
げ
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
で
あ
る
理
事
の
合
計
数
の
理
事
の
総
数
の
う

ち
に
占
め
る
割
合
が
、
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
ζ
と。

三
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
田
町
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

理
事

（
法
第
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
）

第

一
条
の
二
法
第
十
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
自

立
促
進
計
画
の
素
案
及
び
当
該
阜
県
案
に
対
す
る
意
見
の
提
出
方
法
、
提
出
期
限
、
提
出
先
そ
の
他
意
見
の
提
出
に

必
要
な
事
項
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
印
刷
物
の
配
布
そ
の
他
適
切
な
手
段
に
よ
り
住
民
に
周
知
す
る
方

法
と
す
る
。

（
令
第
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
役
員
）

第

一
条
の
三

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
役
員
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
理

事
と
し
、
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
役
員
と
す
る
。

第
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
中

「福
祉
事
務
所
」
の
下
に
「
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
〉
に
定
め
る
福
祉

に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
第
六
条
の
五
に
お
い
て
同
じ
。ど

を
加
え
る
。

第
三
条
の
前
の
見
出
し
を
「
〈
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
の
開
始
の
届
出
）
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
二
か
ら
第
六
条
の
五
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
六
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
児
蛍
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
蛮
健
全

育
成
事
業

二

児

蛍
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業

三
児
滋
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
一
時
預
か
り
事
業

（
法
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
三
法
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
同
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
切
に
行
う
ζ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。

第
六
条
の
四
削
除

（
法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
）

第
六
条
の
五

法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
教
育
訓
練
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
そ
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
雇
用
の
安
定
及
び
就
駿
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
裂
な
職
業
に
関
す
る
訓

練
と
し
て
廊
道
府
県
知
事
、
市
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
又
は
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
（
以
下

「邸
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
が
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
六
の
前
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
の
手
続
ど
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「令

第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
法
第
三
十
一
条
第
一
号
」
に
、
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
、
「
同
項
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
）
の
所
得
の
額
」
の
下
に
「
（
児

童
扶
益
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
所

得
の
額
を
い
う
。
以
下
向
じ
。
ど
を
加
え
、
「
扶
養
親
族
等
」
を
「
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

三
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
等
（
以
下
「
扶
養
親
族
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
「
所
得
税
法
」

の
下
に
「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
」
を
、
「
数
に
つ
い
て
の
市
町
村
長
」
の
下
に
「
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。

以
下
問
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
七
第
一
項
中
「
令
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
の
五
」

に
改
め
る
。

第
六
条
の
八
第
一
項
中
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
そ
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
改
め
、

「
前
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
州
規
定
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
九
第
一
演
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
』
に
、
『
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」

を

「
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
）

第
六
条
の
九
の
二
法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
と
し
て
郎
道
府
県
知
事
等
が
定

め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
の
十
の
前
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
高
等
院
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
の
手
続
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
令

第
三
十
条
第

一
項
」
を
「
法
第
三
十

一
条
第
二
号
」
に
、
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を

「母
子
家
庭
高
等
曲
刷
業

訓
練
促
進
給
付
金
」
に
、
「
同
項
」
を

「同
号
」
に
、
「
以
下

「後
成
機
関
」
を

「次
項
、
第
六
条
の
十
四
第
一
項
及
び

第
六
条
の
十
六
に
お
い
て

「養
成
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中

「第
三
十
条
第
三
項
第
一
口
ぎ
を

「第

二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十
条
第
三
項
」
を

「第

二
十
九
条
第
三
項
」
に
、
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
二
中
「
高
等
駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
母
子
家
庭
高
等
駿
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
三
中
「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
を
「
針
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」
に
改
め
、
「
以

下
」
の
下
に
「
こ
の
条
か
ら
第
六
条
の
十
五
ま
で
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
十
六
の
前
の
見
出
し
を
「
（
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
の
手
続
ご
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、
「
高
等
職
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
を
「
母
子
家

庭
高
等
帥
刷
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
以
下
「
修
業
開
始
日
」
を
「
次
号
に
お

い
て
『
修
業
開
始
臼
」
に
、
「
「
修
了
日
」
を

「
こ
の
条
に
お
い
て

「修
了
日
」
に
改
め
、
問
項
第
四
号
中

「第
三
十

条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
条
第
四
項
第

一号」

に
改
め
る
。

第
六
条
の
十
七
第
一
項
中
『
第
三
十
条
の
こ
第
一
項
及
び
第
二柄
引
」
を
「第
三
十
条
第
二
項
及
、
ひ
第
三
項
」
に
、
「
同

条
第
三
項
一
を

「同
条
第
四
項
」
に、
「高
等
総
業
訓
練
修
了
支
援
給
付
金
一
を

「
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
修
了
支

援
給
付
金
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
一
条
の
五
第
二
柄
引
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
十
七
の
ニ
法
第
三
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事

文
は
市
町
村
長
が
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。
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（父子福祉資金貸付金の貸付業務の報告）
第六条の十七の三第一条の三の規定は、父子福祉資金貸付金の貸付けについて準用する。との場

合において、同条第一項中「第二十四条」とあるのは、「第三十一条の八において準用する令第二
十四条」と読み替えるものとする。

（法第三十一条の七第一項に規定する厚生労働省令で定める場所等）
第六条の十七の四第一条の四から第六条までの規定は、父子家庭日常生活支援事業について準用

する。この場合において、第一条の四中「第十七条第一項」とあるのは「第三十一条の七第一項」
と、同条第二号中「第六条第一項」とあるのは「第六条第二項」と、「する配偶者のない女子」と

あるのは「する記偶者のない男子」と、「配偶者のない女子で現に児貨を扶養しているもの」とあ
るのは「配偶者のない男子で現に児貨を扶議しているもの」と、第二条中「第十七条第一項」と

あるのは「第三十一条の七第一項」と、第二条の二中「第十八条」とあるのは「第三十一条の七
第三項において準用する法第十八条」と、第三条及び第四条中「第二十条」とあるのは「第三十

一条の七第四項において準用する法第二十条」と、第五条中「第二十一条」とあるのは「第三十
一条の七第四項において準用する法第二十一条」と、第六条中「第二十二条第二項」とあるのは

『第三十一条の七第四項において準用する法第二十二条第二項」と読み替えるものとする。
（法第三十一条の八において準用する法第二十八条第二項に規定する厚生労働省令で定める事

業）
第六条の十七の五第六条のこの規定は、法第三十一条の八において準用する法第二十八条第二項

に規定する厚生労働省令で定める事業について準用する。
（法第三十一条の九第三項に規定する厚生労働省令で定める者）

第六条の十七の六第六条の三の規定は、法第三十一条の九第三項に規定する厚生労働省令で定め
る者について準用する。

（法第三十一条の十において読み替えて準用する法第三十一条第一号に規定する厚生労働省令で
定める教育訓練等）

第六条の十七の七第六条の五から第六条の十七までの規定は、父子家庭自立支援給付金について
単周する。この鳩合において、次の表の上棚に犯げる規定中同表の中川閣に掲げる字句は、それぞ

れ問表の下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。

璽条 璽条 璽条
璽 塑 重
条 条 条
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E’:i 

もで るもで
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号 に に
児 児

用す第三 第六る第六条

第六条の八る努六条の十七

第六る第六条 養てし者配偶 父子

草干ー霊三条署十ー平

養し偶配 第法第三
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令第条一 条の 条の いの いの 十一
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I福幸
の 第の の の男子 の子男
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に

項第おに
に で 号お で 号お

お お 現 し、 現 し、
し、 二い し、

主童に児
て に て

項お

準用すて 号準用すて 準用すて

準 児 準
し、

用す 扶蛍を 用す
Lて:¥!! る る



幸良官 6 

笠 墾 第
条第

第 第 第
第条 第条，、 ノ、

条 条 条 条 条 条
の の の の の の の の の

土第
五十

十 十 十 第十 十第 十第 九
の

第 一
一 項第 項第 項

項 項
四
号 号

第
笠条 扶援五をI偶者記の

空 第
土第1ユ筆条ノ、

項2結 塑 第 第、 空 第 第

第十条
条

i 十九条第
条

十九重
条実 条 十 十

の の ーの の の条 の
十 しな 十第 項十 十

十六十の
十 条第 条第てい 四 てい てい

項 第 いる女子 項 及第び
第

項第

四 いる女子 い女子
項

項及び
第 号 号

項 もで 項 もで るもで
の現

項及び
の現 の現

L乙 条 第 弓日 』こ lζ 
児 の 児 児

第

員Z餐てし偶配者
父

る第条
父

童周る福第＋ 
護条の十の十七

ゑ5六条日墾条／の、
用す第三

第六る第条六 養てし偶者配

経三霊十条平

養てし配者偶 法第第三 父

十 墾条の 令第る十ー条
三十

いの 条の いの いの 十一
条 るな の十七 十の十七 十の七十 るな るな 一条
の もい

第十の

九室手平第長
主重主量 主重主量

もい もい
条第の十

十第 ーの の子男 三の七 四の 二の の男子 の子男
第七 一七 第七 七 こに こに
ーに で 項』ζ

書第六条おに
ーに lこ で 号お で 号お

なi巧1お !.fl お 項お 四の お !Ji し、 政 し、
し、

i 主

し、 し、 ーに し、 第七 し、 て

霊喜
準てて て 項お て

項及第び準おいて 準用すて
項第おい

ーに

準用すて

準
準 準 し、 の準用

項及びおいて 用す 用

用す 周す て
十五す

一て す
準 号準 る る

（号外第 217号）火曜日平成 26年 9月 30日

璽 墾
ノ、 J、
条 条
の

土の第十七

第
一
項 項第

四
号

条第同
第 第

十条第 十条第四
項

等 四 てい

項及。項第 いる子女

もで
第 号 の現

項
に
児

項す主穿周晶第主士
手喜第聖± 条

養てし偶配者

いの
るな

三の 三の もい

の男子

で
現

お ーい
し、

号地て
て

（
法
第
三
十
一
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
六
条
の
十
七
の

八

第
六
条
の
十
七
の
こ
の
規
定
は
、
法
第
三
十
一
条
の
十
一
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
条
の
十
八
中

「、

第
六
条
の
二
第
二
項
、
第
六
条
の
四
第
二
項
」
を
削
り
、
「
第
六
条
の
十
六
第
二
項
」
の
下

に
「
（
と
れ
ら
の
規
定
を
第
六
条
の
十
七
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
十
九
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
業
務
の
報
告
）

第
六
条
の
十
九

第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
業
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
二
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
二
十
四
条
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
等
）

第
七
条
第

一
条
の
四
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
条
の
四
中

「第
十
七
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は

「第
三
十
三
条
第

一
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中

「第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
八

百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
児
撞
を
扶
養
し
て
い
る
も
の

（以
下

「記
似
街
の
な
い
女
子
で
現
に
児
滋
を
挟

益
し
て
い
る
も
の
」
と
い
う
。
）」
と
あ
る
の
は

「第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
鉱
山
則
」
と
、
第
二
条
中
「
第
十
七

条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は

「第
三
十
三
条
第

一
項
」
と
、
第
二
条
の
二
中
「
第
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十

三
条
第
三
項
に
お
い
て
帥
半
周
す
る
法
第
十
八
条
」
と
、
第
三
条
及
び
第
四
条
中
「
第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
三
条
第
四
項
」

と
、
第
五
条
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
二
十
一
条
」
と
、
第
六
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
’一
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
八
条
第
六
条
の
三
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
九
条

第

六
条
の
十
七
の
ニ
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
中
「
母
子
家

J

挺
等
及
び
」
を

「母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
並
び
に
」
に
改
め
、
「第
三
条
第
二
項
」
の
下

に
「（
第
六
条
の
十
七
の
四
真
ひ
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

そ
加
え
、
「第
九
条
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
」
を

「第
六
条
の
十
七
の
四
及
び
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
「
、
第
八
条
第
二

項
中

「真
ひ
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は

「、
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「指

定
郎
市
の
長
」
と
」
を
削
る
。

第
十
五
条
中

「母
子
家
庭
等
及
び
」
を

「母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
並
び
に
」
に
改
め
、
「第
三
条
第
二
項
」
の
下

に
「
（
第
六
条
の
十
七
の
四
及
び
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を
加
え
、
「第
九
条
第
二
項
に
お
い
て

読
み
替
え
て
準
用
す
る
」
を
「
第
六
条
の
十
七
の
四
及
び
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
「
第
八
条
第
二
項

中

「及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は

「、

都
道
府
県
及
び
中
係
市
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「中
核
市

の
長
」
と
、
」
を
削
る
。
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記
様
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を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
三
第
一
項
第

一
号
ロ
川
中
「
母
子
及
び
寡
婦
稲
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、

「
を
実
施
」
を

「若
し
く
は
父
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
（
同
法
第
三
十
一
条
の
九
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
父
子

家
庭
就
業
支
緩
事
業
を
い
う
。
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
災
施
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
四
第

一
項
中

「を
実
施
」
を

「若
し
く
は
父
子
家
庭
就
業
支
援
引
業
を
実
施
」
に
改
め
る
。

三
条
児
箆
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「第
二
十
四
条
の
五
」
を

「第
二
十
四
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
一
条
第
七
号
ニ

ω中
「
第
三
条
の
三
第
一
項
第
三
号
」
を

「第
三
条
の
四
時
刻

一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
二
号
を
加
え
る
。

九
対
象
児
蛮
が
法
第
十
三
条
の
ニ
第
一
項
各
国
可
（
受
給
資
格
者
が
母
又
は
益
育
者
で
あ
る
と
き
は
第
三
号
を
除

き
、
受
給
資
格
者
が
父
で
あ
る
と
き
は
第
二
回
与
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
証

明
書

イ
当
該
対
象
児
童
が
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
は
、
当
該
公
的
年
金
給
付
の
額
に
つ
い
て
の
当
該
公
的
年
金
給
付
の
支
給
を
行
う
者
の
証
明
魯

ロ
当
該
対
象
児
滋
が
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
加
算
の
額
に
つ
い
て
の
当
該
公
的
年
金
給
付
の
支
給
を
行
う
者
の
証
明
書

ハ

当
該
対
象
児
盗
が
法
第
十
三
条
の
二
第

一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
加
算
の
額
に
つ
い
て
の
当
該
公
的
年
金
給
付
の
支
給
を
行
う
者
の
鉦
明
岱

ニ
当
該
対
象
児
盗
が
法
型
主
系
の
二
第
一．
唄
第
四
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

縫
合
に
は
、
当
該
辿
族
補
償
等
の
帽
酬
に
つ
い
て
の
当
骸
遺
族
補
償
等
の
給
付
を
行
う
者
の
紅
明
容

十
受
給
資
格
者
が
法
第
十
三
条
の
ニ
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
証
明
部

イ
当
該
受
給
資
絡
者
が
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第

一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
は
、
当
該
公
的
年
金
給
付
の
額
に
つ
い
て
の
当
該
公
的
年
金
給
付
の
支
給
を
行
う
者
の
証
明
治

ロ
当
該
受
給
資
格
者
が
法
第
十
三
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
は
、
当
該
巡
族
補
償
等
の
輔
酬
に
つ
い
て
の
当
該
遺
族
補
償
等
の
給
付
を
行
う
者
の
証
明
書

第
二
条
第
二
号
中

「文
は
第
六
号
」
を

「、
第
六
号
又
は
第
九
口
さ
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
支
給
停
止
に
関
す
る
届
出
）
」
を
付
す
。

第
三
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
五
」
を

「第
二
十
四
条
の
五
第
一
一
一
項
、
第

二
十
四
条
の
六」

に、
「第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に、
「第
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に、
「綴
式
第
五
号
の
三
」
を

「様
式
第
五
号
の
四
」
に
改
め
、
問
項
第
一
号
中

「に
あ

っ
て
は
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
号
」
を

「に
あ
っ
て
は
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号

ロ
川
中

「第
二
十
四
条
の
四
第

一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
五
第

一
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中

「第
二
十
四
条
の
四

第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
場
合
」
を

「第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て

い
る
均
合
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
イ
中
「
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
第

一
号
」
を

「第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
第

二
ぎ

に
改
め
、
同
号
ロ
中

「第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
第
二
号
」
を

「第
二
十
四
条
の
五
第
三
項
第
二
号
」
に
改

め
、
悶
条
第
二
項
中

「第
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を

「第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二

十
四
条
の
四
第
二
項
第
一

回ザ
」
を

「第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
の
四
と
す
る
。
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第
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
条
の
三

受
給
者
は
、
法
第
十
三
条
の
こ
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
全
部
又
は
一
部
の
支
給
を
受
け
な
い
こ
と
と

な
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
公
的
年
金
給
付
等
受
給
状
況
届
（
様
式
第
五
号
の
三）

老
手
当

の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
九
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る

証
明
冷
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

受
給
省
は
、
法
第
十
三
条
の
こ
の
規
定
に
よ
り
手
当
の

一
部
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
事
由
が
消
滅
し

た
と
き
文
は
当
該
事
由
の
内
容
に
変
吏
が
生
じ
た
と
き
は
、
十
四
日
以
内
に
、
公
的
年
金
給
付
等
受
給
状
況
届
を

手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
泌
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
第
九
号
文
は
第
十
号
に
掲

げ
る
証
明
書
房
』
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
第
五
号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
号
」
を

「第
二
条
第
一

号」

に
改
め
、
同
条
第
六
号
中

「第
一
条
の
三
第

三
号
」
を
「
第
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
一
条
の
三
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
五
号
」
に
改
め

る
。

（号外第 217号）幸R

第
十
二
条
の
三
中
「
第
三
条
の
三
」
を

「第
三
条
の
三
第
一項、

第
三
条
の
四
」
に
改
め
、
「
第
十
一
条
ま
で
」
の

下
に
「
又
は
第
十
三
条
の
二
」
を
加
え
、
「
文
は
第
十
一
条
」
を
「
、
第
十
一
条
又
は
第
十
三
条
の
一
ご
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
第
十

一
条
ま
で
」
の
下
に

「
又
は
第
十
三
条
の
ニ
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中

「第
三
条
の
一
ご
の
下
に
「
、

第
三
条
の
三
」

を
、「
児
童
扶
養
手
当
被
災
状
況
魯
」
の
下

に
で
公
的
年
金
給
付
等
受
給
状
況
届
」
を
、
「
第
十
一
条
ま
で
」
の
下
に
「
文
は
第
十
三
条
の
二
」
を
加
え
、
「（
法

第
九
条
第

一
項
」
を
「
と
認
め
た
と
き
（
法
第
九
条
第
一
項
文
は
第
十
三
条
の
一
ご
に
改
め
、
「と
認
め
た
と
き
」
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中

「第
十
三
条
の
ニ
第
一

項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前

項
」
を

「第
一
項
」
に
改
め
、
「
第
十
一
条
ま
で
」
の
下
に

「又
は
第
十
三
条
の
一
ご
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第

十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第

一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
五
の
見
出
し
を
「
（
法
第
十
三
条
の
三
第
二
項
の
適
用
）
」
に
改
め
、
間
条
第
一

項
中

「第
三
条
の
三

第
一
項
ー一
を
「
第
三
条
の
四
第
一
項
」
に
、「
第
十
三
条
の
ニ
第

一
項
一
を
「
第
十
三
条
の
三
第

一
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
三
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
三
条
の
四
第
二
項
一
に
、
「
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を

「第
十
三
条

の
三
第
一
項
一
に
改
め
、
第
二
訟
中
間
条
を
第
二
十
四
条
の
六
と
し
、
第
二
十
四
条
の
四
を
第
二
十
四
条
の
五
と
す

る
。

官火曜日平成 26年 9月 30日

第二十四条の三の次に次の一条を加える。

（令第六条の三第二項第六号及び第六条の四第二項第六号の厚生労働省令で定める額）

第二十四条の四令第六条の三第二項第六号及び第六条の四第二項第六号の厚生労働省令で定める

額は、次の表の上欄に掲げる規定によりその支給を停止された同表の中欄に潟げる給付について、

当該給付の全額とする。ただし、同表の下欄に掲げる一時金が支給されたときは、その支給され

た月後俗初の同表の中欄に婦、げる給付の支払期月から一年を経過した月以後については、同表の

中州欄に拘げる給付の額を、回分の五にその経過した年数（当該年数に一年未満の端数を生じたと

きは、これを切り捨てた年数）を乗じて得た数に一を加えた数で除して得た傾とする。

1 苦項霊縫三号堂法（ 

語五

第条

項一昭 条五年法四

金項問 金項問
金項問』こ

金項同 金項問 金項向 金項問 金項問 項問 項問

』こ

規定すに 規定す 規定す 規定す 規定す 規定す 規定す規定す 規定す 規定す

陣容4 

一項同 一項同 一項同 一項同 一項同 一項同
一金時項同に 項問 項同

時金に 金時に 時金' こ 時金l こ 時金' こ 金時に Lこ

規定 規定す 規定す 規定す 規定す 規定す 建 規定す 規定

す す

障害払

金時 金時

第
二
十
六
条
第
六
項
中
「
公
簿
」
を
「
公
簿
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次

一
項
を
加
え
る
。

6

第

一
愈
の
規
定
に
よ
り
諮
求
書
文
は
届
密
に
第

一
条
第
九
号
イ
か
ら
こ
ま
で
に
規
定
す
る
証
明
郵
又
は
同
条

第
十
号
イ
若
し
く
は
ロ
に
規
定
す
る
証
明
書
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
公
的
主

金
給
付
の
受
給
状
況
又
は
遺
族
補
償
等
の
受
給
状
況
が
』
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
岱
類
を
添
え
る
こ
と
に

よ
り
当
該
関
係
事
項
の
会
て
そ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
そ
の
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

曾
類
を
、
当
該
請
求
苫
又
は
属
曹
に
添
え
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
も
の
と
す
る
。
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定
和
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払

圏
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一
文
命
企
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あ
な
た
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こ
と
に
つ
い
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司区峰

ある・ 1い
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他

あなたと．あなたの配偶者 ・岡崎している扶聾苑皆者の所榊について

取成 年分所得 I 0 絹求者 I 0 配偶者 ｜ 。扶 聾 義 務 者

氏 名 ｜一ーーーーーー~ ·

控除討量配偶者且び狭量製族的合

＠装警β待合子宮霊安皇制2
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一
円
一
円

同
一
例
一円
一
円
一
円

門
一
向
一
円
一
門
一
門

円
一
円
一
円
一
円
一
円

円

阿

円

－－－戸戸

。氏名

＠健慣控陣

徐 10医 療 費 佳 陣

。小線信企 EJ』高等j揖企姥除

＠配偶者特別照除

。諮問抑制官

問符掛…時レ／｜ 円レ／
＠陵陣撞の所得額 ｜ 円

所得制限限度額 ｜全語文曲｜ 円

卜 節支給 ｜ 1'1 ［二一~
開悟書me抽えて 兇食怯鍵手当町畳給資栴の認定傘”求します”

平 成 昭 ii 四

都道府県卸事 (I括判事務所員）

市町村亜（揃組本務所長｝

円
－
円
一
一
一
円
一
円

円
一
円
一川
口
一
円
一
円

円
一
例
一
川
口
一
円
一
円

1長三~三
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~r& ) I~謀

議主主よ~~11禁容認~~
年·：~＂－ ド｛ 11n I年如デコード｛ 円｝｝

:n~gh:Hr2 

:H~＆b!H~ 
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＠ l畳けることがで曹る 1. ll 顕 ｜⑩児童の宜主 l畳けるニとができる l 崎 領

側室 ｜長会吟合仁川），~i Id鎮静I!'1！千ω
⑪児 宜

@l’加の続柄問；

0・~i!ltfi'抽めた年月円児

童

の

こ

と

巳

つ

い

て

巴区
憎＋ー
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回
醒
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－
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句
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お
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平
一
月
一
丘
月
一

主主 Ii母の皿貰又は勤務先

認；却下｜ 年月 ｜ 人I~：：！ ~ 

あ
る
・
と
き

⑬
宜
主
は
母
が
Mm古
で

公的年金町種頭 .II害等a

田

O
円

買
白
砂

ω
N
世
時 号

＠ 真面の注意をよ〈緩んでから記入して下さい．燕．桜栄町慣は記λする必要がありません．乍は階事ではっきり書いてドさい，記名押印に代えて署名する.：.とがで舎ます．

2経t:i~ I o)r （側阻） 0土日~：！lロを歪~§.)J...Y E0対.!1侭0ム4小.!1~き’ば時。

(8) 児嚢若しくは諮求者が公的年金若しくは遺族補償等を受けることができる喝合文は児童が公的年金の加算の対象となっている場合には、その給付を行う者の証明書

白



t華'Ii:(終回目伊（担保闘）もみJ対E;'吋 小!.l浴定的。

織式第四号（第二条関係｝

。
面）｛褒

号第※※ 

日生
日月年平成

市区町村

受付年月日
※ 111 

名H 
経

冒f
※ 

日
手． 徒

号

関係書類を添えて、児髭侠養手当の額の改定について拘求します．

刀年

第

平成村

出
’T 
再

※ 日

号

年月

第

平成村

出

町

健

※ 

第② 証 書 番 号

児盆扶養手当額改定鮪求書

所

｛ふりがな｝

氏名

｛主

① 

＠ 

（
市
町

k
n
F
N
聴
式
昨
）

5手

受けること種類（ ） 
ができる基礎年金番号

－年金コード
支給停止 （ 
受けることができない

受けること !UliC l 
ができる 基縫年金番号

－年金コ－ f( 
支給停止 （ ヲ
受けることができない

さ
き
の

と
で
償

た
が
柿

し
と
桜

亡
こ
遺

死
る

の
け
金

時
受
年
況

は
が
的
状

又
議
公
給

父
児
る
受

日月年平成

⑬ 

担

受けること福類（ ） 
必礎年金書号

ができる ・年金 コード
支給停止 （ ） 
受けることができない
年額（ 円）

｝
号
ド
〉
り

需
一

l

金
コ

U
U
年

金

い

削

償

年

山

F
W薗
・
（
引
い

，F

命

u
，‘、

し
る
止
十
一
額

る
き
停
レ
ト
一

け
で
給
け
咋

受

が

支

受

児広が加算の対象となっ
ている父又は母の公的年
金の受給状況

身体制書者手帳の
信号及v附智等級

公的年金の橿頚・防御
等 級

＠ 

D
あ
る
と
き

4
父
又
は
母
が
隙
沓
で

＠ 氏名

都道府県知事（福祉事務所長）｝

市 町 村 長 （ 福 祉 事 務 所長｝

田
盟
《 殿

日月年平成※※旺書作成※※  

父又は陪の輸業又 l:t卸J
A事先名号

備

＠ 裏面の注意をよく説んでから記入して下さい．※、※※の欄は記入する必要がありません．
＠ 字は情書ではっきり奮いて下さい．記名押印に代えて著名することができます．

まをT託主張filDJ!'（溺阻） Q土！：H将－1壬 「＠、⑫及び⑫」央J 「⑬及び⑫」 11古予定’ ~N-6- 「⑤から⑫までJ ~ 「＠から＠までJ 11古'JJii’E円号「⑨」央J「③J11吉'Jj号’庄司-a-「⑪J~ 「⑬J 11都台’E回-a-「i

から⑬まで」央j 「⑪から⑬までJ11主主定’~（（）丑 「⑫及び⑫」央J 「⑬及び®J !.:,U[}Jii’藍ト任 「⑫」央J「⑬J 11必定’ ~00怪「®J~ 「⑫j 11部常的。

型車ti::(総同DJ!'CJ何回） -a-「イロハニホヘトチリヌルヲ（ ）ワ（ ）カ（）ヨJ~ 「イロハニホヘトチリヌルヲJ 11穏当2’E饗私（鴻困） Q総額ーモト 「ヨまでJ~「ヲまでJ !.l古'J－£；＇＇「なお、ヲ文はカ

キt:Oで閤んだ場合は、その公的年金の種類を、ヲに掲げるところにより、 （イ）から同までの文字でかつ乙内に記入してください。また、ワをOで凶んだ場合は、そのjl!J族補償の種類そ、ワに掲げるところ

により、 (l ）から18）までの数字でかっと内に記入してください。」4知事心’ i!!j'.l'r\.Q<S\1ミ骨面下.I~遠心’ lf!j'.ffi~＠：l'f\~ ＿）＇ 区内-a-「すべてのJ~ 「全てのJ !.l'「ヨまでJ~ 「ヲまでJ !J走予定時。

考

第改訂日月年平成改定却下

田

O
円

買

白

川守

ω
N
官
時



塁送'tA総同Dit'~ll ）~捜！'tA総同Dit'0g}ムJい的。

饗'tA~同Dit'Q l)Q~以予~QI~き'tA~.2ば時。

｛表 面）

l ①②③の欄について
( 1 ) それぞれイからホまでのうち該当する記号を全てOで囲んでください．
( 2) 公的年金給付等を受けることができるときは、現に受給している場合のみでなく、市

請をすれば受けることができる場合を含みます．
( 3) ロは、受給資格者が母の場合は父について、受給資格者が父の婿合は母についての状

況を回答してください。

（裏

意注

2 この届けには、 「公的年金給付等の支給を行う者の証明書Jを添えてください．証明書
は、原員ljとして、申請を行う日からおおむね 1か月以内に発行（t正明）されたものであ

る必要があります．
なお、公的年金給付等の関係書類（年金医書、年金決定通知書F・支給額変更通知書、

年金額改定通知書等）の写しにより、その受給状況が確認できるときは、当該書類をも
って在明書に代えることができます．
年金事務所等において在明書等の発行に相当の期間を要するなどの理由で当該書類の

提出が因簸である場合は、その旨を記載した申立書の提出等をもって受付が可能な場合
がありますので、市役所、区役所又は町村役場にご相談ください．

3 この届けについて分からないことがありましたら、市役所、区役所文は町村役場の人によ
く掬いてください．

※※第

※経 自 ※市区町村
平成 年町村名 受付年月日 月 日

※町 ヰサ 平成 年 月 日 ※町 村 平成 年 月 日
担を 出 第 号 再提出 第 号

公的笠金盆位笠受給盆湿届

｜日番号｜第 号

住 所

① 公的年金給付等受給事由発生 平成 年 月 日
イ 児童が父又は母の死亡について支給される公的年金給付を受けることができるようになっ
Tこ。

ロ 児童が父又は母に支給される公的年金給付の額の加算の対象になった．．
ハ 児童が父又は母の死亡について遺後補償等を受けることができるようになった。
ニ 受給者者が公的年金給付を受けることができるようになったa

ホ 受給 が遺族補償等を受けることができるようになった．

②公的年金給付等受給事由消滅 平成 年 月 日
イ 児Z置が父又は母の死亡について支給される公的年金給付を受けることができなくなった。
ロ 児訟が父又は母に支給される公的年金給付の額の加算の対象でなくなった。
ハ 児蛍が父又は母の死亡について遺族補償等を受けることができなくなった。または、受け

ることができるようになってから 6年を経過した。
ニ 受給者が公的年金給付を受けることができなくなった．
ホ 受給者が遺悠補償等を受けることができなくなった。または、受けることができるように

なってから 6年を経過した。

③ 公的年金給付等受給額変更 平成 年 月 日
イ 児11.tが受けることができる父又は母の死亡について支給される公的年金給付の額が変更に

なった。
ロ 児Z置が対象となっている父又は母に支給される公的年金給付の額の加算額が変更になった．
ハ 児Z置が受けることができる父又は母の死亡について遺族補償等の額が変更になった．
ニ 受給者が受けることができる公的年金給付の額が変更になった。
ホ 受給者が受けることができる遺族補償等の額が変更になった．

上記のとおり、公的年金給付等の受給状況について届け出ます．

平成 年 月 臼

氏名 ＠ 
都道府県知事（福祉事務所長）

市町村長（福祉事務所長）
殿

※※ 通知 平成 年 月 日

備 考

函）
綴式第五号の三（第三条の三関係）

（昨
ト

F
N
W脂
求
昨
）

5手

田
制
E
V京

E
O
円

mH
m
社

ω
N
世
Nr

制

裏面の注意をよく読んでから記入して下さいの
※、※※の欄には記入する必要がありません。
＋は俗書ではっきりと書いて下さい．記名押印に代えて署名することができます。。。。マーー
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~ti:(総長日it'~予~E;'J..6小.＇..：！主主常的。

面）

I 「受給資絡がなくなった理由j の欄は、次に掲げると ころにより該当する文字をOで囲ん
で〈ださい．
イ 手当を受けている人が日本国内に住所を有しなくなった．
ロ 児童が手当を受けている母に監怨されなくなった．
ハ 児童が手当を受けている父（母が児童ーを懐胎した当時矯姻の届出をしていないが、その

母と事実上婚姻関係と同援の事情にあった者を含む．以下閉じ．）に監護されなくなり、文
はこれと生計を同じく しなくなった．

エ 児童が手当を受けている母又は父以外の人に養育 （閑居、監媛、生計維持）されなぐな
った．

ホ 児童が死亡した．
へ 児童が日本圏内に住所を有しなくなった．
ト 児童が18織に遣した日の属する年度が終了した．
チ 18殺に遣した日の属する年度が終了した児童であって児童扶養手当法施行令（以下『令j

という．｝別表第 1に定める程度の障害の状悠にあったものが20織に遣したか、又は問委に
定める程度の陣容の状態でなくなった．

リ 母の監穫を受けている渇合又は養育者の養育を受けている湯合において、児童が父と生
計を同じくするようになった．

ヌ 父の監穫を受け、かっ、これと生併を同じくしている場合において、児章が母と生計を
同じくするようになった．

ノレ 母の婚姻（婚姻の届出をしていないが、事実上熔姻関係と同様の事情にある場合を含む．
以下問 じ．）等により、 児童が母の配偶者｛崎姻の届出をしていないが、 事実上帰姻関係と
同僚の事情にある者を含む．以下問じ．）に養育されるようになった．

ヲ 父の婚姻等により、児童が父の配偶者に養育されるようになった．
ワ 次の（イ｝から（チ）までのいずれにも政当しなくなった．

｛イ｝ 父母が婚姻を解消した児童
｛ロ｝ 父又は舟が死亡した児童
｛ハ｝ 父文は母が令lJIJ表第2に定める程度の隊容の状態にある児童
｛エ） 父文は母の生死が明らかでない児童
（ホ） 父又は母が引き続き 1年以上遺棄している児童
｛へ） 父又は母が法令によ り引き続き 1年以上拘禁されている児童
（ト｝ 母が婦姻によらないで慣胎した児.
｛チ） （ト）に該当するかどうかが明らかでない児童E

（裏

意注

2 手当を受けている人が死亡したときは、この届けではなく、戸籍の届出をしなければなら
ない人に、受給者の死亡の肩書を出してもらうことになります．

※※第 号｜ ｛表 面）

※経 自 ※市区町村
平成年月 日

町村名 受付年月日

※町 キf 平成 年月 日 ※町 対 平成年月 日

提 出 第 号 再提出 第 号

児童扶養手当資格喪失届

（ふりがな）
ー『炉’4・・・・・－－ーー・・・・・・・・・・ー，・ー－ーーー 紅型F番号 第 号

氏 名

住 所

イ ロ ノ、 一
受給資格が

ホ ，、、 ト チ
なくなった

リ ヌ Jレ ヲ
理主 由

ワ

理由が発生
平成 年 月 日

した 日

上犯のとおり、児童扶養手当を受ける資格がなくなりましたので届け出ます。

平成 年 月 日

氏名 ＠ 

都道府県知事（福祉事務所長）〉
殿

市 町村長 （福祉事務所長）

※※i函 知 平成 年 月 日 型客 号

※備考欄

＋章式第九 号 （第十一条関係）

（昨
k
n
F
N
鯨
求
昨
）

巴民
俗←

事E

田
盟
V
烹

田

Omw
R
m
沿

ω
N
世
Nr 。裏面の注意をよ く読んでから記入して下さい．※、※※の械は記入する

必要がありません。。字は櫛書ではっきり書いて下さい．記名押印に代えて署名することがで
きます。

円



官 幸良平成26年 9月 30日火曜日 一
三
一
’
日
同
国
段
階
店
倍
以
陥
ほ
は
M
M

rト
一
（
児
盆
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
）

2
一第
四
条
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
の

一
部
を
次

畑
一
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

号

一

第

三
十

一
条
中

「母
子
自
立
支
援
員
」
を

「母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
」
に、
「母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父

子
福
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

14 

（
社
会
稿
祉
士
及
び
介
塾
協
枇
士
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第
七
条
社
会
福
祉
士
及
ひ
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
一
号
中

「母
子
及
び
・
広
日
間
福
祖
法
」
を

「母
子
及
、
ひ
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に、
「母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

（福
祉
の
捕
白
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
八
条
福
祉
の
措
置
及
び
保
育
の
実
施
等
の
解
除
に
係
る
説
明
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
六
年
厚
生
省
令
第
六
十

号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

父
子
稿
祉
団
体
」
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第
五
条
社
会
福
祉
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第

一
項
第
四
号
中

「母
子
福
祉
施
設
」
を

「母
子

・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

第
六
条
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改

め
る
。

様
式
第
十

一
号
の
三
（
表
面
）
中

「瀦
ロ
品
川
δ
N
」
の
下
に

「’

鴻
広
治
δ
ω
」
を
加
え
、
同
様
式

（裏
面
）
の

注
意
3
中

「滅
広
治
局
）
N

」
を

「晴
樹
お
冷
δ
ω
」
に
改
め
、
同
5
を
同
6
と
し
、
同
4
を
同
5
と
し
、
問
4
を
同
3

と
し
、
同
2
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

日
叫第

一
条
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に、
「
の
規
定
」
を
「
（
同
法
第

一十

一
条
の
七
第
三
項
及
び
第
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
五
号
中

「及
び
第
九
十
四
条
第
二
項
」
を
削
る
。

第
八
十
八
条
の
四
第
二
項
中

「母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
福
紘
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
、
母
子

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十

一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
第
八
号

一服
用
保
険
法
施
行
規
則

（昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百
十
条
第
二
項
第

一
号
イ
悶

河
川
附
鉾
刷
抑
制
川
町
持
制
m
zw亦
δ
N
見
）
諮
問
hhl斤
デ

州市
以
δ
l
盛山

MNF仲
出
即
時
一
目
付
凶
問
挙
事
件
叫
合
ベ
「
J

山
伊
豆

Fn

仲

ν
3怖
判
臥
昨
診

44
酬
明
見
）
出
即
診
品
片
由
同
打
倒
阿
国
吐

U4H山
ぺ

UHN品
副
ゆ

F
n
F
F
吟
s
h相
ゆ
診
『
斗
州
哨
由
州
診
免
諸

E
Fh内
向
）
凶
問
診
品
町

（
婦
人
保
護
施
設
の
絞
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
）

第
九
条
婦
人
保
護
施
綬
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
九
号
）
の

一
郎
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中
「
母
子
福
祉
団
体
」
を

「母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に、
「母
子
相
談
員
」
を

「母
子

・
父
子
自
立
支

援
民
」
に
改
め
る
。

（
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
閲
す
る
基
準
の

一
部
改
正
）

第
十
条
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
の

一
郎
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
四
号
中

「母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を

「母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
第
六
条

第
四
項
」
を
「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
生
活
保
護
法
別
表
第

一
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十一

条
生
活
保
護
法
別
表
第

一
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚

生
労
働
省
令
第
七
十
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

3

法
別
表
第

一
の
六
の
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
要
保
護
者
文
は
被
保
護
者
で
あ
っ
た
者

に
係
る
次
に
掲
げ
る
給
付
の
額
及
、
ひ
支
給
期
間
に
関
す
る
も
の
と
す
る
。

一

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
税
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
〉
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

二

母
子
及
、
ひ
父
子
並
び
に
寡
紛
福
祉
法
第
三
十
一
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
父
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

附

則

（
施
行
期
日
）

ー
と
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
第
三
条
の
規
定
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日

二

第
四
条
中
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
ひ
運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
十
二
条
第
五
号
の
改
正
規
定
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
の
日

（
経
過
措
置
）

Z

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
と
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
問
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（別紙様式 1- 2) （表 面）

公的年金給付等受給証明書（児童扶養手当用）

【本人記入欄】

公的年 金給付等の支 給機関の長殿

右の者に係る下記事項について証明をお願いします。

平成 年

公的年金給付等の受給権者

住所

月 日

氏名 印

電話番号

代理人

公的年金給付等の

受給権者との続柄

住所
氏名 印

電話番号

【公的年金給付等の支 給 機 関 記 入 欄 】

本
①氏名人

カ〈

公
的
査手

③公的年金給付等の種類

金
給

⑤証明日現在の給付額（年額）付
等

を
受 ⑦支給停止の状況（有無及びその内容）
給

児
⑧児童氏名

重
ヵt
公
的 ⑩公的年金給付等の種類
年
金
給

⑫誕明日現在の給付額（年額）｛寸
等
を
受 ⑭支給停止の状況（有無及びその内容）
給

上記のとおり相違ありません。

②受給者香号

有・無

⑨受給者番号

有・無

平成 年 月 日

（蒲
考

日本人が公的年金給付等を受給

本人氏名

受給者番号

基礎年金番号（10桁）

口児童が公的年金給付等を受給

児童氏名

受給者番号

基礎年金番号（10桁）

④支給開始月 昭和・平成
（受給権発生月） （昭和 ・平成

円 ⑤左記の対象期間 平成

：＜内容）
I 

’ 
’ 
’ 
’ ’ 

⑪支給開始月 昭和・平成
（受給権発生月） （昭和・平成

円 ⑬左記の対象期間 平成

！＜内容）
I 
I 

‘ ． ． 

公的年金給付等の支給機関の長

年 月
年 月）

年 月 ～ 

年 月
年 月）

年 月 ～ 

印

※本線式は日本年金機構以外の公的年金給付等の支給機関（裏面の見11表31こ掲げる前払一時金の規定により支払を受けている場合を除く）に対して

その受給状況を照会する場合に、適宜加工の上、使用してください。また、児童扶養手当の窓口において、受給者本人に対し本様式を交付する際にl立、

証明が必要な事項等を説明してください。なお、労働者災害補償保険制度の年金については労働基準監督署の長による証明となります。



（裏 面）

注意

【本人記入欄】について
1 「本人記入欄」のみ記入してください。「公的年金給付等の支給機関記入欄」は、公的年金給付等の支給機関において記入

する箇所ですので、空欄としておいてください。

2 「公的年金給付等の受給権者」欄は、「本人が公的年金給付等を受給」の場合は本人の住所、氏名、電話番号を、「児童が
公的年金給付等を受給Jの場合は児童の住所、氏名、電話番号を記入してください。

3 「代理人」欄は、「公的年金給付等の受給権者」欄に記入した方以外の方がその受給状況について証明依頼をする場合に、
代理人の住所、氏名、電話番号及び公的年金給付等の受給権者との続柄を記入してください。この場合、運転免許証等、代
理人自身の本人確認書類及び委任状等が必要となります。詳細につきましては公的年金給付等の支給機関にご確認くださ
し、。

4 公的年金給付等の受給状況に関する証明が必要な項目（「本人が公的年金給付等を受給」、「児童が公的年金給付等を受
給」）のチェック欄に図を記入し、それぞれ対象となる者の「氏名J及び各制度における「受給者番号Jに相当する記号番号を記
入してください。また、公的年金給付等が共済年金である場合には、あわせて「基礎年金番号」を記入してください。労働者災
害補償保険制度の年金である場合には、「受給者番号J欄には「年金証書番号（11桁）Jを記入してください。なお、「本人Jとは
児童扶養手当の申請者（文は受給者）をいい、「児童Jとは児童扶養手当の対象児童をいいます。

5 「公的年金給付等Jとは、別表1rこ掲げる「公的年金J及び「遺族補償Jをいいます。

6 「公的年金給付等を受給jとは、公的年金については公的年金を受けることができることをいい、現に受けているとき、申請中
であるとき文は申請すれば受けることができる状態にあるときをいいます。遺族補償については遺族補償の給付事由が発生し
た日から6年を経過していないときをいいます。

【公的年金給付等の支給機関記入欄】について
1 ③及び⑩の欄の「公的年金給付等の種類」は、別表1の「公的年金の種類」文は「遺族補償の種類」から該当する事項を選

び、その符号を記入してください。

2 ④及び⑪の欄の「支給開始月Jとは、公的年金給付等の支給が開始された月をいいます。また、「受給権発生月」は請求を
行った場合に当該受給権が発生した月をいい、その翌月分から公的年金給付等が支給されます。

3 ⑤及び⑫の欄の「証明日現在の給付額（年額）Jは、支給停止が行われている場合は支給停止後の額を記入してください。
また、以下にご留意ください。

( 1 ) 公的年金給付等の支給において、過払いが発生し内払調整が行われている場合には、内払調整前の額を記入してく
ださい。

(2) 他の公的年金給付等との併給調整により減額されている場合は、減額後の公的年金給付等の額を記入してください。

(3) 在職及び別表2の雇用保険法等に基づく給付による支給停止が行われている場合は、支給停止後の額を記入してく
ださし、。

(4) 遺族補償を受給している場合は、給付総額を記入してください。

4 ⑥及び⑬の欄の「左記の対象期間Jは、証明日現在の給付額（年額）の支給が開始された月を記入してください。

5 ⑦及び⑪の欄の「支給停止の状況（有無及びその内容）」は、支給停止の有無を記入してください。また、その内容（支給停
止の事由、支給停止額、支給停止期間等）について記入してください。

6 備考欄は、年度の途中で給付額等が変更となることが予定されている場合等に、その旨及びその内容を記入してください。



（別表1) 

イ老齢福祉年金
口イ以外の国民年金
ハ厚生年金保険の年金
ニ船員保険の年金
ホ恩給
へ国家公務員共済組合の年金
ト条例による地方公務員の年金

公 ｜チ地方公務員共済組合、地方議会議員共済会、地方団体関係団体職員共済組合文は旧市町村職員共済組合
的 ｜の年金
年 ｜リ日本私立学校振興・共済事業団の年金
金｜ヌ農林漁業団体職員共済組合の年金
の｜ル国会議員互助年金
種｜ヲ日本製鉄八幡共済組合の年金
類｜ワ執行官の思給

カ旧令による共済組合等からの年金受給者のために国家公務員共済組合連合会が支給する年金
ヨ戦傷病者、戦没者遺族の年金文は給与金
タ未帰還者の留守家族手当文は特別手当
レ労働者災害補償保険の年金
ソ国家公務員災害補償制度の年金
ツ公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償制度の年金
ネ地方公務員災害補償制度の年金

遺 ｜ナ労働基準法による遺族補償
｜ラ国会職員法による災害補償

族 ｜
日 ｜ム船員法による遺族手当
混 ｜ウ災害救助法による遺族扶助金
~ Iヰ労働基準法等の施行に伴う政府職員に係る給与の応急措置に関する法律による遺族補償
v~ Iノ 警察官の職務に協力援助した者の災害給付に関する法律による遺族給付
種 ｜
類 ｜オ海上保安官に協力援助した者等の災害給付に関する法律による遺族給付

lク証人等の被害についての給付に関する法律による遺族給付

（別表2)
ー一一一一寸一一

雇
基用 l｜イ雇用保険法による基本手当
づ保｜

｜ 船員保険法による失業保険金
く険｜ハ雇用保険法による高年齢雇用継続基本給付金・高年齢再就職給付金
給法｜

｜ニ船員保険法による高齢雇用継続基本給付金・高齢再就職給付金付等』

（別表3)

イ船員保険法（昭和14年法律第73号）附則第5条第4項に規定する障害前払一時金及び遺族前払一時金
前 ｜ロ労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）附則第59条第3項に規定する障害補償年金前払一時金
払 ｜文は第60条第3項に規定する遺族補償年金前払一時金

ハ国家公務員災害補償法（昭和26年法律第191号）附則第10項に規定する障害補償年金前払一時金
時 ｜文は第14項に規定する遺族補償年金前払一時金
金 iニ地方公務員災害補償法（昭和42年法律第121号）附則第5条の3第3項に規定する障害補償年金前払一時金
の i文は第6条第3項に規定する遺族補償年金前払一時金
規 ｜ホ公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令（昭和32年政令
定 ｜第283号）附則第1条の3第5項に規定する障害補償年金前払一時金文は第2条第4項において準用する

同令附則第1条の3第5項に規定する遺族補償年金前払一時金



（別紙様式 1-3) （表面）

公的年金給付等受給証明書（児童扶養手当用）

【本人記入欄 】

公的年 金 給 付 等 の支給機関の長殿

右の者に係る下記事項について証明をお願いします。

平成 年

公的年金給付等の受給権者

住所

月 日

氏名 印

電話番号

f 代理人

公的年金給付等の

受給権者との続柄

住所
氏名 印

＼ 電話番号
一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－－－－－・ ./ 

【公的年金給付等の支給機関記入欄】

①氏名 ②受給者番号
本
人
カT

③公的年金給付等の種類公
的
年
金 ⑤証明B現在の給付額（年額）
給
f寸
等

⑦前払一時金の支給状況 前払一時金の支給額
を ，（給付基礎日額）
受
給

@:1>以外による支給停止の状況
有 ・無

（有無及びその内容）

⑨児童氏名 ⑩受給者番号
児
童
ヵt

⑪公的年金給付等の種類公
的
年
金 ⑬証明日現在の給付額（年額）
絵
付
等

⑮前払一時金の支給状況等l’前払一時金の支給額
を : （給付基礎B額）
受
給

＠ゆ以外による支給停止の状況
有 ・無

（有無及びその内容）

上 記のとおり相違ありませ ん 。

平成 年 月 日

（庸
考

口本人が公的年金給付等を受給

本人氏名

受給者番号

口児童が公的年金給付等を受給

児童氏名

受給者番号

④支給開始月 昭和・ 平成
（受給権発生月） （昭和・ 平成

円 ⑥左記の対象期間 平成

円
前払一時金の支給月

円 ）

:c内容）
’ ’ ’ ’ ’ 

⑫支給開始月 昭和・平成
（受給権発生月） （昭和 ・平成

円 ⑪左記の対象期間 平成

円
前払一時金の支給月

同 ）

: （内容）

公的年金給付等の支給機関の長

年 月
年 月）

年 月 ～ 

平成 年 月

年 月
年 月）

年 月 ～ 

平成 年 月

~n 

※本様式は裏面の日I］表2に掲げる前払一時金の規定により支払を受けている場合で、その受給状況を照会する場合に、適宜加工の上、使用してください。

また、児童扶養手当の窓口において、受給者本人に対し本線式を交付する際には、証明が必要な事項等を説明してください。なお、労働者災害繍償保険

制度の年金については労働基準監督署の長による証明となります。



（裏面）

注意

【本人記入欄】について
1 「本人記入欄Jのみ記入してください。「公的年金給付等の支給機関記入欄Jは、公的年金給付等の支給機関において記入

する箇所ですので、空欄としておいてください。

2 「公的年金給付等の受給権者J欄は、「本人が公的年金給付等を受給Jの場合は本人の住所、氏名、電話番号を、「児童が
公的年金給付等を受給Jの場合は児童の住所、氏名、電話番号を記入してください。

3 「代理人」欄は、「公的年金給付等の受給権者」欄に記入した方以外の方がその受給状況について証明依頼をする場合に、
代理人の住所、氏名、電話番号及び公的年金給付等の受給権者との続柄を記入してください。この場合、運転免許証等、代
理人自身の本人確認書類及び委任状等が必要となります。詳細につきましては公的年金給付等の支給機関にご確認くださ

4 公的年金給付等の受給状況に関する証明が必要な項目（「本人が公的年金給付等を受給」、「児童が公的年金給付等を受
給」）のチェック欄に図を記入し、それぞれ対象となる者の「氏名」及び各制度における「受給者番号」に相当する記号番号を記
入してください。なお、労働者災害補償保険制度の年金である場合には、「受給者番号」欄には「年金証書番号（11桁）Jを記
入してください。また、「本人」とは児童扶養手当の申請者（文は受給者）をいい、「児童」とは児童扶養手当の対象児童をいい
ます。

5 「公的年金給付等を受給」とは、公的年金については公的年金を受けることができることをいい、現に受けているとき、申請中
であるとき文は申請すれば受けることができる状態にあるときをいいます。

【公的年金給付等の支給機関記入欄】について
1 ③及び⑪の欄の「公的年金給付等の種類Jは、別表1の「公的年金の種類Jから該当する事項を選び、その符号を記入してく

ださし、。

2 ④及び⑫の欄の「支給開始月」とは、公的年金給付等の支給が開始された月をいいます。また、「受給権発生月」は請求を
行った場合に当該受給権が発生した月をいい、その翌月分から公的年金給付等が支給されます。

3 ⑤及び⑬の欄の「証明日現在の給付額（年額）Jは、以下にご留意ください。

( 1) 別表21こ掲げる前払一時金の支払いが行われたときは、その年金の支給は停止されていないものとみなすことから、
停止前の額（年額）を記入してください。

(2) 公的年金給付等の支給において、過払いが発生し内払調整が行われている場合には、内払調整前の額を記入してく
ださい。

(3) 他の公的年金給付等との併給調整により減額されている場合は、減額後の公的年金給付等の額を記入してください。

4 ⑥及び⑪の欄の「左記の対象期間」は、証明日現在の給付額（年額）の支給が開始された月を記入してください。

5 ⑦及び⑮の欄の「前払一時金の支給状況等Jは、それぞれ「前払一時金の支給額（給付基礎日額）J、「前払一時金の支給
月」を記入してください。

6 ③及び⑬の欄の「支給停止の状況（有無及びその内容）Jは、⑦及び⑮以外による支給停止の有無を記入してください。ま
た、その内容（支給停止の事由、支給停止額、支給停止期間等）について記入してください。

フ 備考欄は、年度の途中で給付額等が変更となることが予定されている場合等に、その旨及びその内容を記入してください。

（別表1) 

公 ｜

的イ船員保険の年金
年 ロ労働者災害補償保険の年金
金｜ハ国家公務員災害補償制度の年金
の ニ公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償制度の年金
種｜ホ地方公務員災害補償制度の年金
類

（別表2)
一一寸ー

イ船員保険法（昭和14年法律第73号）附則第5条第4項に規定する障害前払一時金及び遺族前払一時金
前｜ロ労働者災害補償保険法（昭和22年法律第50号）附則第59条第3項に規定する障害補償年金前払一時金
払｜文は第60条第3項に規定する遺族補償年金前払一時金

ハ国家公務員災害補償法（昭和26年法律第191号）附則第10項に規定する障害補償年金前払一時金
時｜文は第14項に規定する遺族補償年金前払一時金
金｜ニ地方公務員災害補償法（昭和42年法律第121号）附則第5条の3第3項に規定する障害補償年金前払一時金
の｜文は第6条第3項に規定する遺族補償年金前払一時金
規｜ホ公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令（昭和32年政令
定｜第283号）附則第1条の3第5項に規定する障害補償年金前払一時金又は第2条第4項において準用する

同令附則第1条の3第5項に規定する遺族補償年金前払一時金



（別紙様式 2- 1) 

00年金事務所長殿

第 号
平成年月日

都道府県、市等の担当課名

児童扶養手当法第 30条に基づく資料等の提供について

児童扶養手当の支給に関し調査の必要がありますので、児童扶養手当法第
3 0条の規定に基づき、別紙の者について、ご回答願います。

※ 本様式は日本年金機構以外に対して公的年金給付等の受給状況を照会する場合は、
適宜加工の上、使用してください。



（別紙様式 2- 2) 

公的年金の受給状況確認依頼様式
（児童扶養手当の受給者本人が公的年金受給の場合）

氏名 証書の番号
基鍵年金番号（10桁） 証明日現在の

左記の対象期間 備考及び年金コード 年金額（年額）

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

ν~~ ／／＼＼  Lノ／～＇－~〆＼＼ ／ ~~＿／ '_/  
円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

注） あらかじめ、児童扶養手当受給資格者本人の氏名、児童扶養手当証書の番号、基礎年金番号（10桁）
及び年金コードを記入して年金事務所に照会すること。

※ 本様式は日本年金機構以外に対して公的年金給付等の受給状況を照会する場合は、適宜加工の上、 使
用してください。



（別紙様式2- 3) 

公的年金の受給状況確認依頼様式
（児童扶養手当の支給対象児童が公的年金受給の場合）

氏名 証書の番号 基礎年金醤号（10桁） 証明日現在の
左記の対象期間 備考及び年金コード 年金額（年額）

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

レ／＼＼ ／ ＼ .，＿~、＼」V〆＼＼ ノ
戸「＼ ＼ ／ ／ / 

円 平成 年 月～

円 平成 年 月～

注） あらかじめ、児童扶養手当の支給対象児童の氏名、児童扶養手当証書の番号、基礎年金番号（10桁）
及び年金コードを記入して年金事務所に照会すること。

※ 本様式は日本年金機構以外に対して公的年金給付等の受給状況を照会する場合は、適宜加工の上、使
用してください。


